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はじめに 

 

性別にかかわりなく、すべての個人が喜びや責任を分かち合い、その個性

と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は、社会一体

となって取り組むべき重要な課題のひとつです。稲城市においても現在、第

４次の「稲城市男女共同参画計画 男女平等推進いなぎプラン」を基に、男

女共同参画社会の実現をめざして施策を総合的に推進しています。 

 

これまでの取組みにより、長い歴史的経緯の中で社会に根深く構造化され

た性別による問題の解決に向け、さまざまな法律やしくみが少しずつ整えら

れてきてはいますが、無意識にあるいは潜在的に男女の役割分担意識が、い

まだに一人ひとりの言動やふるまいに見られることがあります。 

 

令和７年度末に満了する現行計画に続く次期計画を策定するとともに、「配

偶者等からの暴力の防止及び被害者支援に関する基本計画」「女性の職業生活

における活躍推進計画」、さらに「困難な問題を抱える女性への支援に関する

基本計画」を策定するため、これらの基礎資料とすることを目的として、本

調査を実施しました。 

 

 男女平等参画の実現に向けては、法律や制度の整備と同時に、一人ひとり

の意識改革も欠かせません。調査結果につきましては、市民の皆様をはじ

め、関係各方面におきましてもご活用いただければ幸いです。 

 

 最後になりましたが、ご多忙にもかかわらず、この調査にご協力いただき

ました市民の皆様方に、心より御礼申し上げます。 

令和 7年３月 

稲城市長 髙橋 勝浩
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１ 調査の目的 

 この調査は、市民の生活形態の現状や男女共同参画に関する意識等を把握し、今後策定する

「第五次男女共同参画計画」の基礎資料とするため、「市民意識調査」とともに実施しました。 

 

２ 調査の方法 

・調査地域：稲城市全域 

・調査対象：市内在住の 16歳以上の男女 

・対象者数：2,000人 

・抽出方法：住民基本台帳より無作為抽出 

・調査方法：郵送法（郵送配布・郵送またはインターネット回答サイトでの回収） 

・調査期間：令和６年７月 16日～８月６日 

 

３ 回収結果 

 票数 回収率 

配布数 2,000 - 

回収数 664 33.2％ 

 うち郵送での回収 455 22.8％ 

 うちインターネットでの回収 209 10.5％ 

有効回収数 658 32.9％ 

 

【参考】過去実施調査での回収率 

実施年度 配布数 有効回収数 有効回収率 

平成 26年度 2,000 736 36.8％ 

 

４ 調査の内容 

（１）基本属性（Ｆ１～Ｆ9-1） 

（２）男女平等意識について（問 34～問 35） 

（３）働くことについて（問 36～問 39） 

（４）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について（問 40） 

（５）家庭生活について（問 41～問 43） 

（６）男女間の暴力（DV）や人権について（問 44～問 46-2） 

（７）社会参加・地域参加について（問 47～問 47-1） 

（８）男女共同参画の推進について（問 48～問 49） 

（９）男女共同参画を進める市の施策について（問 50～問 51）  
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５ 調査項目 

テーマ 
設問

番号 
設問内容 

基本属性 

F1 性別 

F2 年齢 

F3 居住地区 

F4 市内在住年数 

F5 世帯構成 

F6 高齢者、子ども、障害者との同居状況 

F7 子どもの年齢 

F8 職業 

F8-1 職場の場所 

F9 結婚の有無 

F9-1 自身及び配偶者・パートナーの就労状況 

男女平等意識につい

て 

34 男女の地位 

35 学校における「男女平等」の推進 

働くことについて 

36 職場での男女差 

37 働き方を選んだ理由 

38 男女ともに働きやすい社会 

39 育児休業・介護休業制度の認知、利用意向、利用できない理由 

仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・

バランス）について 

40 生活の中での優先度 

家庭生活について 

41 結婚に対する考え方 

42 家事における男女のかかわり 

43 夫婦の名字（姓） 

男女間の暴力（DV）

や人権について 

44 メディアにおける性・暴力表現 

45 セクシュアル・ハラスメントの有無 

46 配偶者やパートナーから受けた行為 

46-1 相談先 

46-2 相談しなかった理由 
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６ 報告書の見方 

・調査結果の数値は、原則として回答率（％）で表記しています。 

・表では、対象者の人数は実数、回答は割合（％）（小数第一位まで）として表記しており、

各項目で第１位及び第２位の回答には下記の要領で網掛けをつけています。表中に「－」

と表示してあるのは、回答者がいなかった場合です。 

   属性内での１位：（例）99.1   属性内での２位：（例）85.2 

・回答率（％）は、小数第二位を四捨五入により端数処理しています。そのため、属性ごとの

回答比率の合計が、合計欄の数値と一致しないことがあります。 

・回答率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しています。そのため、複数回答の

場合、選択肢ごとの割合を合計すると 100.0％を超えることがあります。 

・各設問において、性別や年代など基本属性に「無回答」があるため、全体の数値と各項目の

数値の合計が一致しないことがあります。 

・アンケート調査票の選択肢の文章が長い場合、図・表の中では要約して短く表現している

場合があります。 

・回答者数が極端に少ないものについては、分析対象から外している場合があります。ただ

し、その場合でも調査結果には参考値として掲載しています。 

 

７ 他調査との比較について 

 この報告書では、本文中で以下の調査結果との比較を行っています。 

 

⚫ 稲城市「男女共同参画に関する実態調査」【前回調査】（平成 26年度実施） 

⚫ 内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」【全国調査】（令和４年度実施） 
 

 

テーマ 
設問

番号 
設問内容 

社会参加・地域参加

について 

47 団体などへの活動参加の有無 

47-1 活動団体での男女差 

男女共同参画の推進

について 

48 男女共同参画に関わる言葉の認知 

49 男女平等になるために重要なこと 

男女共同参画を進め

る市の施策について 

50 市が行っている事業の認知 

51 「男女共同参画社会の実現」に向けた施策 

 ― 自由意見 
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８ 本調査の標本誤差 

今回の無作為抽出法による場合、調査結果の数値（％）をそのまま全調査対象者の回答と

して単純に置き換えると、多少の誤差が生じます。 

統計学的には、以下の数式によって標本誤差率を計算して、全調査対象者の回答を推測し

ます。 

〈標本誤差算出式〉 

                          Ｎ＝母集団数 

標本誤差率＝                 ｎ＝回収数 

                          ｐ＝回答の比率 

  

Ｎ＝母集団数（令和６年６月１日時点の住民基本台帳人口（16歳以上）：80,158人） 

ｎ＝有効回収数（658人） 

ｐ＝回答の比率 

 

この調査の標本誤差は、下表のとおりです。 

 

     

 

基数（n） 

回答の比率（p） 

10％または

90％ 

20％または

80％ 

30％または

70％ 

40％または

60％ 
50％ 

658人 ±2.3％    ±3.1％ ±3.6％ ±3.8％ ±3.9％ 

500人 ±2.7％    ±3.6％ ±4.1％ ±4.4％ ±4.5％ 

100人 ±6.0％    ±8.0％ ±9.2％ ±9.8％ ±10.0％ 

 

※表の見方の例 

問 35「あなたが学校における「男女平等」を推進する上で、特に力を入れてほしいと

思うことは何ですか。」の設問に、「３（生活指導や進路指導において、男女の別なく能

力や個性を生かせるようにすること）」と回答した人が全体（n＝658）の 40％であった

とします。 

この場合、標本誤差は±3.8％であるため、稲城市民で「生活指導や進路指導において、

男女の別なく能力や個性を生かせるようにすること」に特に力を入れてほしいと考えて

いる人の割合が 36.2％～43.8％の間にあることが、95％の信頼度で言えることになりま

す。 
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Ⅰ 回答者の属性  
 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査は「回答しない」なし。 

 

 

 

（２）年齢               （３）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性

53.2

55.7

男性

44.7

41.8

回答

しない

0.8

無回答

1.4

2.4

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％

1.8

7.1

11.9

16.9

20.7

14.4

26.0

1.2

2.2

7.6

14.9

17.3

16.2

20.8

19.0

2.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答 令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

21.3

14.4

11.1

6.2

3.2

11.2

4.6

10.2

3.5

12.9

1.4

17.4

14.1

9.6

5.3

3.3

11.7

5.8

12.9

4.1

13.9

1.9

0% 5% 10% 15% 20% 25%

矢野口

東長沼

大丸

百村

坂浜

平尾

押立

向陽台

長峰

若葉台

無回答 令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)
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（４）市内在住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）高齢者、子ども、障害者との同居状況    （７）子どもの年齢 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１年未満

2.0

2.9

１年～

５年未満

10.8

11.8

５年～

10年未満

10.6

14.7

10年～

20年未満

21.1

24.2

20年以上

54.1

44.0

よくわか

らない

0.2

0.1

無回答

1.2

2.3

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％

１人

暮らし

13.8

11.1

夫婦のみ

27.4

29.1

２世代

世帯

50.2

50.1

３世代

以上世帯

4.0

2.6

その他

3.2

4.5

無回答

1.5

2.6

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％

41.0

36.0

7.3

24.8

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

65歳以上高齢者

子ども

障害者（年齢・

障害の種別問わず）

高齢者・子ども・

障害者はいない

無回答
令和６年度(n=658)

(複数回答)

5.9

5.5

9.7

6.2

7.9

34.2

43.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

０～３歳

４歳～未就学児

小学生

中学生

義務教育終了後の

18歳未満

18歳以上

無回答

令和６年度(n=658)

(複数回答)
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（８）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8-1）職場の場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）結婚の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9

5.0

2.0

37.1

17.6

3.3

11.1

19.3

2.0

1.7

0.4

4.6

1.4

32.6

15.9

3.8

18.8

18.9

1.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40%

農・林・漁業

（家族従事者を含む）

自営業（商店経営等）

自由業（開業医・

弁護士・司法書士等）

常勤の勤め（会社員・公務員等）

パート・派遣・アルバイト等

学生

家事専業（主婦・主夫）

無職

その他

無回答
令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

稲城市内

24.8

26.5

稲城市外

73.5

70.8

無回答

1.7

2.7

令和６年度(n=412)

平成26年度(n=404)

単位:％

している

66.9

70.5

していないが事実上

の婚姻関係にある

0.8

0.7

していた（離婚・

離別・死別など）

10.8

9.9

していない

（未婚）

19.3

16.7

無回答

2.3

2.2

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％
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○既婚者、離婚・離別・死別者、未婚者の性・年代別の構成 

 

 

 

 

【女性】                              

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

（10）自身及び配偶者・パートナーの就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.2

29.9

16.9

5.4

18.9

0.4

3.4

16.0

22.7

33.6

4.4

18.9

1.1

3.2

0% 10% 20% 30% 40%

共働き（ともにフルタイム）

共働き（どちらか、または

ともにパートタイム）

夫（男性パートナー）だけ

仕事を持っている

妻（女性パートナー）だけ

仕事を持っている

夫婦とも無職

その他

無回答
令和６年度(n=445)

平成26年度(n=524)

29歳以下

0.0% 30歳代

0.0%

40歳代

8.7%

50歳代

21.7%

60歳代

34.8%

70歳以上

34.8%

無回答

0.0%

29歳以下

50.0%

30歳代

17.2%

40歳代

12.5%

50歳代

12.5%

60歳代

3.1%
70歳以上

4.7%
無回答

0.0%

未婚

n=64

29歳以下

0.0% 30歳代

4.2%
40歳代

6.3%

50歳代

20.8%

60歳代

8.3%

70歳以上

60.4%

無回答

0.0%

29歳以下

3.5%
30歳代

12.7%

40歳代

19.2%

50歳代

24.0%

60歳代

15.7%

70歳以上

24.9%

無回答

0.0%

既婚

n=229

離婚 
離別 
死別 
n=48 

29歳以下

29.5%

30歳代

21.3%

40歳代

21.3%

50歳代

18.0%

60歳代

4.9%

70歳以上

4.9%
無回答

0.0%

未婚

n=61

離婚 
離別 
死別 
n=23 

29歳以下

0.5% 30歳代

11.1%

40歳代

17.9%

50歳代

19.8%

60歳代

19.8%

70歳以上

30.9%

無回答

0.0%

既婚

n=207
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Ⅱ 調査結果の概要  
 

１ 男女平等意識について 

○《教育（学校教育・教育を受ける機会も含めて）》《社会活動（地域活動・ボランティア・

PTAなど）》《余暇生活（楽しむ機会や楽しみ方）》で男女の地位が平等という回答が４割か

ら５割強となっていますが、《政治（の場）》《社会通念、慣習、しきたりなど》をはじめ、

多くの分野では“男性優遇”（「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」の合計）が多数を占めています。《全体として》についても“男性優遇”

が 54.1％となっています。平成 26年度調査から今回調査にかけて、《職場》における“男

性優遇”の割合が減少するとともに、《家庭生活》《余暇生活（楽しむ機会や楽しみ方）》に

おける「平等になっている」の割合が増加しており、本市では男女平等の状態に近づきつ

つあることがうかがえます。【問 34】 

 

○学校における「男女平等」を推進する上で特に力を入れるべきこととして、「生活指導や進

路指導において、男女の別なく能力や個性を生かせるようにすること」（48.5％）、「学習や

指導の場で、男女平等・男女共同参画の意識を育てていくこと」（35.9％）、「男女平等・男

女共同参画の研修を通じて教師自身の意識を変えていくこと」（25.1％）が挙げられていま

す。【問 35】 

 

２ 働くことについて 

○現在仕事をしている人が感じている職場での男女差として、「昇進、昇給に差がある」「女

性の仕事は補助的業務や雑務が多い」（それぞれ 14.4％）、「賃金・昇給に差がある」（12.5％）

が挙げられています。なお、仕事をしている回答者全体の４割強は、特に男女の差を感じ

ていません。【問 36】 

 

〇現在、パート・派遣・アルバイト等で働いている人がその働き方を選んだ理由として、「自

分の都合の良い日や時間に働きたい」（55.2％）、「自宅の近くで働ける」（45.7％）、「勤務

時間・勤務日数が短い」（40.5％）が挙げられています。【問 37】 

 

○男女ともに働きやすい社会をつくるために重要なこととして、「既婚や子育て中の女性が働

きやすい職場環境を整備する」（47.9％）、「労働時間の短縮やフレックス制を導入する」

（36.2％）、「家事・育児・介護を配偶者（パートナー）や家族で協力して分担する」（34.8％）

が挙げられています。【問 38】 

 

○育児休業のことを知っている回答者が７割台半ば、介護休業のことを知っている回答者が

６割強となっています。育児休業・介護休業未利用者のうち１割前後が利用を希望してい
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るものの利用できないと回答しており、40歳代で多くなっています。利用できない理由と

しては、「職場で利用しにくい雰囲気がある」が３割強で多くなっています。【問 39】 

 

３ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

○「仕事」「家庭生活」「地域・個人生活」の優先度について、「「仕事」と「家庭生活」をとも

に優先」（25.2％）、「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」（21.3％）、

「「家庭生活」を優先」（20.2％）という意向がある一方で、実際には「「仕事」と「家庭生

活」をともに優先」（29.3％）、「「仕事」を優先」（23.3％）、「「家庭生活」を優先」（18.4％）

が多くを占めています。実際の生活について平成 26 年度調査で最も多かった「「仕事」を

優先」と、２番目に多かった「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の順位が今回調査で

入れ替わっており、依然として男性の３割弱が「「仕事」を優先」、女性の２割強が「「家庭

生活」を優先」としているほか、実際の生活と理想の生活が一致しているという回答は全

体の３割強にとどまっています。以前よりは状況の改善がみられるものの、市民のワーク・

ライフ・バランス実現は道半ばであると言えます。【問 40】 

 

４ 家庭生活について 

○結婚に対する考え方として、《男性も家事・育児・介護に積極的に参画した方がよい》《結

婚は個人の自由だから、人は結婚してもしなくてもどちらでもよい》《結婚しても必ずしも

子どもを持つ必要はない》《結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい》では“意

見に賛成”（「賛成」「どちらかといえば賛成」の合計）が“意見に反対”（「反対」「どちらか

といえば反対」の合計）を大幅に上回っており、特に《男性も家事・育児・介護に積極的に

参画した方がよい》では「賛成」がほぼ６割を占めています。《男性は外で働き、女性は家

庭を守るべきである》《女性は仕事をもつのはよいが、家事・育児・介護はきちんとすべき

である》《女性は経済的に自立する必要はない》では“意見に反対”が６割強から８割強を

占めており、“意見に賛成”を大幅に上回っています。既に大半の回答が“意見に賛成”に

集中していた《男性も家事・育児・介護に積極的に参画した方がよい》、“意見に反対”に集

中していた《女性は経済的に自立する必要はない》を除く各意見では、平成 26年度調査か

ら今回調査にかけて“意見に賛成”または“意見に反対”の割合が大幅に増加しており、市

民の間で結婚等に対する固定的な価値観にとらわれず、柔軟な考え方が定着していること

がわかります。【問 41】 

 

○平成 26年度調査から今回調査にかけて減少傾向が見られるものの、依然として家庭での家

事・子育て・介護などの大半を主に女性（妻、母親、祖母、娘など）が担っています。各項

目とも女性回答者の「主に女性（妻、母親、祖母、娘など）」の割合が男性回答者の割合を

上回っているほか、多くの項目で男性回答者の「女性・男性がほぼ同じように担っている」

が女性回答者の割合を上回っており、男女間で認識の違いがあることがわかります。【問 42】 
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○夫婦の名字については、「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改め

た方がよい」（32.2％）が「結婚前の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」

（28.3％）、「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を改める必要はない」（27.2％）

を上回っています。平成 26年度調査では「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を

改める必要はない」（52.9％）が半数以上を占めて最も多くなっていましたが、平成 26 年

度調査から今回調査にかけて市民の意識が変化していることが見受けられます。【問 43】 

 

５ 男女間の暴力（DV）や人権について 

○テレビ・映画・新聞・雑誌・インターネット（SNSなど）・オンラインゲームなどのメディ

アにおける性・暴力表現について「性・暴力表現を望まない人や子どもの目にも触れてし

まう」（51.8％）、「社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれる」（37.4％）、「児童に

対する暴力や性犯罪を助長する」（33.0％）といった懸念が挙げられています。【問 44】 

 

○回答者全体の４割強は職場や学校などで何らかのセクシュアル・ハラスメントを受けたり、

見たり聞いたことがあります。具体的には、「容姿や服装、年齢、身体的特徴について話題

にされた」（12.5％）、「結婚、子どもの有無など私生活に関わることについて必要以上に質

問されたり、話題にされた」「「男の子、女の子」「おじさん、おばさん」といった呼び方を

された」（それぞれ 7.1％）などが挙げられているほか、行為を受けたり見たり聞いたりし

たことがあるが、詳しく答えたくない（10.2％）という回答もみられます。【問 45】 

 

○配偶者やパートナーから何らかの暴力の被害を受けたことがあるのは、全体の 18.3％です。

具体的には、「乱暴な言葉遣いをされた」（7.8％）、「怒鳴り声をあげたり、物（家具など）

に当たったりして大きな音を立てた」（7.4％）、「人前で馬鹿にされたり、人格を否定する

ようなことを言われた」（6.4％）等の行為が挙げられています。【問 46】 

 

○暴力の被害を受けた人の相談先としては、「家族・親族」（25.8％）、「友人・知人」（21.7％）

が主に挙げられており、公的な機関を挙げる回答は少数にとどまっています。また、「誰に

も相談しなかった」が 54.2％と多数を占めています。相談しなかった理由としては、「相談

するほどのことではないと思った」（46.2％）、「相談しても無駄だと思った」（29.2％）、「自

分にも悪いところがあると思った」（27.7％）が挙げられています。【問 46-1、46-2】 

 

６ 社会参加・地域参加について 

○回答者が参加したことがあるグループやサークル、団体などの活動として、「自治会や町内

会、商店会などの地域活動」（33.1％）、「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA活動」「趣

味やスポーツなどの活動」（それぞれ 28.1％）などが挙げられている一方で、「参加してい
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ない」が全体の 36.5％と少なくありません。活動団体における男女差として、「男性の参加

が少ない」（15.6％）、「団体の長には男性が就き、女性は補助的役職に就く慣行がある」

（9.1％）、「女性が役職に就きたがらない」「女性の参加が少ない」（それぞれ 6.8％）が挙

げられています。【問 47、47-1】 

 

７ 男女共同参画の推進について 

○男女共同参画に関する言葉のうち、「ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に関す

る法律）」（76.7％）、「男女雇用機会均等法」「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性

別）」（それぞれ 74.6％）では回答者全体の４人に３人程度が見たり聞いたり、知っている

と回答しています。平成 26年度調査から今回調査にかけて「ジェンダー（社会的・文化的

に形成された性別）」が大幅に増加したほか、今回調査で新たに選択肢とした「LGBTQ」につ

いては 60.6％が見たり聞いたり、知っていると回答しており、若年者を中心にこうした言

葉に対する理解度が急速に高まっていることがわかります。【問 48】 

 

○男女があらゆる分野でもっと平等になるために重要なこととして、「「女だから」「男だから」

という偏見、固定的な社会通念や慣習・しきたりを改めること」（59.9％）、「男性が家事・

育児・介護に積極的に関わること」（57.4％）、「働きやすくなるように保育の施設・サービ

スや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実すること」（51.1％）が挙げられています。

【問 49】 

 

８ 男女共同参画を進める市の施策について 

○男女共同参画について市が行っている取組の認知度については、「男女平等推進フォーラム

いなぎ（旧・女と男のフォーラムいなぎ）」（16.0％）、「いなぎ女性の悩み相談」（11.9％）

で１割台となっています。【問 50】 

 

○男女共同参画社会の実現に向けて、市に特に力を入れてほしい施策として、「仕事と家庭生

活を両立できるような支援策として保育・介護などのサービスを充実する」（43.0％）、「学

校における男女平等・男女共同参画教育を推進する」（29.3％）、「ドメスティック・バイオ

レンス（DV）やセクシュアル・ハラスメントなどの暴力をなくすための取り組みをする」

（17.6％）が挙げられています。【問 51】 
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１ 男女平等意識について 

（１）男女の地位 

問 34．あなたは現在、次のような分野で男女の地位が平等になっていると思いますか。 

（ア～ケの各行ごとに、当てはまるものに○を１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

多くの分野で“男性優遇”（「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」の合計）が「平等になっている」を上回っており、（カ）《政治（の場）》、（ク）

《社会通念、慣習、しきたりなど》では“男性優遇”が６割強を占めています。（ケ）《全体と

して》についても“男性優遇”が 54.1％であり、「平等になっている」は 24.2％にとどまっ

ています。 

（ウ）《教育（学校教育・教育を受ける機会も含めて）》、（エ）《社会活動（地域活動・ボラ

ンティア・PTAなど）》、（オ）《余暇生活（楽しむ機会や楽しみ方）》では「平等になっている」

が４割から５割強であり“男性優遇”を上回っています。 

男性の方が

優遇されている

10.2

10.0

2.3

2.7

3.5

29.2

13.5

18.2

9.6

どちらかといえば

男性優遇

28.0

31.0

10.5

11.9

8.2

35.3

29.0

45.0

44.5

平等

36.3

25.8

53.8

40.0

51.5

14.0

27.8

14.7

24.2

どちらかといえば

女性優遇

4.7

3.8

2.4

5.9

11.1

1.1

2.0

2.4

2.9

女性の方が

優遇されている

2.6

2.0

0.5

1.2

2.6

0.8

2.0

1.1

1.4

わからない・

判断できない

15.7

21.4

25.1

33.4

18.7

16.0

21.4

14.7

14.3

無回答

2.6

5.9

5.5

4.9

4.4

3.8

4.3

3.8

3.2

家庭生活

職場

教育

社会活動

余暇生活

政治（の場）

法律や制度上

社会通念、慣習、しきたりなど

全体として

n=658

単位:％

（ア） 

（イ） 

（ウ） 

（エ） 

（オ） 

（カ） 

（キ） 

（ク） 

（ケ） 

“男性優遇” “女性優遇” 
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このほか、（ア）《家庭生活》では“男性優遇”と「平等になっている」がいずれも４割弱で

あり、両者の差が小さくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○経年比較 

平成 26年度調査から今回調査にかけて、（イ）《職場》の“男性優遇”が９ポイント減少し

ているのに対し、（ア）《家庭生活》、（オ）《余暇生活（楽しむ機会や楽しみ方）》の「平等にな

っている」がいずれも５ポイント増加しています。 

 

男性の方が

優遇されている

10.2

8.0

10.0

14.9

2.3

1.4

2.7

1.1

3.5

2.0

29.2

35.3

13.5

14.4

18.2

23.4

9.6

10.3

どちらかといえば

男性優遇

28.0

32.2

31.0

36.0

10.5

8.0

11.9

10.9

8.2

9.8

35.3

33.3

29.0

27.3

45.0

42.4

44.5

46.5

平等

36.3

30.7

25.8

20.9

53.8

58.3

40.0

44.3

51.5

46.2

14.0

12.5

27.8

29.1

14.7

13.7

24.2

22.8

どちらかといえば

女性優遇

4.7

6.4

3.8

2.2

2.4

2.3

5.9

9.2

11.1

16.6

1.1

0.8

2.0

3.3

2.4

1.5

2.9

1.8

女性の方が

優遇されている

2.6

2.4

2.0

1.2

0.5

0.4

1.2

1.5

2.6

6.0

0.8

0.3

2.0

1.6

1.1

0.8

1.4

0.5

わからない・

判断できない

15.7

15.1

21.4

18.1

25.1

23.5

33.4

27.3

18.7

14.1

16.0

12.2

21.4

18.6

14.7

12.9

14.3

13.2

無回答

2.6

5.2

5.9

6.7

5.5

6.1

4.9

5.7

4.4

5.3

3.8

5.6

4.3

5.7

3.8

5.3

3.2

4.9

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

単位:％

（ア）家庭生活

（キ）法律や制度上

（カ）政治（の場）

（オ）余暇生活

（エ）社会活動

（ウ）教育

（イ）職場

（ケ）全体として

（ク）社会通念、

慣習、しきたり

など

“男性優遇” “女性優遇” 
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（ア）家庭生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性では“男性優遇”が 46.0％であり、「平等になっている」（28.3％）を上回っています。

一方、男性では「平等になっている」が 45.9％で“男性優遇”（29.2％）を上回っており、男

女で意識の違いがあることがわかります。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下から 50歳代までの各年代とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回ってお

り、特に 40歳代では“男性優遇”が 54.9％と多くなっています。一方、60歳代と 70歳以上

では、「平等になっている」が“男性優遇”を上回っています。 

  

男性の方が

優遇されている

10.2

14.0

5.4

8.5

3.8

17.1

14.0

7.4

8.2

どちらかといえば

男性優遇

28.0

32.0

23.8

28.8

28.2

37.8

22.1

26.3

28.1

平等

36.3

28.3

45.9

30.5

30.8

31.5

34.6

46.3

39.8

どちらかといえば

女性優遇

4.7

4.6

5.1

1.7

6.4

1.8

5.9

5.3

5.8

女性の方が

優遇されている

2.6

1.1

4.4

0.0

3.8

1.8

4.4

2.1

2.3

わからない・

判断できない

15.7

16.9

13.6

30.5

25.6

9.9

16.9

11.6

9.4

無回答

2.6

3.1

1.7

0.0

1.3

0.0

2.2

1.1

6.4

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

向陽台では“男性優遇”が 50.7％、平尾では 45.9％であり、いずれも市全体の“男性優遇”

を７ポイント以上上回っています。一方、東長沼・百村・押立・若葉台では、「平等になって

いる」が“男性優遇”を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○結婚の状況別の傾向 

結婚している女性では、“男性優遇”が 52.0％であり、結婚していた（離婚・離別・死別な

ど）女性、結婚していない（未婚）女性の割合を 16ポイント以上上回っています。  

男性の方が

優遇されている

10.2

12.1

11.6

9.6

12.2

4.8

13.5

6.7

13.4

4.3

4.7

どちらかといえば

男性優遇

28.0

28.6

25.3

23.3

17.1

33.3

32.4

20.0

37.3

34.8

29.4

平等

36.3

33.6

37.9

28.8

48.8

42.9

35.1

33.3

28.4

39.1

45.9

どちらかといえば

女性優遇

4.7

2.9

6.3

6.8

2.4

4.8

0.0

10.0

6.0

4.3

7.1

女性の方が

優遇されている

2.6

3.6

2.1

5.5

2.4

4.8

1.4

3.3

1.5

0.0

1.2

わからない・

判断できない

15.7

17.9

14.7

21.9

9.8

4.8

14.9

23.3

11.9

17.4

10.6

無回答

2.6

1.4

2.1

4.1

7.3

4.8

2.7

3.3

1.5

0.0

1.2

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％
“男性優遇” “女性優遇” 

男性の方が

優遇されている

10.2

14.0

17.9

0.0

4.2

9.4

5.4

5.8

0.0

0.0

6.6

どちらかといえば

男性優遇

28.0

32.0

34.1

33.3

31.3

25.0

23.8

23.7

0.0

21.7

24.6

平等

36.3

28.3

31.9

66.7

14.6

25.0

45.9

54.1

50.0

39.1

21.3

どちらかといえば

女性優遇

4.7

4.6

3.9

0.0

8.3

1.6

5.1

5.8

0.0

8.7

1.6

女性の方が

優遇されている

2.6

1.1

0.9

0.0

4.2

0.0

4.4

2.9

50.0

8.7

6.6

わからない・

判断できない

15.7

16.9

9.6

0.0

29.2

35.9

13.6

5.8

0.0

21.7

37.7

無回答

2.6

3.1

1.7

0.0

8.3

3.1

1.7

1.9

0.0

0.0

1.6

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（ともにフルタイム）の女性、共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女

性では、“男性優遇”が５割台半ばから６割弱となっています。一方、夫だけ仕事を持ってい

る男性では、「平等になっている」が 68.4％となっています。 

 

  

男性の方が

優遇されている

12.1

17.7

18.3

25.4

11.4

0.0

16.7

5.7

4.9

7.1

5.3

0.0

5.6

どちらかといえば

男性優遇

29.2

34.1

39.4

30.2

34.3

33.3

31.3

23.4

24.4

25.7

18.4

26.7

19.4

平等

42.5

32.3

26.8

27.0

42.9

44.4

35.4

54.1

46.3

50.0

68.4

66.7

55.6

どちらかといえば

女性優遇

4.7

3.9

2.8

4.8

2.9

0.0

4.2

5.7

9.8

5.7

2.6

0.0

5.6

女性の方が

優遇されている

2.0

0.9

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

5.7

5.3

0.0

0.0

わからない・

判断できない

7.6

9.5

8.5

11.1

5.7

22.2

10.4

5.7

14.6

5.7

0.0

0.0

5.6

無回答

1.8

1.7

1.4

1.6

2.9

0.0

2.1

1.9

0.0

0.0

0.0

6.7

8.3

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
“男性優遇” “女性優遇” 
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（イ）職場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回っています。女性の“男性優遇”は

43.5％であり、男性の割合を５ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回っており、特に 40歳代では“男性

優遇”が 49.5％と多くなっています。 

 

 

  

男性の方が

優遇されている

10.0

12.6

6.8

5.1

6.4

14.4

11.0

12.6

8.8

どちらかといえば

男性優遇

31.0

30.9

31.0

37.3

34.6

35.1

30.1

28.4

26.9

平等

25.8

24.9

27.6

23.7

30.8

29.7

30.9

32.6

14.6

どちらかといえば

女性優遇

3.8

2.6

5.4

5.1

2.6

4.5

8.8

2.1

0.6

女性の方が

優遇されている

2.0

0.6

3.7

0.0

6.4

3.6

2.9

0.0

0.0

わからない・

判断できない

21.4

22.3

20.7

28.8

17.9

12.6

13.2

20.0

33.3

無回答

5.9

6.3

4.8

0.0

1.3

0.0

2.9

4.2

15.8

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

向陽台では“男性優遇”が 53.7％であり、他の地区を８ポイント以上上回っています。一

方、百村では「平等になっている」36.6％であり、“男性優遇”を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性では、“男性優遇”が 51.5％、常勤の勤めの男性では“男性優遇”が 43.4％

となっています。 

男性の方が

優遇されている

10.0

13.6

10.5

8.2

4.9

4.8

12.2

6.7

14.9

13.0

4.7

どちらかといえば

男性優遇

31.0

31.4

25.3

37.0

24.4

28.6

29.7

33.3

38.8

17.4

34.1

平等

25.8

22.9

24.2

27.4

36.6

28.6

21.6

26.7

20.9

34.8

31.8

どちらかといえば

女性優遇

3.8

2.1

6.3

4.1

9.8

0.0

4.1

3.3

0.0

4.3

4.7

女性の方が

優遇されている

2.0

2.1

2.1

2.7

2.4

4.8

1.4

0.0

1.5

0.0

2.4

わからない・

判断できない

21.4

22.9

27.4

15.1

12.2

28.6

23.0

23.3

20.9

30.4

15.3

無回答

5.9

5.0

4.2

5.5

9.8

4.8

8.1

6.7

3.0

0.0

7.1

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 

男性の方が

優遇されている

10.0

12.6

14.3

9.1

12.8

14.9

6.8

2.3

10.5

0.0

4.6

どちらかといえば

男性優遇

31.0

30.9

23.8

42.4

34.0

20.9

31.0

34.1

32.9

26.3

27.6

平等

25.8

24.9

9.5

32.3

35.1

14.9

27.6

29.5

35.7

36.8

11.5

どちらかといえば

女性優遇

3.8

2.6

4.8

3.0

4.3

0.7

5.4

0.0

9.1

10.5

1.1

女性の方が

優遇されている

2.0

0.6

0.0

2.0

0.0

0.0

3.7

2.3

3.5

10.5

3.4

わからない・

判断できない

21.4

22.3

38.1

9.1

10.6

38.1

20.7

27.3

7.7

15.8

40.2

無回答

5.9

6.3

9.5

2.0

3.2

10.4

4.8

4.5

0.7

0.0

11.5

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（ともにフルタイム）の女性、共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女

性では、“男性優遇”が５割前後となっています。一方、夫だけが仕事を持っている男性では、

「平等になっている」が “男性優遇”を上回っています。 

 

  

男性の方が

優遇されている

11.5

15.1

15.5

12.7

17.1

11.1

16.7

7.2

9.8

10.0

2.6

6.7

5.6

どちらかといえば

男性優遇

30.8

29.7

35.2

34.9

20.0

55.6

18.8

31.1

29.3

32.9

31.6

40.0

22.2

平等

27.4

26.3

32.4

34.9

11.4

22.2

16.7

29.2

34.1

38.6

36.8

13.3

11.1

どちらかといえば

女性優遇

4.5

3.4

4.2

6.3

2.9

0.0

0.0

5.7

9.8

5.7

7.9

0.0

0.0

女性の方が

優遇されている

1.6

0.9

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

4.9

2.9

0.0

0.0

0.0

わからない・

判断できない

18.7

19.0

5.6

9.5

42.9

11.1

33.3

18.7

12.2

8.6

18.4

33.3

44.4

無回答

5.6

5.6

4.2

1.6

5.7

0.0

14.6

5.7

0.0

1.4

2.6

6.7

16.7

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
“男性優遇” “女性優遇” 
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（ウ）教育（学校教育・教育を受ける機会も含めて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも「平等になっている」が“男性優遇”を上回っており、傾向に大きな違いはありま

せん。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも「平等になっている」が“男性優遇”を上回っており、29歳以下から 40歳代ま

での各年代では「平等になっている」が６割台となっています。 

 

 

  

男性の方が

優遇されている

2.3

2.6

1.7

0.0

0.0

1.8

4.4

3.2

2.3

どちらかといえば

男性優遇

10.5

10.0

11.2

10.2

6.4

17.1

8.8

7.4

11.1

平等

53.8

53.1

55.8

66.1

66.7

61.3

52.2

56.8

39.8

どちらかといえば

女性優遇

2.4

1.7

3.4

11.9

1.3

0.9

2.2

2.1

1.2

女性の方が

優遇されている

0.5

0.0

1.0

0.0

0.0

0.9

1.5

0.0

0.0

わからない・

判断できない

25.1

26.3

23.1

11.9

24.4

17.1

27.2

28.4

31.6

無回答

5.5

6.3

3.7

0.0

1.3

0.9

3.7

2.1

14.0

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

各地区とも「平等になっている」が“男性優遇”を大幅に上回っています。 

  

男性の方が

優遇されている

2.3

4.3

3.2

1.4

0.0

0.0

2.7

0.0

3.0

4.3

0.0

どちらかといえば

男性優遇

10.5

7.9

11.6

9.6

12.2

0.0

13.5

13.3

14.9

13.0

8.2

平等

53.8

57.9

52.6

49.3

56.1

71.4

51.4

50.0

52.2

47.8

56.5

どちらかといえば

女性優遇

2.4

2.9

1.1

4.1

2.4

0.0

0.0

6.7

1.5

4.3

3.5

女性の方が

優遇されている

0.5

0.0

0.0

1.4

0.0

4.8

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

わからない・

判断できない

25.1

23.6

26.3

28.8

17.1

19.0

27.0

23.3

23.9

30.4

25.9

無回答

5.5

3.6

5.3

5.5

12.2

4.8

5.4

6.7

3.0

0.0

5.9

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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（エ）社会活動（地域活動・ボランティア・PTAなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも「平等になっている」が“男性優遇”を上回っており、傾向に大きな違いはありま

せん。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも「平等になっている」が“男性優遇”を上回っています。40歳代では“男性優

遇”が 23.4％であり、他の年代を７ポイント以上上回っています。 

 

  

男性の方が

優遇されている

2.7

3.4

1.7

0.0

1.3

3.6

3.7

4.2

2.3

どちらかといえば

男性優遇

11.9

11.7

11.2

3.4

11.5

19.8

12.5

8.4

10.5

平等

40.0

39.1

42.2

47.5

43.6

42.3

39.0

49.5

30.4

どちらかといえば

女性優遇

5.9

6.0

6.1

13.6

6.4

3.6

4.4

7.4

5.3

女性の方が

優遇されている

1.2

0.3

2.4

0.0

1.3

1.8

2.2

1.1

0.6

わからない・

判断できない

33.4

34.0

32.3

35.6

34.6

28.8

34.6

27.4

37.4

無回答

4.9

5.4

4.1

0.0

1.3

0.0

3.7

2.1

13.5

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

各地区とも「平等になっている」が“男性優遇”を上回っており、百村・押立では「平等に

なっている」が５割台です。平尾では“男性優遇”が 21.7％であり、市全体の割合を７ポイ

ント上回っています。 

  

男性の方が

優遇されている

2.7

5.7

3.2

1.4

0.0

0.0

4.1

0.0

1.5

4.3

1.2

どちらかといえば

男性優遇

11.9

12.1

11.6

8.2

9.8

23.8

17.6

6.7

6.0

8.7

14.1

平等

40.0

42.1

29.5

34.2

56.1

38.1

40.5

50.0

35.8

39.1

45.9

どちらかといえば

女性優遇

5.9

5.0

6.3

6.8

2.4

9.5

4.1

6.7

11.9

4.3

4.7

女性の方が

優遇されている

1.2

1.4

0.0

2.7

0.0

4.8

0.0

3.3

0.0

0.0

2.4

わからない・

判断できない

33.4

27.9

46.3

39.7

22.0

19.0

29.7

26.7

43.3

43.5

27.1

無回答

4.9

5.7

3.2

6.8

9.8

4.8

4.1

6.7

1.5

0.0

4.7

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％
“男性優遇” “女性優遇” 



第３章 調査結果 
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（オ）余暇生活（楽しむ機会や楽しみ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも「平等になっている」が“男性優遇”を上回っており、傾向に大きな違いはありま

せん。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも「平等になっている」が“男性優遇”を上回っています。30歳代では「平等に

なっている」が 61.5％であり、他の年代を７ポイント以上上回っています。 

 

  

男性の方が

優遇されている

3.5

4.6

1.7

5.1

0.0

4.5

4.4

3.2

2.9

どちらかといえば

男性優遇

8.2

7.7

8.5

10.2

7.7

13.5

8.1

6.3

5.3

平等

51.5

52.6

50.7

54.2

61.5

52.3

52.9

51.6

44.4

どちらかといえば

女性優遇

11.1

10.3

12.2

10.2

6.4

13.5

11.0

15.8

9.9

女性の方が

優遇

2.6

2.3

3.1

0.0

1.3

1.8

3.7

4.2

2.9

わからない・

判断できない

18.7

17.4

20.4

20.3

21.8

14.4

17.6

16.8

21.6

無回答

4.4

5.1

3.4

0.0

1.3

0.0

2.2

2.1

12.9

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

各地区とも「平等になっている」が“男性優遇”を大幅に上回っており、若葉台では「平等

になっている」が 68.2％です。平尾では“男性優遇”が 19.0％であり、市全体の割合を７ポ

イント上回っています。 

 

  

男性の方が

優遇されている

3.5

5.7

3.2

1.4

2.4

4.8

6.8

0.0

4.5

0.0

0.0

どちらかといえば

男性優遇

8.2

10.0

6.3

8.2

7.3

9.5

12.2

13.3

7.5

0.0

4.7

平等

51.5

47.1

53.7

49.3

56.1

52.4

45.9

43.3

46.3

47.8

68.2

どちらかといえば

女性優遇

11.1

12.1

8.4

5.5

12.2

4.8

13.5

10.0

16.4

17.4

11.8

女性の方が

優遇

2.6

2.9

2.1

6.8

2.4

4.8

0.0

6.7

0.0

4.3

1.2

わからない・

判断できない

18.7

18.6

24.2

20.5

14.6

19.0

16.2

20.0

22.4

30.4

9.4

無回答

4.4

3.6

2.1

8.2

4.9

4.8

5.4

6.7

3.0

0.0

4.7

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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（カ）政治（の場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも“男性優遇” が「平等になっている」を上回っています。女性の“男性優遇”は

70.9％であり、男性の割合を 14ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回っており、29歳以下と 40歳代では

“男性優遇”が７割強となっています。 

 

  

男性の方が

優遇されている

29.2

32.9

24.1

42.4

29.5

30.6

30.1

35.8

19.9

どちらかといえば

男性優遇

35.3

38.0

32.7

28.8

33.3

41.4

35.3

32.6

35.7

平等

14.0

10.0

19.0

11.9

15.4

11.7

14.0

13.7

15.8

どちらかといえば

女性優遇

1.1

0.3

2.0

1.7

2.6

0.9

0.0

3.2

0.0

女性の方が

優遇されている

0.8

0.3

1.4

0.0

0.0

0.9

2.2

1.1

0.0

わからない・

判断できない

16.0

14.0

18.0

15.3

17.9

14.4

16.2

12.6

17.5

無回答

3.8

4.6

2.7

0.0

1.3

0.0

2.2

1.1

11.1

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

押立と向陽台では“男性優遇”が７割台であり、市全体の割合を５ポイント以上上回って

います。 

  

男性の方が

優遇されている

29.2

30.7

30.5

24.7

29.3

14.3

25.7

30.0

41.8

30.4

25.9

どちらかといえば

男性優遇

35.3

32.9

34.7

37.0

31.7

33.3

35.1

40.0

32.8

30.4

42.4

平等

14.0

15.0

13.7

13.7

17.1

4.8

16.2

13.3

9.0

17.4

15.3

どちらかといえば

女性優遇

1.1

0.7

1.1

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

1.5

4.3

2.4

女性の方が

優遇されている

0.8

0.7

0.0

1.4

0.0

4.8

1.4

0.0

1.5

0.0

0.0

わからない・

判断できない

16.0

16.4

17.9

17.8

14.6

38.1

17.6

10.0

10.4

17.4

10.6

無回答

3.8

3.6

2.1

5.5

4.9

4.8

4.1

6.7

3.0

0.0

3.5

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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（キ）法律や制度上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性は“男性優遇”が 49.7％であり、「平等になっている」（22.9％）を上回っています。

一方、男性では「平等になっている」が 34.4％で“男性優遇”（34.4％）を上回っており、男

女で意識の違いがあることがわかります。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回っています。30歳代では“男性優

遇”が 33.4％、「平等になっている」が 30.8％であり、両者の差が小さくなっています。 

  

男性の方が

優遇されている

13.5

17.1

8.2

13.6

10.3

20.7

16.9

14.7

7.0

どちらかといえば

男性優遇

29.0

32.6

25.2

27.1

23.1

26.1

32.4

27.4

32.2

平等

27.8

22.9

34.4

32.2

30.8

28.8

23.5

32.6

25.1

どちらかといえば

女性優遇

2.0

0.0

4.4

1.7

5.1

1.8

1.5

3.2

0.6

女性の方が

優遇されている

2.0

0.0

4.4

1.7

2.6

3.6

4.4

0.0

0.0

わからない・

判断できない

21.4

22.0

20.7

23.7

26.9

18.9

18.4

20.0

23.4

無回答

4.3

5.4

2.7

0.0

1.3

0.0

2.9

2.1

11.7

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

向陽台では“男性優遇”が 52.2％であり、市全体の割合を９ポイント上回っています。一

方、若葉台では「平等になっている」が 35.3％であり、市全体の割合を７ポイント上回って

います。 

  

男性の方が

優遇されている

13.5

16.4

12.6

9.6

9.8

4.8

14.9

20.0

16.4

13.0

11.8

どちらかといえば

男性優遇

29.0

29.3

26.3

35.6

24.4

42.9

21.6

20.0

35.8

30.4

27.1

平等

27.8

25.0

30.5

24.7

26.8

14.3

31.1

26.7

23.9

34.8

35.3

どちらかといえば

女性優遇

2.0

0.7

2.1

0.0

2.4

0.0

1.4

3.3

4.5

0.0

4.7

女性の方が

優遇されている

2.0

3.6

0.0

4.1

0.0

4.8

2.7

3.3

0.0

0.0

1.2

わからない・

判断できない

21.4

22.1

26.3

19.2

29.3

28.6

24.3

20.0

16.4

21.7

14.1

無回答

4.3

2.9

2.1

6.8

7.3

4.8

4.1

6.7

3.0

0.0

5.9

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％
“男性優遇” “女性優遇” 
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（ク）社会通念、慣習、しきたりなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回っています。女性の“男性優遇”は

69.2％であり、男性の割合を 13ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回っており、60歳代では“男性優遇”

が 71.6％となっています。 

 

  

男性の方が

優遇されている

18.2

20.3

14.6

18.6

12.8

19.8

24.3

17.9

15.2

どちらかといえば

男性優遇

45.0

48.9

41.2

44.1

44.9

45.9

42.6

53.7

41.5

平等

14.7

10.9

19.7

16.9

16.7

14.4

12.5

12.6

16.4

どちらかといえば

女性優遇

2.4

1.1

4.1

3.4

2.6

2.7

2.9

3.2

1.2

女性の方が

優遇されている

1.1

0.3

2.0

0.0

3.8

1.8

0.7

0.0

0.6

わからない・

判断できない

14.7

13.7

16.0

16.9

17.9

15.3

14.0

10.5

15.2

無回答

3.8

4.9

2.4

0.0

1.3

0.0

2.9

2.1

9.9

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

向陽台では“男性優遇”が 73.1％であり、市全体の割合を９ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○結婚の状況別の傾向 

結婚していた（離婚・離別・死別など）女性では、“男性優遇”が 60.5％にとどまっており、

結婚している女性、結婚していない（未婚）女性の割合を８ポイント下回っています。 

男性の方が

優遇されている

18.2

20.0

21.1

13.7

17.1

4.8

24.3

23.3

20.9

13.0

12.9

どちらかといえば

男性優遇

45.0

42.1

40.0

47.9

36.6

47.6

35.1

43.3

52.2

52.2

56.5

平等

14.7

13.6

17.9

11.0

17.1

19.0

17.6

6.7

11.9

13.0

17.6

どちらかといえば

女性優遇

2.4

2.9

2.1

2.7

7.3

0.0

0.0

3.3

1.5

4.3

2.4

女性の方が

優遇されている

1.1

2.1

0.0

1.4

0.0

0.0

1.4

3.3

0.0

0.0

1.2

わからない・

判断できない

14.7

16.4

16.8

17.8

12.2

23.8

17.6

13.3

11.9

17.4

5.9

無回答

3.8

2.9

2.1

5.5

9.8

4.8

4.1

6.7

1.5

0.0

3.5

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 

男性の方が

優遇されている

18.2

20.3

14.6

0.0

18.8

23.4

14.6

13.5

0.0

17.4

18.0

どちらかといえば

男性優遇

45.0

48.9

41.2

100.0

41.7

45.3

41.2

47.3

0.0

34.8

23.0

平等

14.7

10.9

19.7

0.0

18.8

12.5

19.7

20.3

50.0

26.1

14.8

どちらかといえば

女性優遇

2.4

1.1

4.1

0.0

0.0

0.0

4.1

2.9

0.0

8.7

6.6

女性の方が

優遇されている

1.1

0.3

2.0

0.0

0.0

0.0

2.0

1.0

0.0

0.0

6.6

わからない・

判断できない

14.7

13.7

16.0

0.0

12.5

15.6

16.0

12.6

0.0

13.0

29.5

無回答

3.8

4.9

2.4

0.0

8.3

3.1

2.4

2.4

50.0

0.0

1.6

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％
“男性優遇” “女性優遇” 
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○就労状況別の傾向 

パート・派遣・アルバイト等の女性では、“男性優遇”が 75.5％であり、女性全体の割合を

６ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性の方が

優遇されている

18.2

20.3

28.6

13.1

25.5

20.1

14.6

15.9

17.5

10.5

10.3

どちらかといえば

男性優遇

45.0

48.9

47.6

60.6

50.0

40.3

41.2

38.6

42.0

31.6

43.7

平等

14.7

10.9

4.8

12.1

8.5

12.7

19.7

15.9

21.7

26.3

17.2

どちらかといえば

女性優遇

2.4

1.1

0.0

1.0

2.1

0.7

4.1

6.8

3.5

10.5

2.3

女性の方が

優遇されている

1.1

0.3

0.0

0.0

0.0

0.7

2.0

2.3

1.4

5.3

2.3

わからない・

判断できない

14.7

13.7

19.0

11.1

10.6

17.2

16.0

18.2

14.0

15.8

18.4

無回答

3.8

4.9

0.0

2.0

3.2

8.2

2.4

2.3

0.0

0.0

5.7

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％
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（ケ）全体として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回っています。女性の“男性優遇”は

60.8％であり、男性の割合を 14 ポイント上回っています。男性の「平等になっている」は

32.3％であり、女性の割合を 14ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも“男性優遇”が「平等になっている」を上回っており、40歳代から 60歳代まで

では“男性優遇”が６割から６割強となっています。 

  

男性の方が

優遇されている

9.6

11.7

6.1

11.9

3.8

9.9

10.3

10.5

9.9

どちらかといえば

男性優遇

44.5

49.1

39.8

35.6

42.3

51.4

51.5

49.5

36.8

平等

24.2

17.4

32.3

35.6

28.2

20.7

19.1

25.3

23.4

どちらかといえば

女性優遇

2.9

1.7

4.4

3.4

7.7

3.6

1.5

3.2

1.2

女性の方が

優遇されている

1.4

0.3

2.7

0.0

1.3

1.8

2.9

1.1

0.6

わからない・

判断できない

14.3

16.0

12.2

13.6

15.4

12.6

11.8

9.5

19.9

無回答

3.2

3.7

2.4

0.0

1.3

0.0

2.9

1.1

8.2

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○地区別の傾向 

向陽台では“男性優遇”が 64.2％であり、市全体の割合を 10ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○結婚の状況別の傾向 

結婚している女性では、“男性優遇”が 64.6％であり、結婚していた（離婚・離別・死別な

ど）女性、結婚していない（未婚）女性の割合を８ポイント以上上回っています。 

  

男性の方が

優遇されている

9.6

12.1

8.4

6.8

9.8

0.0

12.2

13.3

14.9

13.0

2.4

どちらかといえば

男性優遇

44.5

42.9

46.3

46.6

36.6

33.3

36.5

40.0

49.3

43.5

56.5

平等

24.2

24.3

26.3

17.8

26.8

33.3

24.3

16.7

20.9

26.1

27.1

どちらかといえば

女性優遇

2.9

2.1

2.1

2.7

4.9

0.0

2.7

6.7

1.5

0.0

5.9

女性の方が

優遇されている

1.4

2.9

0.0

2.7

2.4

4.8

0.0

3.3

0.0

0.0

0.0

わからない・

判断できない

14.3

13.6

14.7

16.4

12.2

23.8

20.3

16.7

11.9

17.4

7.1

無回答

3.2

2.1

2.1

6.8

7.3

4.8

4.1

3.3

1.5

0.0

1.2

全体(n=658)  

矢野口(n=140)

東長沼(n=95) 

大丸(n=73)

百村(n=41)

坂浜(n=21)

平尾(n=74)

押立(n=30)

向陽台(n=67) 

長峰(n=23)

若葉台(n=85) 

単位:％
“男性優遇” “女性優遇” 

男性の方が

優遇されている

9.6

11.7

11.8

0.0

10.4

14.1

6.1

6.3

0.0

8.7

4.9

どちらかといえば

男性優遇

44.5

49.1

52.8

33.3

43.8

42.2

39.8

43.5

0.0

34.8

29.5

平等

24.2

17.4

15.7

66.7

16.7

21.9

32.3

33.3

0.0

34.8

29.5

どちらかといえば

女性優遇

2.9

1.7

2.2

0.0

2.1

0.0

4.4

2.9

0.0

0.0

11.5

女性の方が

優遇されている

1.4

0.3

0.4

0.0

0.0

0.0

2.7

1.0

0.0

13.0

4.9

わからない・

判断できない

14.3

16.0

14.4

0.0

18.8

20.3

12.2

10.6

50.0

8.7

18.0

無回答

3.2

3.7

2.6

0.0

8.3

1.6

2.4

2.4

50.0

0.0

1.6

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％

“男性優遇” “女性優遇” 
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女性では、“男性優遇”が 76.2％となっ

ています。一方、夫だけ仕事を持っている男性では、「平等になっている」が 47.4％で“男性

優遇”を上回っています。 

 

 

 

  

男性の方が

優遇されている

9.4

11.6

9.9

14.3

2.9

0.0

20.8

6.2

4.9

10.0

2.6

0.0

8.3

どちらかといえば

男性優遇

47.9

52.6

56.3

61.9

57.1

44.4

33.3

43.1

41.5

44.3

39.5

60.0

36.1

平等

24.0

16.4

22.5

9.5

17.1

44.4

12.5

33.0

29.3

32.9

47.4

20.0

30.6

どちらかといえば

女性優遇

2.5

2.2

2.8

0.0

5.7

0.0

2.1

2.9

4.9

4.3

0.0

0.0

0.0

女性の方が

優遇されている

0.7

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0

わからない・

判断できない

12.8

14.2

7.0

12.7

14.3

11.1

25.0

11.0

19.5

5.7

7.9

13.3

16.7

無回答

2.7

2.6

1.4

1.6

2.9

0.0

6.3

2.9

0.0

0.0

2.6

6.7

8.3

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
“男性優遇” “女性優遇” 
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▼ 全国調査との比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国調査は「わからない・判断できない」なし。 

※選択肢の表現はそれぞれの調査で一部異なる。 

 

 各項目とも今回調査の“男性優遇”の割合が全国調査を下回っており、特に『社会活

動』ではその差が 33ポイントとなっています。また、『政治（の場）』については、今回

調査の「男性の方が優遇されている」が全国調査を 17ポイント下回っています。 

『職場』『教育』『社会活動』『法律や制度上』では、今回調査の「平等になっている」の割

合が全国調査を下回っており、その差は『教育』で 14 ポイントとなっています。一方、『全

体として』では今回調査の「平等になっている」が全国調査を９ポイント上回っており、全国

と比べると本市は男女の地位が平等であるという意識がやや強い傾向が見られます。 

男性の方が

優遇されている

10.2

9.0

10.0

16.0

2.3

3.0

2.7

10.2

29.2

46.4

13.5

11.7

18.2

24.1

9.6

14.0

どちらかといえば男性

の方が優遇されている

28.0

50.8

31.0

48.1

10.5

21.5

11.9

37.6

35.3

41.5

29.0

40.6

45.0

57.8

44.5

64.7

平等に

なっている

36.3

31.7

25.8

26.4

53.8

68.1

40.0

40.2

14.0

9.6

27.8

37.0

14.7

12.9

24.2

14.7

どちらかといえば女性

の方が優遇されている

4.7

7.0

3.8

6.5

2.4

4.7

5.9

8.8

1.1

1.4

2.0

8.3

2.4

3.1

2.9

4.2

女性の方が

優遇されている

2.6

1.0

2.0

1.2

0.5

0.6

1.2

1.1

0.8

0.3

2.0

1.4

1.1

0.3

1.4

0.6

わからない・

判断できない

15.7

21.4

25.1

33.4

16.0

21.4

14.7

14.3

無回答

2.6

0.6

5.9

1.8

5.5

2.1

4.9

2.1

3.8

0.8

4.3

1.1

3.8

1.9

3.2

1.7

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

単位:％

家庭生活 

職場 

教育 

社会活動 

政治（の場） 

法律や制度上 

社会通念、 
慣習、しきたり 
など 

全体として 

“女性優遇” “男性優遇” 
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（２）学校における「男女平等」の推進 

問 35．あなたが学校における「男女平等」を推進する上で、特に力を入れてほしいと

思うことは何ですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力や個性を生かせるようにすること」が

48.5％で最も多く、「学習や指導の場で、男女平等・男女共同参画の意識を育てていくこと」

（35.9％）、「男女平等・男女共同参画の研修を通じて教師自身の意識を変えていくこと」

（25.1％）、「学校生活の中で、児童・生徒の男女による役割分担をなくすこと」（23.7％）が

続きます。 

 

○経年比較 

平成 26年度調査結果と比較して傾向に大きな違いはありません。 

48.5

35.9

25.1

23.7

18.8

9.1

8.2

4.3

8.2

12.5

3.2

46.3

31.3

21.5

19.4

14.3

10.6

5.8

3.8

11.0

12.1

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生活指導や進路指導において、男女の

別なく能力や個性を生かせるようにすること

学習や指導の場で、男女平等・男女共同

参画の意識を育てていくこと

男女平等・男女共同参画の研修を通じて

教師自身の意識を変えていくこと

学校生活の中で、児童・生徒の男女による

役割分担をなくすこと

校長・副校長などに女性を積極的に

登用すること

ＰＴＡなどを通じ、男女平等・男女共同

参画への理解と協力を深めること

出席簿や座席などを男女で分ける習慣を

なくすこと

その他

特にない

わからない

無回答 令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

(複数回答)
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○男女別の傾向 

男女とも「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力や個性を生かせるようにする

こと」が最も多く、「学習や指導の場で、男女平等・男女共同参画の意識を育てていくこと」

が続きます。女性の「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力や個性を生かせるよ

うにすること」は 51.4％であり、男性の割合を６ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力や個性を生かせるようにす

ること」が最も多く、「学習や指導の場で、男女平等・男女共同参画の意識を育てていくこと」

が続きます。 

29歳以下では「校長・副校長などに女性を積極的に登用すること」が 28.8％であり、他の

年代を７ポイント以上上回っています。また、30歳代では「学校生活の中で、児童・生徒の

男女による役割分担をなくすこと」が 32.1％で他の年代を５ポイント以上上回っています。 

 

 

 
  

全
体

出
席
簿
や
座
席
な
ど
を
男
女
で
分
け
る
習

慣
を
な
く
す
こ
と

学
校
生
活
の
中
で
、

児
童
・
生
徒
の
男
女

に
よ
る
役
割
分
担
を
な
く
す
こ
と

生
活
指
導
や
進
路
指
導
に
お
い
て
、

男
女

の
別
な
く
能
力
や
個
性
を
生
か
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と

男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画
の
研
修
を
通

じ
て
教
師
自
身
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ

と

学
習
や
指
導
の
場
で
、

男
女
平
等
・
男
女

共
同
参
画
の
意
識
を
育
て
て
い
く
こ
と

校
長
・
副
校
長
な
ど
に
女
性
を
積
極
的
に

登
用
す
る
こ
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
通
じ
、

男
女
平
等
・
男
女

共
同
参
画
へ
の
理
解
と
協
力
を
深
め
る
こ

と
そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

658 54 156 319 165 236 124 60 28 54 82 21
100.0 8.2 23.7 48.5 25.1 35.9 18.8 9.1 4.3 8.2 12.5 3.2

350 24 76 180 85 132 60 39 11 28 40 12
100.0 6.9 21.7 51.4 24.3 37.7 17.1 11.1 3.1 8.0 11.4 3.4

294 28 76 132 76 99 61 20 17 24 41 8
100.0 9.5 25.9 44.9 25.9 33.7 20.7 6.8 5.8 8.2 13.9 2.7

59 4 12 31 11 23 17 3 3 5 2 1
100.0 6.8 20.3 52.5 18.6 39.0 28.8 5.1 5.1 8.5 3.4 1.7

78 7 25 31 18 30 9 5 4 7 9 1
100.0 9.0 32.1 39.7 23.1 38.5 11.5 6.4 5.1 9.0 11.5 1.3

111 9 25 53 26 37 23 8 6 10 10 1
100.0 8.1 22.5 47.7 23.4 33.3 20.7 7.2 5.4 9.0 9.0 0.9

136 8 31 75 40 48 25 14 3 10 17 2
100.0 5.9 22.8 55.1 29.4 35.3 18.4 10.3 2.2 7.4 12.5 1.5

95 11 25 44 24 31 20 11 9 8 12 1
100.0 11.6 26.3 46.3 25.3 32.6 21.1 11.6 9.5 8.4 12.6 1.1

171 13 36 83 44 64 28 19 3 13 31 14
100.0 7.6 21.1 48.5 25.7 37.4 16.4 11.1 1.8 7.6 18.1 8.2

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男
女
別

女性

男性
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２ 働くことについて 

（１）職場での男女差 

【現在、仕事をしている回答者に対する設問】 

問 36．あなたの職場では、仕事の内容や待遇面で、男女差があると思いますか。それ

はどのようなことですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

現在仕事をしている人に対して、職場での男女差についてうかがったところ、男女差があ

るものとして「昇進、昇給に差がある」「女性の仕事は補助的業務や雑務が多い」がそれぞれ

14.4％でともに多く、「賃金・昇給に差がある」（12.5％）、「募集、採用時に差がある」（11.3％）

が続きます。なお、「特に男女の差はない」は 40.7％です。 

 

○経年比較 

平成 26年度調査結果と比較して傾向に大きな違いはありません。 

14.4

14.4

12.5

11.3

9.6

8.9

7.1

6.4

1.9

1.2

0.9

5.6

40.7

8.7

7.5

16.4

15.4

14.7

12.5

9.6

12.3

8.7

6.3

1.4

1.4

1.9

3.9

41.9

5.3

10.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

昇進、昇格に差がある

女性の仕事は補助的業務や雑務が多い

賃金、昇給に差がある

募集、採用時に差がある

能力が正当に評価されない

女性を幹部職員に登用しない

女性には結婚退職や出産退職の習慣がある

時間外労働に差がある

教育訓練や研修の機会に差がある

定年に格差がある

住宅資金の貸付に差がある

その他

特に男女の差はない

わからない

無回答
令和６年度(n=425)

平成26年度(n=415)

(複数回答)
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○男女別の傾向 

男女とも「特に男女の差はない」が４割強で最も多くなっており、女性は「女性の仕事は

補助的業務や雑務が多い」が、男性は「昇進、昇格に差がある」が続きます。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも「特に男女の差はない」が最も多く、29歳以下では 52.9％となっています。29

歳以下では「女性の仕事は補助的業務や雑務が多い」と「女性を幹部職員に登用しない」が

続き、30 歳代と 40 歳代では「女性の仕事は補助的業務や雑務が多い」が、50 歳代では「昇

進、昇格に差がある」が、60歳代では「昇進、昇格に差がある」と「能力を正当に評価され

ない」が、70歳以上では「賃金、昇給に差がある」が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全
体

募
集
、

採
用
時
に
差
が
あ
る

賃
金
、

昇
給
に
差
が
あ
る

昇
進
、

昇
格
に
差
が
あ
る

女
性
の
仕
事
は
補
助
的
業
務

や
雑
務
が
多
い

教
育
訓
練
や
研
修
の
機
会
に

差
が
あ
る

女
性
を
幹
部
職
員
に
登
用
し

な
い

能
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
な

い

女
性
に
は
結
婚
退
職
や
出
産

退
職
の
習
慣
が
あ
る

住
宅
資
金
の
貸
付
に
差
が
あ

る

定
年
に
格
差
が
あ
る

時
間
外
労
働
に
差
が
あ
る

そ
の
他

特
に
男
女
の
差
は
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

425 48 53 61 61 8 38 41 30 4 5 27 24 173 37 32
100.0 11.3 12.5 14.4 14.4 1.9 8.9 9.6 7.1 0.9 1.2 6.4 5.6 40.7 8.7 7.5

214 19 27 30 31 4 20 22 17 3 4 9 12 88 19 22
100.0 8.9 12.6 14.0 14.5 1.9 9.3 10.3 7.9 1.4 1.9 4.2 5.6 41.1 8.9 10.3

206 28 24 30 27 4 17 17 12 1 1 18 12 84 17 10
100.0 13.6 11.7 14.6 13.1 1.9 8.3 8.3 5.8 0.5 0.5 8.7 5.8 40.8 8.3 4.9

34 3 1 5 6 1 6 3 4 1 1 1 - 18 3 -
100.0 8.8 2.9 14.7 17.6 2.9 17.6 8.8 11.8 2.9 2.9 2.9 - 52.9 8.8 -

72 12 11 10 16 1 5 3 8 1 2 7 6 27 5 3
100.0 16.7 15.3 13.9 22.2 1.4 6.9 4.2 11.1 1.4 2.8 9.7 8.3 37.5 6.9 4.2

100 13 16 18 19 1 12 11 6 1 - 7 9 37 6 2
100.0 13.0 16.0 18.0 19.0 1.0 12.0 11.0 6.0 1.0 - 7.0 9.0 37.0 6.0 2.0

116 15 16 19 11 3 10 14 9 1 1 8 6 50 7 13
100.0 12.9 13.8 16.4 9.5 2.6 8.6 12.1 7.8 0.9 0.9 6.9 5.2 43.1 6.0 11.2

64 5 5 9 7 1 4 9 2 - - 3 1 31 9 1
100.0 7.8 7.8 14.1 10.9 1.6 6.3 14.1 3.1 - - 4.7 1.6 48.4 14.1 1.6

39 - 4 - 2 1 1 1 1 - 1 1 2 10 7 13
100.0 - 10.3 - 5.1 2.6 2.6 2.6 2.6 - 2.6 2.6 5.1 25.6 17.9 33.3

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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○就労状況別の傾向 

男女とも働き方を問わず「特に男女の差はない」が最も多くなっています。常勤の勤めの

男女では「昇進、昇格に差がある」が続き、パート・派遣・アルバイト等の女性では「募集、

採用時に差がある」「賃金、昇給に差がある」「女性の仕事は補助的業務や雑務が多い」「能力

が正当に評価されない」がそれぞれ 11.7％で続きます。また、自営業の男性では「賃金、昇

給に差がある」が続きます。 

このほか、常勤の勤めの女性では「女性の仕事は補助的業務や雑務が多い」が 19.2％であ

り、パート・派遣・アルバイト等の女性の割合を７ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

全
体

募
集
、

採
用
時
に
差
が

あ
る

賃
金
、

昇
給
に
差
が
あ

る

昇
進
、

昇
格
に
差
が
あ

る

女
性
の
仕
事
は
補
助
的

業
務
や
雑
務
が
多
い

教
育
訓
練
や
研
修
の
機

会
に
差
が
あ
る

女
性
を
幹
部
職
員
に
登

用
し
な
い

能
力
が
正
当
に
評
価
さ

れ
な
い

女
性
に
は
結
婚
退
職
や

出
産
退
職
の
習
慣
が
あ

る

住
宅
資
金
の
貸
付
に
差

が
あ
る

定
年
に
格
差
が
あ
る

時
間
外
労
働
に
差
が
あ

る
そ
の
他

特
に
男
女
の
差
は
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

425 48 53 61 61 8 38 41 30 4 5 27 24 173 37 32
100.0 11.3 12.5 14.4 14.4 1.9 8.9 9.6 7.1 0.9 1.2 6.4 5.6 40.7 8.7 7.5
214 19 27 30 31 4 20 22 17 3 4 9 12 88 19 22

100.0 8.9 12.6 14.0 14.5 1.9 9.3 10.3 7.9 1.4 1.9 4.2 5.6 41.1 8.9 10.3
2 - - - - - - - - - - - - 1 - 1

100.0 - - - - - - - - - - - - 50.0 - 50.0
8 1 - - 1 - - - - - - - - 4 3 -

100.0 12.5 - - 12.5 - - - - - - - - 50.0 37.5 -
6 - - - - - - - - - - - - 4 - 2

100.0 - - - - - - - - - - - - 66.7 - 33.3
99 6 16 20 19 1 10 11 8 1 2 5 4 48 4 3

100.0 6.1 16.2 20.2 19.2 1.0 10.1 11.1 8.1 1.0 2.0 5.1 4.0 48.5 4.0 3.0
94 11 11 9 11 3 9 11 8 2 2 4 8 31 12 13

100.0 11.7 11.7 9.6 11.7 3.2 9.6 11.7 8.5 2.1 2.1 4.3 8.5 33.0 12.8 13.8
5 1 - 1 - - 1 - 1 - - - - - - 3

100.0 20.0 - 20.0 - - 20.0 - 20.0 - - - - - - 60.0
206 28 24 30 27 4 17 17 12 1 1 18 12 84 17 10

100.0 13.6 11.7 14.6 13.1 1.9 8.3 8.3 5.8 0.5 0.5 8.7 5.8 40.8 8.3 4.9
4 - - - - - - - - - - - - - 2 2

100.0 - - - - - - - - - - - - - 50.0 50.0
25 1 3 1 - - - - - 1 - - 3 10 7 2

100.0 4.0 12.0 4.0 - - - - - 4.0 - - 12.0 40.0 28.0 8.0
7 1 1 - - - - 1 - - - - - 6 - -

100.0 14.3 14.3 - - - - 14.3 - - - - - 85.7 - -
143 22 16 27 25 2 16 12 12 - - 16 8 60 6 1

100.0 15.4 11.2 18.9 17.5 1.4 11.2 8.4 8.4 - - 11.2 5.6 42.0 4.2 0.7
19 3 2 2 2 1 1 3 - - 1 2 - 8 1 1

100.0 15.8 10.5 10.5 10.5 5.3 5.3 15.8 - - 5.3 10.5 - 42.1 5.3 5.3
8 1 2 - - 1 - 1 - - - - 1 - 1 4

100.0 12.5 25.0 - - 12.5 - 12.5 - - - - 12.5 - 12.5 50.0
5 1 2 1 3 - 1 2 1 - - - - 1 1 -

100.0 20.0 40.0 20.0 60.0 - 20.0 40.0 20.0 - - - - 20.0 20.0 -

その他

無回答

男
性

男性全体

農・林・漁業（家族
従事者を含む）
自営業（商店経営
等）
自由業（開業医・弁

護士・司法書士等）

常勤の勤め（会社
員・公務員等）
パート・派遣・アル
バイト等

パート・派遣・アル
バイト等

その他

全体

性
・
就
労
状
況
別

女
性

女性全体

農・林・漁業（家族
従事者を含む）
自営業（商店経営
等）
自由業（開業医・弁

護士・司法書士等）

常勤の勤め（会社
員・公務員等）
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（２）働き方を選んだ理由 

【現在、パート・派遣・アルバイト等で働いている回答者に対する設問】 

問 37．あなたが現在の働き方を選んだのは、どのような理由からですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

現在、パート・派遣・アルバイト等で働いている人に対して、働き方を選んだ理由につい

てうかがったところ、「自分の都合の良い日や時間に働きたい」が 55.2％で最も多く、「自宅

の近くで働ける」（45.7％）、「勤務時間・勤務日数が短い」（40.5％）、「非課税限度額（年間

103万円以下）で働きたかった」（16.4％）が続きます。 

 

○経年比較 

上位３項目については、今回調査・平成 26年度調査とも同様の順位となっています。平成

26年度調査から今回調査にかけて、「勤務時間・勤務日数が短い」が８ポイント増加している

のに対し、「正社員としては適当な仕事が見つからなかった」が７ポイント減少しています。 

  

55.2

45.7

40.5

16.4

14.7

13.8

13.8

11.2

19.0

0.0

50.4

44.4

31.6

17.1

7.7

13.7

6.8

18.8

12.0

6.0

0% 20% 40% 60%

自分の都合の良い日や時間に働きたい

自宅の近くで働ける

勤務時間・勤務日数が短い

非課税限度額（年間103万円以下）で

働きたかった

正社員に比べ、辞めたい時に辞めやすい

仕事が比較的簡単である

残業がない

正社員としては適当な仕事が

見つからなかった

その他

無回答 令和６年度(n=116)

平成26年度(n=117)

(複数回答)
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○男女別の傾向 

女性では、回答者全体と同様に「自分の都合の良い日や時間に働きたい」が最も多くなっ

ており、「自宅の近くで働ける」が続きます。 

 

○年代別の傾向 

50歳代、60歳代とも「自分の都合の良い日や時間に働きたい」が最も多くなっており、「自

宅の近くで働ける」が続きます。このほか、50歳代と 60歳代では「非課税限度額（年間 103

万円以下）で働きたかった」が２割台となっています。 

 
  

全
体

自
分
の
都
合
の
良
い
日
や
時
間

に
働
き
た
い

自
宅
の
近
く
で
働
け
る

勤
務
時
間
・
勤
務
日
数
が
短
い

仕
事
が
比
較
的
簡
単
で
あ
る

非
課
税
限
度
額
（

年
間
1
0
3

万
円
以
下
）

で
働
き
た
か
っ

た

正
社
員
と
し
て
は
適
当
な
仕
事

が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た

正
社
員
に
比
べ
、

辞
め
た
い
時

に
辞
め
や
す
い

残
業
が
な
い

そ
の
他

無
回
答

116 64 53 47 16 19 13 17 16 22 -
100.0 55.2 45.7 40.5 13.8 16.4 11.2 14.7 13.8 19.0 -

94 53 47 37 7 18 10 13 13 16 -
100.0 56.4 50.0 39.4 7.4 19.1 10.6 13.8 13.8 17.0 -

19 9 5 9 8 1 3 3 3 5 -
100.0 47.4 26.3 47.4 42.1 5.3 15.8 15.8 15.8 26.3 -

9 6 3 4 2 - 1 4 1 2 -
100.0 66.7 33.3 44.4 22.2 - 11.1 44.4 11.1 22.2 -

7 3 3 2 - - 1 - 1 2 -
100.0 42.9 42.9 28.6 - - 14.3 - 14.3 28.6 -

18 12 10 8 4 4 2 2 3 2 -
100.0 66.7 55.6 44.4 22.2 22.2 11.1 11.1 16.7 11.1 -

46 25 23 21 3 10 6 5 7 9 -
100.0 54.3 50.0 45.7 6.5 21.7 13.0 10.9 15.2 19.6 -

25 11 9 8 4 5 3 3 2 6 -
100.0 44.0 36.0 32.0 16.0 20.0 12.0 12.0 8.0 24.0 -

11 7 5 4 3 - - 3 2 1 -
100.0 63.6 45.5 36.4 27.3 - - 27.3 18.2 9.1 -

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

女性

男性

男
女
別
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（３）男女ともに働きやすい社会 

問 38．男女ともに働きやすい社会をつくるためには、どのようなことが重要だと考え

ていますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備する」が 47.9％で最も多く、「労働時

間の短縮やフレックス制を導入する」（36.2％）、「家事・育児・介護を配偶者（パートナー）

や家族で協力して分担する」（34.8％）、「パート、アルバイト、派遣などの労働条件を充実す

る」（22.5％）が続きます。 

 

○経年比較 

平成 26 年度調査では「保育施設や保育サービスを充実する」（30.6％）が「既婚や子育て

中の女性が働きやすい職場環境を整備する」に次いで多い回答となっていましたが、平成 26

47.9

36.2

34.8

22.5

22.2

16.7

16.3

14.4

12.3

3.8

8.1

50.7

28.3

25.3

20.9

30.6

13.5

14.1

14.9

12.2

3.7

12.5

0% 20% 40% 60%

既婚や子育て中の女性が働きやすい

職場環境を整備する

労働時間の短縮やフレックス制を導入する

家事・育児・介護を配偶者（パートナー）や

家族で協力して分担する

パート、アルバイト、派遣などの

労働条件を充実する

保育施設や保育サービスを充実する

仕事内容の男女の格差をなくす

ライフスタイルや働き方に関係なく、

社会保障（年金など）や税制を公平にする

母性保護規定、育児休業、介護休業、

再雇用制度などの制度を充実する

ホームヘルパー制度など、

介護支援サービスを充実する

その他

無回答 令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

(複数回答)
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年度調査から今回調査にかけて８ポイント減少し、今回調査では５番目に多い回答となって

います。このほか、平成 26年度調査から今回調査にかけて「家事・育児・介護を配偶者（パ

ートナー）や家族で協力して分担する」が９ポイント、「労働時間の短縮やフレックス制を導

入する」が７ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備する」が最も多く、女性は

「家事・育児・介護を配偶者（パートナー）や家族で協力して分担する」が、男性は「労働時

間の短縮やフレックス制を導入する」が続きます。女性の「家事・育児・介護を配偶者（パー

トナー）や家族で協力して分担する」は男性を 14ポイント上回っているのに対し、男性の「仕

事内容の男女の格差をなくす」は女性を 14ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

30歳代を除く各年代とも「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備する」が最

も多く、29 歳以下と 60 歳代、70 歳以上では「労働時間の短縮やフレックス制を導入する」

が、40歳代と 50歳代では「家事・育児・介護を配偶者（パートナー）や家族で協力して分担

する」が続きます。 

全
体

労
働
時
間
の
短
縮
や
フ
レ
ッ

ク
ス
制
を
導

入
す
る

既
婚
や
子
育
て
中
の
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
を
整
備
す
る

仕
事
内
容
の
男
女
の
格
差
を
な
く
す

家
事
・
育
児
・
介
護
を
配
偶
者
（

パ
ー

ト

ナ
ー
）

や
家
族
で
協
力
し
て
分
担
す
る

保
育
施
設
や
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

制
度
な
ど
、

介
護
支
援

サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

母
性
保
護
規
定
、

育
児
休
業
、

介
護
休

業
、

再
雇
用
制
度
な
ど
の
制
度
を
充
実
す

る

パ
ー

ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
な
ど
の
労

働
条
件
を
充
実
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
に
関
係
な

く
、

社
会
保
障
（

年
金
な
ど
）

や
税
制
を

公
平
に
す
る

そ
の
他

無
回
答

658 238 315 110 229 146 81 95 148 107 25 53
100.0 36.2 47.9 16.7 34.8 22.2 12.3 14.4 22.5 16.3 3.8 8.1

350 132 175 35 144 68 46 57 80 58 9 32
100.0 37.7 50.0 10.0 41.1 19.4 13.1 16.3 22.9 16.6 2.6 9.1

294 102 135 73 79 76 34 38 64 48 14 18
100.0 34.7 45.9 24.8 26.9 25.9 11.6 12.9 21.8 16.3 4.8 6.1

59 30 34 13 23 12 2 15 8 6 3 1
100.0 50.8 57.6 22.0 39.0 20.3 3.4 25.4 13.6 10.2 5.1 1.7

78 40 32 12 29 22 8 10 13 7 5 1
100.0 51.3 41.0 15.4 37.2 28.2 10.3 12.8 16.7 9.0 6.4 1.3

111 41 53 23 45 20 13 10 22 28 9 2
100.0 36.9 47.7 20.7 40.5 18.0 11.7 9.0 19.8 25.2 8.1 1.8

136 44 72 17 55 25 18 22 39 24 4 6
100.0 32.4 52.9 12.5 40.4 18.4 13.2 16.2 28.7 17.6 2.9 4.4

95 33 45 15 32 29 11 14 26 21 2 2
100.0 34.7 47.4 15.8 33.7 30.5 11.6 14.7 27.4 22.1 2.1 2.1

171 47 77 28 44 36 28 24 38 21 2 38
100.0 27.5 45.0 16.4 25.7 21.1 16.4 14.0 22.2 12.3 1.2 22.2

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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30 歳代では「労働時間の短縮やフレックス制を導入する」が 51.3％で最も多く、「既婚や

子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備する」が続きます。このほか、30歳代と 60歳代

では「保育施設や保育サービスを充実する」が３割前後であり、他の年代を７ポイント以上

上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

パート・派遣・アルバイト等の女性、学生・家事専業・無職の女性では「既婚や子育て中の

女性が働きやすい職場環境を整備する」が最も多く、「家事・育児・介護を配偶者（パートナ

ー）や家族で協力して分担する」が続きます。常勤の勤めの女性では「労働時間の短縮やフ

レックス制を導入する」「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備する」がともに

多くなっています。 

男性では、就労状況を問わず「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備する」

が最も多く、常勤の勤めと学生・家事専業・無職で「労働時間の短縮やフレックス制を導入

全
体

労
働
時
間
の
短
縮
や
フ
レ
ッ

ク
ス
制
を
を

導
入
す
る

既
婚
や
子
育
て
中
の
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
を
整
備
す
る

仕
事
内
容
の
男
女
の
格
差
を
な
く
す

家
事
・
育
児
・
介
護
を
配
偶
者
（

パ
ー

ト

ナ
ー
）

や
家
族
で
協
力
し
て
分
担
す
る

保
育
施
設
や
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

制
度
な
ど
、

介
護
支
援

サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

母
性
保
護
規
定
、

育
児
休
業
、

介
護
休

業
、

再
雇
用
制
度
な
ど
の
制
度
を
充
実
す

る

パ
ー

ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
な
ど
の
労

働
条
件
を
充
実
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
に
関
係
な

く
、

社
会
保
障
（

年
金
な
ど
）

や
税
制
を

公
平
に
す
る

そ
の
他

無
回
答

658 238 315 110 229 146 81 95 148 107 25 53
100.0 36.2 47.9 16.7 34.8 22.2 12.3 14.4 22.5 16.3 3.8 8.1

350 132 175 35 144 68 46 57 80 58 9 32
100.0 37.7 50.0 10.0 41.1 19.4 13.1 16.3 22.9 16.6 2.6 9.1

21 4 11 3 10 3 3 3 4 5 - 1
100.0 19.0 52.4 14.3 47.6 14.3 14.3 14.3 19.0 23.8 - 4.8

99 48 47 11 44 32 11 18 12 15 5 4
100.0 48.5 47.5 11.1 44.4 32.3 11.1 18.2 12.1 15.2 5.1 4.0

94 34 58 9 41 8 9 15 37 15 2 1
100.0 36.2 61.7 9.6 43.6 8.5 9.6 16.0 39.4 16.0 2.1 1.1

134 46 59 12 49 24 23 21 27 23 2 25
100.0 34.3 44.0 9.0 36.6 17.9 17.2 15.7 20.1 17.2 1.5 18.7

2 - - - - 1 - - - - - 1
100.0 - - - - 50.0 - - - - - 50.0

294 102 135 73 79 76 34 38 64 48 14 18
100.0 34.7 45.9 24.8 26.9 25.9 11.6 12.9 21.8 16.3 4.8 6.1

44 12 18 6 12 11 3 3 11 10 4 3
100.0 27.3 40.9 13.6 27.3 25.0 6.8 6.8 25.0 22.7 9.1 6.8

143 58 75 37 42 36 15 19 22 26 6 3
100.0 40.6 52.4 25.9 29.4 25.2 10.5 13.3 15.4 18.2 4.2 2.1

19 6 6 9 2 5 2 3 11 4 1 -
100.0 31.6 31.6 47.4 10.5 26.3 10.5 15.8 57.9 21.1 5.3 -

87 26 36 21 23 24 14 13 20 8 3 11
100.0 29.9 41.4 24.1 26.4 27.6 16.1 14.9 23.0 9.2 3.4 12.6

1 - - - - - - - - - - 1
100.0 - - - - - - - - - - 100.0

14 4 5 2 6 2 1 - 4 1 2 3
100.0 28.6 35.7 14.3 42.9 14.3 7.1 - 28.6 7.1 14.3 21.4

学生・家事専業・無
職

職業無回答

無回答

農・林・漁業、自営
業、自由業、その他

職業無回答

男
性

男性全体

常勤の勤め（会社
員・公務員等）
パート・派遣・アル
バイト等

常勤の勤め（会社
員・公務員等）
パート・派遣・アル
バイト等
学生・家事専業・無
職

全体

性
・
就
労
状
況
別

女
性

女性全体

農・林・漁業、自営
業、自由業、その他
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する」が続き、農・林・漁業、自営業、自由業、その他で「労働時間の短縮やフレックス制を

導入する」「家事・育児・介護を配偶者（パートナー）や家族で協力して分担する」がそれぞ

れ 27.3％で続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○共働きの状況別の傾向 

男女とも、夫婦の働き方を問わず「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備す

る」が最も多くなっており、共働き（ともにフルタイム）の男女、共働き（どちらか、または

ともにパートタイム）の女性、夫だけ仕事を持っている女性では、「家事・育児・介護を配偶

者（パートナー）や家族で協力して分担する」が続きます。共働き（どちらか、またはともに

パートタイム）の男性、夫だけ仕事を持っている男性、夫婦とも無職の男女では「労働時間

の短縮やフレックス制を導入する」が続きます。  

全
体

労
働
時
間
の
短
縮
や
フ
レ
ッ

ク
ス
制

を
導
入
す
る

既
婚
や
子
育
て
中
の
女
性
が
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る

仕
事
内
容
の
男
女
の
格
差
を
な
く
す

家
事
・
育
児
・
介
護
を
配
偶
者

（

パ
ー

ト
ナ
ー
）

や
家
族
で
協
力
し

て
分
担
す
る

保
育
施
設
や
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
充
実

す
る

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

制
度
な
ど
、

介
護

支
援
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

母
性
保
護
規
定
、

育
児
休
業
、

介
護

休
業
、

再
雇
用
制
度
な
ど
の
制
度
を

充
実
す
る

パ
ー

ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
な
ど

の
労
働
条
件
を
充
実
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
に
関
係

な
く
、

社
会
保
障
（

年
金
な
ど
）

や

税
制
を
公
平
に
す
る

そ
の
他

無
回
答

445 168 230 74 162 95 52 55 103 71 15 30
100.0 37.8 51.7 16.6 36.4 21.3 11.7 12.4 23.1 16.0 3.4 6.7

232 90 123 21 98 43 30 31 55 35 7 19
100.0 38.8 53.0 9.1 42.2 18.5 12.9 13.4 23.7 15.1 3.0 8.2

71 34 38 9 37 17 6 8 10 10 3 2
100.0 47.9 53.5 12.7 52.1 23.9 8.5 11.3 14.1 14.1 4.2 2.8

63 25 40 7 31 5 6 5 22 9 2 1
100.0 39.7 63.5 11.1 49.2 7.9 9.5 7.9 34.9 14.3 3.2 1.6

35 12 16 1 15 4 7 7 8 7 2 3
100.0 34.3 45.7 2.9 42.9 11.4 20.0 20.0 22.9 20.0 5.7 8.6

9 1 5 1 2 3 1 2 5 2 - -
100.0 11.1 55.6 11.1 22.2 33.3 11.1 22.2 55.6 22.2 - -

48 15 20 3 11 12 9 7 9 6 - 13
100.0 31.3 41.7 6.3 22.9 25.0 18.8 14.6 18.8 12.5 - 27.1

2 1 1 - - 2 - 1 - 1 - -
100.0 50.0 50.0 - - 100.0 - 50.0 - 50.0 - -

4 2 3 - 2 - 1 1 1 - - -
100.0 50.0 75.0 - 50.0 - 25.0 25.0 25.0 - - -

209 77 104 53 60 52 22 24 47 35 8 11
100.0 36.8 49.8 25.4 28.7 24.9 10.5 11.5 22.5 16.7 3.8 5.3

41 13 21 10 16 10 4 3 6 6 1 2
100.0 31.7 51.2 24.4 39.0 24.4 9.8 7.3 14.6 14.6 2.4 4.9

70 31 33 16 20 17 3 7 18 15 5 1
100.0 44.3 47.1 22.9 28.6 24.3 4.3 10.0 25.7 21.4 7.1 1.4

38 15 22 12 8 10 6 6 9 7 - -
100.0 39.5 57.9 31.6 21.1 26.3 15.8 15.8 23.7 18.4 - -

15 3 8 5 5 5 2 5 4 2 - -
100.0 20.0 53.3 33.3 33.3 33.3 13.3 33.3 26.7 13.3 - -

36 12 16 9 8 9 6 2 8 3 2 6
100.0 33.3 44.4 25.0 22.2 25.0 16.7 5.6 22.2 8.3 5.6 16.7

- - - - - - - - - - - -
* * * * * * * * * * * *
9 3 4 1 3 1 1 1 2 2 - 2

100.0 33.3 44.4 11.1 33.3 11.1 11.1 11.1 22.2 22.2 - 22.2
4 1 3 - 4 - - - 1 1 - -

100.0 25.0 75.0 - 100.0 - - - 25.0 25.0 - -
無回答

男
性

男性全体

共働き（ともにフル
タイム）
共働き（どちらか、またはと

もにパートタイム）

夫（男性パートナー）だけ仕

事を持っている

妻（女性パートナー）だけ仕
事を持っている

夫婦とも無職

その他

共働き無回答

性
・
共
働
き
別

女
性

女性全体

共働き（ともにフル
タイム）
共働き（どちらか、またはと

もにパートタイム）

夫（男性パートナー）だけ仕
事を持っている

妻（女性パートナー）だけ仕
事を持っている

夫婦とも無職

その他

共働き無回答

全体
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（４）育児休業・介護休業制度の認知、利用意向、利用できない理由 

問 39．働く男女が生活も仕事も両立できるよう支援するため「改正育児・介護休業法」

が施行されています。「育児・介護休業制度」は男女ともに取得できる制度です。

あなたはこの制度を知っていますか。また、利用したことがありますか。 

（育児休業、介護休業のそれぞれについて、○は１つずつ） 

 

① 制度の認知・利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

育児休業については、「知っており、利用したことがある」が 10.5％、「知っているが利用

したことはない」が 64.6％であり、回答者全体の７割台半ばが育児休業を知っていることが

わかります。「はじめて聞いた」は 10.0％です。 

介護休業については、「知っており、利用したことがある」が 1.7％、「知っているが利用し

たことはない」が 62.0％であり、回答者全体の６割強が介護休業を知っています。「はじめて

聞いた」は 21.1％です。 

 

○経年比較 

育児休業については、平成 26年度調査から今回調査にかけて「知っており、利用したこと

がある」が５ポイント増加しています。介護休業については、平成 26年度調査結果と比較し

て傾向に大きな違いはありません。 

  

知っており、

利用したことがある

10.5

4.6

1.7

0.7

知っているが

利用したことはない

64.6

68.8

62.0

57.9

はじめて

聞いた

10.0

9.4

21.1

24.5

無回答

14.9

17.3

15.2

17.0

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

単位:％

【育児休業】 

【介護休業】 
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知っており、

利用したことがある

10.5

14.0

6.5

5.1

32.1

23.4

7.4

3.2

0.6

知っているが

利用したことはない

64.6

61.7

69.0

79.7

59.0

68.5

80.1

77.9

42.7

はじめて

聞いた

10.0

8.9

11.2

15.3

7.7

7.2

6.6

13.7

11.1

無回答

14.9

15.4

13.3

0.0

1.3

0.9

5.9

5.3

45.6

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

【育児休業】              【介護休業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

育児休業・介護休業とも「知っているが利用したことはない」が性別を問わず６割台で多

くなっています。育児休業では、女性の「知っており、利用したことがある」が男性を７ポイ

ント上回っており、男性の「知っているが利用したことはない」が女性を７ポイント上回っ

ています。 

 

○年代別の傾向 

育児休業では、30歳代で「知っており、利用したことがある」が 32.1％、40歳代で 23.4％

となっており、他の年代を 16ポイント以上上回っています。29歳以下と 50歳代、60歳代で

は「知っているが利用したことはない」が８割前後を占めています。 

介護休業では、30歳代と 40歳代で「知っているが利用したことはない」が７割台半ばから

８割弱を占めています。29歳以下では「はじめて聞いた」が 32.2％であり、他の年代を６ポ

イント以上上回っています。 

 

 

 

  

知っており、

利用したことがある

1.7

1.4

1.7

0.0

0.0

2.7

1.5

5.3

0.0

知っているが

利用したことはない

62.0

63.1

61.9

66.1

75.6

77.5

70.6

64.2

38.6

はじめて

聞いた

21.1

19.1

23.1

32.2

21.8

16.2

22.1

25.3

17.0

無回答

15.2

16.3

13.3

1.7

2.6

3.6

5.9

5.3

44.4

単位:％
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② 利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

育児休業、介護休業の未利用者に対して、利用意向をうかがったところ、育児休業につい

ては「利用するつもりである」が 13.4％、「利用するつもりはない」が 8.4％、「利用したい

が利用できない」が 8.8％となっています。なお、「利用する必要性がない」は 65.2％です。 

介護休業については、「利用するつもりである」が 21.6％、「利用するつもりはない」が 8.4％、

「利用したいが利用できない」が 10.1％となっています。「利用する必要性がない」は 55.2％

です。 

 

○経年比較 

育児休業・介護休業とも、平成 26年度調査結果と比較して傾向に大きな違いはありません。 

  

利用する

つもりである

13.4

10.1

21.6

19.0

利用する

つもりはない

8.4

10.3

8.4

7.6

利用する

必要性がない

65.2

61.7

55.2

54.0

利用したいが

利用できない

8.8

7.8

10.1

8.9

無回答

4.3

10.1

4.8

10.6

令和６年度(n=491)

平成26年度(n=575)

令和６年度(n=547)

平成26年度(n=606)

単位:％

【育児休業】 

【介護休業】 
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【育児休業】              【介護休業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

育児休業・介護休業とも、傾向に大きな違いはありません。 

 

○年代別の傾向 

育児休業では、29歳以下で「利用するつもりである」が 44.6％、30歳代で 32.7％であり、

他の年代を 19 ポイント以上上回っています。40 歳代では「利用したいが利用できない」が

20.2％であり、他の年代を 10ポイント以上上回っています。 

介護休業では、29歳以下と 50歳代で「利用するつもりである」が３割弱、40歳代と 60歳

代で「利用したいが利用できない」が２割弱となっています。 

  

利用する

つもりである

13.4

13.8

13.6

44.6

32.7

13.1

5.1

3.4

4.3

利用する

つもりはない

8.4

6.9

9.7

3.6

15.4

10.7

6.8

5.7

9.8

利用する

必要性がない

65.2

66.0

63.6

48.2

38.5

54.8

77.1

79.3

70.7

利用したいが

利用できない

8.8

7.7

10.2

3.6

9.6

20.2

8.5

8.0

2.2

無回答

4.3

5.7

3.0

0.0

3.8

1.2

2.5

3.4

13.0

全体(n=491)

女性(n=247)

男性(n=236)

29歳以下(n=56)

30歳代(n=52)

40歳代(n=84)

50歳代(n=118)

60歳代(n=87)

70歳以上(n=92)

単位:％

利用する

つもりである

21.6

19.8

23.6

29.3

23.7

21.2

28.6

16.5

11.6

利用する

つもりはない

8.4

8.3

8.4

5.2

13.2

7.7

8.7

7.1

8.4

利用する

必要性がない

55.2

57.3

52.8

60.3

57.9

51.9

49.2

52.9

63.2

利用したいが

利用できない

10.1

8.3

12.0

3.4

2.6

18.3

11.1

16.5

3.2

無回答

4.8

6.3

3.2

1.7

2.6

1.0

2.4

7.1

13.7

全体(n=547)

女性(n=288)

男性(n=250)

29歳以下(n=58)

30歳代(n=76)

40歳代(n=104) 

50歳代(n=126) 

60歳代(n=85)

70歳以上(n=95)

単位:％
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③ 利用できない主な理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

育児休業、介護休業を利用したいが利用できないと回答した人に対して、その主な理由を

うかがったところ、育児休業については「職場で利用しにくい雰囲気がある」が 34.9％で最

も多く、「経済的に生活が成り立たなくなる」（20.9％）、「自分の仕事が多忙になる」（7.0％）、

「業績評価に影響する」（4.7％）が続きます。 

介護休業については、「職場で利用しにくい雰囲気がある」が 30.9％で最も多く、「経済的

に生活が成り立たなくなる」（23.6％）、「自分の仕事が多忙になる」（18.2％）、「業績評価に

影響する」（3.6％）が続きます。 

 

○経年比較 

育児休業については、平成 26年度調査結果と比較して傾向に大きな違いはありません。 

介護休業については、平成 26 年度調査から今回調査にかけて「自分の仕事が多忙になる」

が８ポイント、「職場で利用しにくい雰囲気がある」が６ポイント増加しているのに対し、「経

済的に生活が成り立たなくなる」が６ポイント減少しています。 

  

自分の仕事が

多忙になる

7.0

6.7

18.2

9.3

職場で利用しに

くい雰囲気がある

34.9

33.3

30.9

24.1

業務評価に

影響する

4.7

0.0

3.6

1.9

経済的に生活が

成り立たなくなる

20.9

20.0

23.6

29.6

その他

32.6

35.6

23.6

25.9

無回答

0.0

4.4

0.0

9.3

令和６年度(n=43)

平成26年度(n=45)

令和６年度(n=55)

平成26年度(n=54)

単位:％

【育児休業】 

【介護休業】 



 

 

54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

育児休業では、男女とも「職場で利用しにくい雰囲気がある」が最も多く、「経済的に生活

が成り立たなくなる」が続きます。女性の「職場で利用しにくい雰囲気がある」は男性を 12

ポイント上回っているのに対し、男性の「経済的に生活が成り立たなくなる」は女性を９ポ

イント上回っています。 

介護休業については、女性では「職場で利用しにくい雰囲気がある」が最も多く、「経済的

に生活が成り立たなくなる」が続きます。男性は「自分の仕事が多忙になる」「職場で利用し

にくい雰囲気がある」がいずれも 23.3％でともに多くなっています。 

なお、育児休業、介護休業とも、回答者数が少数であることに留意が必要です。 

 

  

自分の仕事が

多忙になる

7.0

5.3

8.3

18.2

12.5

23.3

職場で利用しに

くい雰囲気がある

34.9

42.1

29.2

30.9

41.7

23.3

業務評価に

影響する

4.7

10.5

0.0

3.6

0.0

6.7

経済的に生活が

成り立たなくなる

20.9

15.8

25.0

23.6

25.0

20.0

その他

32.6

26.3

37.5

23.6

20.8

26.7

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

全体(n=43)

女性(n=19)

男性(n=24)

全体(n=55)

女性(n=24)

男性(n=30)

単位:％

【育児休業】 

【介護休業】 
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３ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

（１）生活の中での優先度 

問 40．生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活（地域活動・学習・

趣味など）」の優先度について伺います。 

（ア～イの各行ごとに、当てはまるものに○を１つずつ） 

 

（ア）実際の生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が 29.3％で最も多く、「「仕事」を優先」（23.3％）、

「「家庭生活」を優先」（18.4％）、「「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」（4.4％）

が続きます。 

 

○経年比較 

今回調査・平成 26 年度調査とも上位４項目の組み合わせは同じですが、平成 26 年度調査

で最も多かった「「仕事」を優先」と、２番目に多かった「「仕事」と「家庭生活」をともに優

先」の順位が今回調査で入れ替わっています。 

  

仕事

23.3

28.5

家庭生活

18.4

20.2

地域・

個人の生活

3.0

2.9

仕事と

家庭生活

29.3

20.5

仕事と地域・

個人の生活

4.1

2.7

家庭生活と地域・

個人の生活

4.4

6.1

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

4.0

4.2

無回答

13.5

14.8

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％
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○男女別の傾向 

男女とも「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が最も多く、女性は「「家庭生活」を優先」

が、男性は「「仕事」を優先」が続きます。女性の「「家庭生活」を優先」は男性を 12ポイン

ト上回っているのに対し、男性の「「仕事」を優先」は女性を７ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

30歳代では「「仕事」を優先」が 34.6％であり、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」を

上回って最も多い回答となっています。40歳代では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」

が 43.2％であり、他の年代を７ポイント以上上回っています。70 歳以上では、「「家庭生活」

を優先」が 22.8％で最も多い回答となっています。 

 

  

仕事

23.3

20.6

27.6

22.0

34.6

28.8

23.5

26.3

14.0

家庭生活

18.4

24.3

11.6

15.3

23.1

15.3

18.4

13.7

22.8

地域・

個人の生活

3.0

2.6

3.4

11.9

1.3

2.7

2.2

2.1

2.3

仕事と

家庭生活

29.3

26.9

31.6

27.1

30.8

43.2

35.3

29.5

15.2

仕事と地域・

個人の生活

4.1

2.9

5.4

16.9

3.8

3.6

1.5

5.3

1.2

家庭生活と地域・

個人の生活

4.4

4.9

4.1

5.1

2.6

1.8

3.7

8.4

5.3

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

4.0

2.0

6.5

0.0

2.6

2.7

8.1

6.3

2.3

無回答

13.5

16.0

9.9

1.7

1.3

1.8

7.4

8.4

36.8

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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○世帯構成別の傾向 

２世代世帯では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が 36.1％であり、他の世帯構成の

割合を５ポイント以上上回っています。１人暮らしでは「「仕事」を優先」が 29.7％であり、

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」を上回って最も多い回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○共働きの状況別の傾向 

共働きの男女では、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が４割台から５割強となってい

ます。また、共働き（ともにフルタイム）の女性、共働き（どちらか、またはともにパートタ

イム）の男性、夫だけが仕事を持っている男性では、「「仕事」を優先」が３割台となっていま

す。  

仕事

21.3

17.7

32.4

12.7

5.7

0.0

12.5

25.8

29.3

30.0

36.8

6.7

11.1

家庭生活

20.4

29.3

14.1

25.4

60.0

22.2

35.4

10.0

7.3

7.1

7.9

20.0

19.4

地域・

個人の生活

1.8

1.3

0.0

1.6

2.9

0.0

2.1

2.4

2.4

1.4

0.0

13.3

2.8

仕事と

家庭生活

34.4

29.3

45.1

44.4

5.7

55.6

2.1

39.7

51.2

48.6

36.8

33.3

19.4

仕事と地域・

個人の生活

0.9

0.9

1.4

0.0

0.0

11.1

0.0

1.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

家庭生活と地域・

個人の生活

4.7

4.7

0.0

6.3

14.3

0.0

4.2

4.8

4.9

4.3

2.6

6.7

8.3

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

4.3

2.2

2.8

3.2

0.0

0.0

0.0

6.7

2.4

7.1

10.5

6.7

2.8

無回答

12.1

14.7

4.2

6.3

11.4

11.1

43.8

9.6

2.4

1.4

2.6

13.3

36.1

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％

仕事

23.3

29.7

21.1

23.9

23.1

14.3

家庭生活

18.4

15.4

22.8

17.3

15.4

23.8

地域・

個人の生活

3.0

6.6

0.6

3.3

3.8

4.8

仕事と

家庭生活

29.3

13.2

26.7

36.1

30.8

14.3

仕事と地域・

個人の生活

4.1

8.8

1.7

4.2

0.0

4.8

家庭生活と地域・

個人の生活

4.4

1.1

6.1

3.9

3.8

14.3

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

4.0

5.5

3.9

3.6

3.8

4.8

無回答

13.5

19.8

17.2

7.6

19.2

19.0

全体(n=658)

１人暮らし(n=91) 

夫婦のみ(n=180)

２世代世帯(n=330)

３世代以上(n=26) 

その他(n=21)

単位:％
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（イ）理想の生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が 25.2％で最も多く、「「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに優先」（21.3％）、「「家庭生活」を優先」（20.2％）、「「家庭生

活」と「地域・個人の生活」を優先」（8.4％）が続きます。 

 

○経年比較 

今回調査・平成 26 年度調査とも上位４項目の組み合わせは同じですが、平成 26 年度調査

で最も多かった「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」と、２番目

に多かった「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の順位が今回調査で入れ替わっています。 

  

仕事

2.0

2.0

家庭生活

20.2

13.6

地域・

個人の生活

4.6

3.3

仕事と

家庭生活

25.2

23.8

仕事と地域・

個人の生活

4.7

3.8

家庭生活と地域・

個人の生活

8.4

9.2

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

21.3

28.4

無回答

13.7

15.9

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％
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○男女別の傾向 

男女とも「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が最も多く、女性は「「仕事」と「家庭生

活」と「地域・個人の生活」をともに優先」が、男性は「「家庭生活」を優先」が続きます。 

 

○年代別の傾向 

50歳代と 60歳代では「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」が

３割前後であり、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」を上回って最も多い回答となってい

ます。70歳以上では、「「家庭生活」を優先」が 18.7％で最も多い回答となっています。この

ほか、29歳以下では「「地域・個人の生活」を優先」が 18.6％であり、他の年代を 10ポイン

ト以上上回っています。 

 

 

  

仕事

2.0

1.4

2.7

1.7

2.6

3.6

0.7

3.2

1.2

家庭生活

20.2

19.7

21.1

18.6

25.6

20.7

22.1

16.8

18.7

地域・

個人の生活

4.6

3.4

5.8

18.6

7.7

3.6

1.5

2.1

2.9

仕事と

家庭生活

25.2

24.0

27.6

28.8

33.3

35.1

22.8

27.4

15.8

仕事と地域・

個人の生活

4.7

3.7

5.8

3.4

5.1

4.5

4.4

5.3

4.7

家庭生活と地域・

個人の生活

8.4

9.4

7.1

11.9

9.0

5.4

11.0

9.5

6.4

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

21.3

22.0

20.1

15.3

15.4

21.6

30.1

28.4

14.6

無回答

13.7

16.3

9.9

1.7

1.3

5.4

7.4

7.4

35.7

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％



 

 

60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○世帯構成別の傾向 

１人暮らしでは「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」が 25.3％、

３世代以上世帯では「「家庭生活」を優先」が 19.2％であり、「「仕事」と「家庭生活」をとも

に優先」を上回って最も多い回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○共働きの状況別の傾向 

共働き（ともにフルタイム）の女性では、「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに優先」が 29.6％であり、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」を上回って最も多

い回答となっています。また、共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女性では

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が 39.7％となっています。 

仕事

2.0

6.6

1.1

1.2

3.8

0.0

家庭生活

20.2

11.0

18.9

22.7

19.2

38.1

地域・

個人の生活

4.6

9.9

1.7

4.5

7.7

4.8

仕事と

家庭生活

25.2

17.6

26.7

30.0

7.7

4.8

仕事と地域・

個人の生活

4.7

8.8

4.4

3.0

11.5

4.8

家庭生活と地域・

個人の生活

8.4

1.1

11.1

8.5

15.4

9.5

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

21.3

25.3

19.4

21.8

15.4

19.0

無回答

13.7

19.8

16.7

8.2

19.2

19.0

全体(n=658)

１人暮らし(n=91) 

夫婦のみ(n=180)

２世代世帯(n=330)

３世代以上(n=26) 

その他(n=21)

単位:％

仕事

1.3

0.9

1.4

0.0

2.9

0.0

0.0

1.9

2.4

1.4

5.3

0.0

0.0

家庭生活

21.8

22.4

25.4

12.7

25.7

44.4

25.0

21.1

22.0

25.7

18.4

13.3

13.9

地域・

個人の生活

2.7

1.7

1.4

1.6

0.0

11.1

2.1

3.8

2.4

4.3

2.6

6.7

2.8

仕事と

家庭生活

28.5

25.9

28.2

39.7

25.7

11.1

8.3

31.6

36.6

34.3

42.1

26.7

19.4

仕事と地域・

個人の生活

2.9

2.2

1.4

4.8

2.9

0.0

0.0

3.8

4.9

1.4

2.6

0.0

8.3

家庭生活と地域・

個人の生活

9.2

10.3

7.0

9.5

14.3

0.0

14.6

8.1

9.8

11.4

5.3

0.0

2.8

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

21.1

22.0

29.6

23.8

20.0

22.2

10.4

19.6

12.2

20.0

21.1

40.0

19.4

無回答

12.4

14.7

5.6

7.9

8.6

11.1

39.6

10.0

9.8

1.4

2.6

13.3

33.3

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
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（ウ）実際の生活と理想の生活の関係 

個々の回答者の『実際の生活』の回答状況と『理想の生活』の回答状況の関係を分析する

と、次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上表の網掛け部分（『理想の生活』で「仕事

を優先」、『実際の生活』で「仕事を優先」など

同じ項目を選択）を「実際の生活と理想の生

活が一致」、太枠内のそれ以外の部分を「実際

の生活と理想の生活が不一致」と整理します。

実際の生活と理想の生活が一致しているのは

全体の 32.4％であり、全体の 52.9％は理想と

現実が一致していません。 

 

 

 

 

  

仕
事
を
優
先

家
庭
生
活
を
優
先

地
域
・
個
人
の
生
活

を
優
先

仕
事
と
家
庭
生
活
を

と
も
に
優
先

仕
事
と
地
域
・
個
人

の
生
活
を
と
も
に
優

先 家
庭
生
活
と
地
域
・

個
人
の
生
活
を
と
も

に
優
先

仕
事
と
家
庭
生
活
と

地
域
・
個
人
の
生
活

を
と
も
に
優
先

無
回
答

658 13 133 30 166 31 55 140 90
100.0 2.0 20.2 4.6 25.2 4.7 8.4 21.3 13.7

153 7 30 6 54 7 10 33 6

100.0 4.6 19.6 3.9 35.3 4.6 6.5 21.6 3.9
121 2 63 6 24 6 9 11 -

100.0 1.7 52.1 5.0 19.8 5.0 7.4 9.1 -
20 - 1 11 1 - - 5 2

100.0 - 5.0 55.0 5.0 - - 25.0 10.0
193 3 36 1 81 8 16 48 -

100.0 1.6 18.7 0.5 42.0 4.1 8.3 24.9 -
27 - - 5 2 10 1 9 -

100.0 - - 18.5 7.4 37.0 3.7 33.3 -
29 - 1 1 - - 18 9 -

100.0 - 3.4 3.4 - - 62.1 31.0 -
26 - 1 - 1 - 1 23 -

100.0 - 3.8 - 3.8 - 3.8 88.5 -

89 1 1 - 3 - - 2 82

100.0 1.1 1.1 - 3.4 - - 2.2 92.1

理想の生活全
体

全体

実
際
の
生
活

仕事を優先

家庭生活を優先

地域・個人の生活を優先

仕事と家庭生活をともに優先

仕事と地域・個人の生活をと

もに優先

家庭生活と地域・個人の生活

をともに優先

仕事と家庭生活と地域・個人

の生活をともに優先

無回答

実際の生活と理想の

生活が一致

32.4%

実際の生活と理想

の生活が不一致

52.9%

無回答

14.7%

n=658
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実際の生活と理想の生活の一致状況を年代別に見ると、29歳以下から 60歳代にかけて、

実際の生活と理想の生活が一致している回答者の割合が 40歳代を底とするＭ字型となって

おり、底に当たる 40歳代では 29.7％にとどまっています。 

 

 

  

実際の生活と理想の生活が

一致

32.4

30.9

34.7

40.7

35.9

29.7

33.8

40.0

25.7

実際の生活と理想の生活が

不一致

52.9

51.7

54.4

57.6

62.8

64.9

58.8

50.5

35.7

無回答

14.7

17.4

10.9

1.7

1.3

5.4

7.4

9.5

38.6

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

16～29歳(n=59)

30～39歳(n=78)

40～49歳(n=111)

50～59歳(n=136)

60～69歳(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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４ 家庭生活について 

（１）結婚に対する考え方 

問 41．次のような考え方について、あなたの意見にいちばん近いものはどれですか。 

（ア～キの各行ごとに、当てはまるものに○を１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

（ウ）《男性も家事・育児・介護に積極的に参画した方がよい》、（オ）《結婚は個人の自由だ

から、人は結婚してもしなくてもどちらでもよい》、（カ）《結婚しても必ずしも子どもを持つ

必要はない》、（キ）《結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい》では“意見に賛

成”（「賛成」「どちらかといえば賛成」の合計）が“意見に反対”（「反対」「どちらかといえば

反対」の合計）を大幅に上回っており、特に（ウ）《男性も家事・育児・介護に積極的に参画

した方がよい》では「賛成」がほぼ６割を占めています。 

（ア）《男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである》、（イ）《女性は仕事をもつのはよ

いが、家事・育児・介護はきちんとすべきである》、（エ）《女性は経済的に自立する必要はな

い》では“意見に反対”が６割強から８割弱を占めており、“意見に賛成”を大幅に上回って

います。 

 

賛成

4.3

5.8

59.9

2.0

47.1

39.5

32.4

どちらかと

いえば賛成

15.3

18.1

27.8

6.1

22.6

25.1

33.7

どちらかと

いえば反対

22.6

21.3

1.4

23.4

10.9

13.8

10.3

反対

39.7

40.4

1.4

54.1

6.1

5.9

4.0

わから

ない

13.4

9.9

5.0

9.0

8.5

11.1

15.2

無回答

4.7

4.6

4.6

5.5

4.7

4.6

4.4

男性は外で働き、女性は

家庭を守るべきである

女性は仕事をもつのはよいが、家事・

育児・介護はきちんとすべきである

男性も家事・育児・介護に

積極的に参画した方がよい

女性は経済的に自立する必要はない

結婚は個人の自由だから、人は結婚

してもしなくてもどちらでもよい

結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない

結婚しても相手に満足でき

ないときは離婚すればよい

n=658

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 

（ア） 

（イ） 

（ウ） 

（エ） 

（オ） 

（カ） 

（キ） 
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ここで、（ア）《男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである》、（イ）《女性は仕事をもつ

のはよいが、家事・育児・介護はきちんとすべきである》、（エ）《女性は経済的に自立する必

要はない》について、“意見に賛成”を『古い（従来の）価値観』、“意見に反対”を『新しい

価値観』とします。また、（ウ）《男性も家事・育児・介護に積極的に参画した方がよい》、（オ）

《結婚は個人の自由だから、人は結婚してもしなくてもどちらでもよい》、（カ）《結婚しても

必ずしも子どもを持つ必要はない》、（キ）《結婚しても相手に満足できないときは離婚すれば

よい》について、“意見に賛成”を『新しい価値観』、“意見に反対”を『古い（従来の）価値

観』とします。『古い（従来の）価値観』『新しい価値観』の状況を整理すると、次のとおりと

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ア）～（キ）のいずれも、『新しい価値観』の割合が『古い（従来の）価値観』を大幅に

上回っていることがわかります。 

 

 

 

 

 

  

古い（従来の）

価値観

19.6

23.9

2.7

8.1

17.0

19.8

14.3

新しい価値観

62.3

61.7

87.7

77.5

69.8

64.6

66.1

わから

ない

13.4

9.9

5.0

9.0

8.5

11.1

15.2

無回答

4.7

4.6

4.6

5.5

4.7

4.6

4.4

男性は外で働き、女性は

家庭を守るべきである

女性は仕事をもつのはよいが、家事・

育児・介護はきちんとすべきである

男性も家事・育児・介護に

積極的に参画した方がよい

女性は経済的に自立する必要はない

結婚は個人の自由だから、人は結婚

してもしなくてもどちらでもよい

結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない

結婚しても相手に満足でき

ないときは離婚すればよい

n=658

単位:％

（ア） 

（イ） 

（ウ） 

（エ） 

（オ） 

（カ） 

（キ） 
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※平成 26 年度調査では「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」 

○経年比較 

平成 26年度調査から今回調査にかけて、（オ）《結婚は個人の自由だから、人は結婚しても

しなくてもどちらでもよい》、（カ）《結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない》、（キ）《結

婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい》では“意見に賛成”が 14ポイント以上

増加し、“意見に反対”が 11ポイント以上減少しています。 

一方、（ア）《男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである》、（イ）《女性は仕事をもつの

はよいが、家事・育児・介護はきちんとすべきである》では平成 26年度調査から今回調査に

かけて“意見に反対”が 20ポイント以上増加し、“意見に賛成”が 17ポイント以上減少して

います。（ア）《男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである》、（イ）《女性は仕事をもつの

はよいが、家事・育児・介護はきちんとすべきである》は平成 26 年度調査で“意見に賛成”

と“意見に反対”の差が３ポイント以内となっていましたが、今回調査は両者の差が 40ポイ

ント前後まで拡大しています。  

賛成

4.3

5.8

5.8

8.6

59.9

47.0

2.0

2.0

47.1

32.5

39.5

26.1

32.4

17.7

どちらかといえば

賛成

15.3

33.0

18.1

33.2

27.8

39.5

6.1

7.3

22.6

22.7

25.1

20.5

33.7

27.3

どちらかといえば

反対

22.6

22.0

21.3

22.4

1.4

2.7

23.4

29.6

10.9

19.2

13.8

19.3

10.3

19.7

反対

39.7

19.7

40.4

17.9

1.4

0.8

54.1

42.9

6.1

9.0

5.9

12.2

4.0

9.9

わからない

13.4

12.2

9.9

10.2

5.0

3.7

9.0

11.3

8.5

9.9

11.1

15.1

15.2

18.3

無回答

4.7

7.2

4.6

7.7

4.6

6.3

5.5

6.8

4.7

6.8

4.6

6.8

4.4

7.1

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

令和６年度(n=658) 

平成26年度(n=736) 

単位:％

（ア）男性は外で働き、

女性は家庭を守るべきである

（イ）女性は仕事をもつのは

よいが、家事・育児・介護は

きちんとすべきである

（ウ）男性も家事・育児・

介護に積極的に参画した方

がよい

（エ）女性は経済的に自

立する必要はない

（オ）結婚は個人の自由だ

から、人は結婚してもしな

くてもどちらでもよい

（カ）結婚しても必ずしも子

どもを持つ必要はない

（キ）結婚しても相手に満足で

きないときは離婚すればよい

“意見に賛成” “意見に反対” 

※ 
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（ア）男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも“意見に反対”が６割前後となっており、女性では「反対」が 45.1％となってい

ます。女性の“意見に反対”は男性の割合を５ポイント上回っているのに対し、男性の“意見

に賛成”は女性の割合を６ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下から 40歳代、60歳代では“意見に反対”が７割前後となっています。70歳以上

では“意見に反対”が 48.0％にとどまっており、“意見に賛成”が 26.3％となっています。 

  

賛成

4.3

3.7

4.8

3.4

2.6

1.8

5.1

4.2

6.4

どちらかと

いえば賛成

15.3

12.9

18.7

15.3

14.1

12.6

11.8

16.8

19.9

どちらかと

いえば反対

22.6

19.7

25.9

23.7

21.8

22.5

19.9

29.5

21.1

反対

39.7

45.1

33.7

44.1

47.4

48.6

44.1

37.9

26.9

わから

ない

13.4

13.7

12.6

13.6

12.8

13.5

16.2

9.5

12.9

無回答

4.7

4.9

4.4

0.0

1.3

0.9

2.9

2.1

12.9

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 
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○結婚の状況別の傾向 

結婚していない（未婚）女性では、“意見に反対”が 73.4％であり、結婚している女性、結

婚していた（離婚・離別・死別など）女性の割合を 10ポイント以上上回っています。 

結婚していない（未婚）男性では、“意見に反対”が 65.6％であり、結婚している男性の割

合を５ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性では、“意見に反対”が 77.8％、常勤の勤めの男性では“意見に反対”が

67.9％となっています。 

賛成

4.3

3.7

3.5

0.0

6.3

1.6

4.8

3.9

0.0

8.7

6.6

どちらかと

いえば賛成

15.3

12.9

14.8

0.0

12.5

6.3

18.7

19.8

0.0

34.8

9.8

どちらかと

いえば反対

22.6

19.7

18.3

66.7

25.0

20.3

25.9

25.1

0.0

30.4

27.9

反対

39.7

45.1

45.0

33.3

35.4

53.1

33.7

35.3

0.0

13.0

37.7

わからない

13.4

13.7

14.4

0.0

8.3

15.6

12.6

11.6

50.0

4.3

18.0

無回答

4.7

4.9

3.9

0.0

12.5

3.1

4.4

4.3

50.0

8.7

0.0

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 

賛成

4.3

3.7

14.3

0.0

4.3

3.7

4.8

2.3

4.2

10.5

5.7

どちらかと

いえば賛成

15.3

12.9

23.8

10.1

16.0

11.2

18.7

27.3

17.5

21.1

16.1

どちらかと

いえば反対

22.6

19.7

14.3

16.2

23.4

20.9

25.9

20.5

25.2

21.1

31.0

反対

39.7

45.1

38.1

61.6

40.4

37.3

33.7

31.8

42.7

21.1

23.0

わからない

13.4

13.7

9.5

9.1

13.8

17.9

12.6

11.4

9.8

15.8

17.2

無回答

4.7

4.9

0.0

3.0

2.1

9.0

4.4

6.8

0.7

10.5

6.9

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 



 

 

68 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○共働きの状況別の傾向 

共働き（ともにフルタイム）の男女では、“意見に反対”が７割前後となっています。一方、

共働き（どちらか、ともにパートタイム）の女性、夫だけ仕事を持っている男性では、“意見

に賛成”が３割強となっています。 

 

▼ 全国調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国調査は「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についての質問。 

※全国調査は「わからない」なし。 

 

 今回調査の“意見に賛成”は、全国調査を 13ポイント下回っています。 

今回調査、全国調査とも“意見に反対”は６割強で大きな差はありませんが、今回調査

の「反対」の割合は、全国調査を 13ポイント上回っています。本市では全国と比較して、

固定的な性別役割分担意識を否定的に捉える傾向が強いことがわかります。  

賛成

3.8

3.4

1.4

7.9

2.9

0.0

2.1

3.8

4.9

0.0

5.3

0.0

8.3

どちらかと

いえば賛成

16.9

14.7

11.3

22.2

14.3

11.1

6.3

19.6

14.6

22.9

26.3

0.0

19.4

どちらかと

いえば反対

22.0

19.0

14.1

19.0

20.0

33.3

20.8

24.9

19.5

22.9

31.6

40.0

25.0

反対

39.8

44.8

59.2

36.5

40.0

11.1

47.9

34.9

48.8

42.9

15.8

40.0

19.4

わからない

13.3

14.2

11.3

11.1

20.0

44.4

14.6

12.0

7.3

11.4

15.8

20.0

13.9

無回答

4.3

3.9

2.8

3.2

2.9

0.0

8.3

4.8

4.9

0.0

5.3

0.0

13.9

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％

賛成

4.3

4.0

どちらかといえば

賛成

15.3

29.4

どちらかといえば

反対

22.6

38.2

反対

39.7

26.1

わからない

13.4

無回答

4.7

2.2

今回調査( 658)

全国調査(2,847)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 

“意見に賛成” “意見に反対” 
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（イ）女性は仕事をもつのはよいが、家事・育児・介護はきちんとすべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性では“意見に反対”が 70.8％であり、男性の割合を 19ポイント上回っています。「反

対」についても、男性を 24ポイント上回っています。 

男性では、“意見に賛成”が 32.3％であり、女性の割合を 15ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下と 40歳代では“意見に反対”が７割強から７割台半ばとなっており、「反対」

も５割強となっています。70歳以上では“意見に反対”が 45.6％にとどまっており、“意見

に賛成”が 34.0％となっています。 

 

賛成

5.8

4.0

8.2

3.4

6.4

2.7

5.9

4.2

9.4

どちらかと

いえば賛成

18.1

12.6

24.1

15.3

15.4

13.5

11.8

23.2

24.6

どちらかと

いえば反対

21.3

19.1

23.8

22.0

21.8

19.8

19.9

26.3

19.9

反対

40.4

51.7

27.6

52.5

42.3

52.3

48.5

35.8

25.7

わから

ない

9.9

8.0

11.9

6.8

12.8

10.8

11.0

7.4

8.8

無回答

4.6

4.6

4.4

0.0

1.3

0.9

2.9

3.2

11.7

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 



 

 

70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○結婚の状況別の傾向 

結婚していた（離婚・離別・死別など）女性では、“意見に賛成”が 22.9％であり、結婚し

ている女性、結婚していない（未婚）女性の割合を６ポイント以上上回っています。 

結婚していない（未婚）男性では、“意見に反対”が 57.3％であり、結婚している男性の割

合を５ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性、パート・派遣・アルバイト等の女性では、“意見に反対”が８割弱、常

勤の勤めの男性では“意見に反対”が 65.1％となっています。 

賛成

5.8

4.0

3.1

0.0

10.4

1.6

8.2

7.2

0.0

17.4

8.2

どちらかと

いえば賛成

18.1

12.6

13.1

0.0

12.5

9.4

24.1

25.1

0.0

26.1

21.3

どちらかと

いえば反対

21.3

19.1

21.8

0.0

18.8

12.5

23.8

22.7

0.0

30.4

26.2

反対

40.4

51.7

50.2

100.0

45.8

59.4

27.6

29.5

0.0

4.3

31.1

わからない

9.9

8.0

7.4

0.0

4.2

14.1

11.9

11.1

50.0

13.0

13.1

無回答

4.6

4.6

4.4

0.0

8.3

3.1

4.4

4.3

50.0

8.7

0.0

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 

賛成

5.8

4.0

9.5

2.0

1.1

6.0

8.2

6.8

6.3

15.8

10.3

どちらかと

いえば賛成

18.1

12.6

14.3

12.1

9.6

14.9

24.1

25.0

19.6

15.8

33.3

どちらかと

いえば反対

21.3

19.1

23.8

14.1

26.6

17.2

23.8

11.4

30.8

21.1

19.5

反対

40.4

51.7

42.9

62.6

53.2

43.3

27.6

29.5

34.3

15.8

18.4

わからない

9.9

8.0

0.0

6.1

7.4

11.2

11.9

20.5

8.4

15.8

12.6

無回答

4.6

4.6

4.8

3.0

2.1

7.5

4.4

6.8

0.7

15.8

5.7

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（ともにフルタイム）の女性では、“意見に反対”が 80.3％となっています。一方、

夫婦とも無職の男性では、“意見に賛成”が 50.0％となっています。 

 

  

賛成

4.9

3.0

2.8

3.2

2.9

0.0

4.2

7.2

4.9

7.1

7.9

0.0

13.9

どちらかと

いえば賛成

18.7

12.9

8.5

14.3

20.0

11.1

10.4

24.9

17.1

18.6

28.9

33.3

36.1

どちらかと

いえば反対

22.0

21.6

16.9

28.6

14.3

33.3

22.9

22.5

22.0

30.0

23.7

33.3

5.6

反対

40.7

50.9

63.4

42.9

54.3

44.4

41.7

29.2

36.6

30.0

28.9

20.0

22.2

わからない

9.2

7.3

4.2

7.9

5.7

11.1

12.5

11.5

14.6

12.9

5.3

13.3

11.1

無回答

4.5

4.3

4.2

3.2

2.9

0.0

8.3

4.8

4.9

1.4

5.3

0.0

11.1

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 
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（ウ）男性も家事・育児・介護に積極的に参画した方がよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも“意見に賛成”が８割台となっています。「賛成」についても、女性の割合が男性

を 20 ポイント上回る 69.7％となっており、女性がこの意見に強く賛同していることがわか

ります。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下から 60歳代にかけて“意見に賛成”が大多数を占めており、29歳以下では「賛

成」が 81.4％を占めています。70歳以上では“意見に賛成”が 77.8％にとどまっており、

他の年代の割合を 10ポイント以上下回っています。 

  

賛成

59.9

69.7

49.3

81.4

65.4

65.8

75.0

47.4

42.7

どちらかと

いえば賛成

27.8

19.7

36.4

15.3

24.4

22.5

14.7

48.4

35.1

どちらかと

いえば反対

1.4

0.9

2.0

1.7

0.0

0.0

1.5

1.1

2.9

反対

1.4

0.6

2.4

0.0

1.3

2.7

2.9

0.0

0.6

わから

ない

5.0

4.3

5.8

1.7

7.7

7.2

4.4

0.0

6.4

無回答

4.6

4.9

4.1

0.0

1.3

1.8

1.5

3.2

12.3

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 
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○結婚の状況別の傾向 

結婚していた（離婚・離別・死別など）女性では、“意見に賛成”が 79.2％にとどまってお

り、結婚している女性、結婚していない（未婚）女性の割合を９ポイント以上下回っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの男女、パート・派遣・アルバイト等の女性では、“意見に賛成”が９割強とな

っています。 

  

賛成

59.9

69.7

71.6

100.0

56.3

73.4

49.3

50.7

0.0

43.5

49.2

どちらかと

いえば賛成

27.8

19.7

19.7

0.0

22.9

15.6

36.4

34.8

100.0

43.5

37.7

どちらかと

いえば反対

1.4

0.9

0.4

0.0

2.1

1.6

2.0

1.9

0.0

4.3

1.6

反対

1.4

0.6

0.9

0.0
0.0

0.0

2.4

2.4

0.0

0.0

3.3

わからない

5.0

4.3

3.9

0.0

4.2

6.3

5.8

5.3

0.0

4.3

8.2

無回答

4.6

4.9

3.5

0.0

14.6

3.1

4.1

4.8

0.0

4.3

0.0

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 

賛成

59.9

69.7

66.7

80.8

70.2

61.9

49.3

47.7

58.0

26.3

41.4

どちらかと

いえば賛成

27.8

19.7

33.3

13.1

21.3

20.9

36.4

29.5

32.9

52.6

41.4

どちらかと

いえば反対

1.4

0.9

0.0

1.0

0.0

1.5

2.0

2.3

2.1

0.0

2.3

反対

1.4

0.6

0.0

0.0

1.1

0.7

2.4

4.5

1.4

5.3

2.3

わからない

5.0

4.3

0.0

2.0

5.3

6.0

5.8

9.1

4.9

5.3

5.7

無回答

4.6

4.9

0.0

3.0

2.1

9.0

4.1

6.8

0.7

10.5

6.9

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 
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（エ）女性は経済的に自立する必要はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも“意見に反対”が８割弱を占めています。女性では「反対」が 57.1％となってお

り、男性の割合を６ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下から 60歳代にかけて“意見に反対”が８割強を占めています。70歳以上では

“意見に反対”が 64.9％にとどまっており、他の年代の割合を 16ポイント以上下回ってい

ます。 

 

  

賛成

2.0

2.3

1.7

1.7

2.6

0.9

1.5

1.1

3.5

どちらかと

いえば賛成

6.1

4.3

7.8

5.1

5.1

5.4

2.9

9.5

7.0

どちらかと

いえば反対

23.4

22.3

24.8

25.4

16.7

20.7

24.3

25.3

26.9

反対

54.1

57.1

51.0

57.6

65.4

61.3

60.3

55.8

38.0

わから

ない

9.0

8.0

9.9

10.2

9.0

9.9

8.1

3.2

11.1

無回答

5.5

6.0

4.8

0.0

1.3

1.8

2.9

5.3

13.5

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 
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○結婚の状況別の傾向 

結婚していた（離婚・離別・死別など）女性では、“意見に反対”が 66.7％にとどまってお

り、結婚している女性、結婚していない（未婚）女性の割合を 13ポイント以上下回っていま

す。 

結婚していない（未婚）男性では、“意見に賛成”が 13.1％であり、結婚している男性の割

合を５ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性では“意見に反対”が 93.0％、パート・派遣・アルバイト等の女性、常

勤の勤めの男性では“意見に反対”が８割強となっています。 

賛成

2.0

2.3

1.7

0.0

8.3

0.0

1.7

1.0

0.0

4.3

3.3

どちらかと

いえば賛成

6.1

4.3

5.2

0.0

2.1

1.6

7.8

6.8

0.0

13.0

9.8

どちらかと

いえば反対

23.4

22.3

24.5

33.3

25.0

14.1

24.8

24.2

0.0

39.1

23.0

反対

54.1

57.1

57.6

66.7

41.7

65.6

51.0

53.6

100.0

26.1

50.8

わからない

9.0

8.0

5.7

0.0

10.4

15.6

9.9

9.7

0.0

4.3

13.1

無回答

5.5

6.0

5.2

0.0

12.5

3.1

4.8

4.8

0.0

13.0

0.0

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 

賛成

2.0

2.3

0.0

0.0

1.1

5.2

1.7

0.0

1.4

5.3

2.3

どちらかと

いえば賛成

6.1

4.3

9.5

1.0

6.4

3.7

7.8

9.1

5.6

15.8

9.2

どちらかと

いえば反対

23.4

22.3

33.3

15.2

27.7

22.4

24.8

25.0

26.6

21.1

23.0

反対

54.1

57.1

52.4

77.8

55.3

44.0

51.0

47.7

58.0

36.8

43.7

わからない

9.0

8.0

4.8

3.0

6.4

13.4

9.9

11.4

7.0

5.3

14.9

無回答

5.5

6.0

0.0

3.0

3.2

11.2

4.8

6.8

1.4

15.8

6.9

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（ともにフルタイム）の女性では、“意見に反対”が 97.2％となっています。 

 

 

  

賛成

1.3

1.7

0.0

1.6

2.9

0.0

4.2

1.0

2.4

0.0

0.0

0.0

2.8

どちらかと

いえば賛成

5.8

5.2

0.0

12.7

8.6

0.0

2.1

6.7

2.4

5.7

13.2

6.7

8.3

どちらかと

いえば反対

24.7

24.6

16.9

30.2

20.0

11.1

31.3

23.9

22.0

22.9

26.3

33.3

22.2

反対

55.7

57.8

80.3

46.0

48.6

77.8

45.8

54.1

58.5

58.6

50.0

60.0

36.1

わからない

7.4

5.6

0.0

6.3

14.3

11.1

6.3

9.6

7.3

11.4

5.3

0.0

19.4

無回答

4.9

5.2

2.8

3.2

5.7

0.0

10.4

4.8

7.3

1.4

5.3

0.0

11.1

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 
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（オ）結婚は個人の自由だから、人は結婚してもしなくてもどちらでもよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性では“意見に賛成”が 79.1％であり、男性の割合を 20ポイント上回っています。「賛

成」についても、男性を 23ポイント上回っています。 

男性では、“意見に反対”が 26.2％であり、女性の割合を 16ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29 歳以下では“意見に賛成”が 94.9％であるとともに、「賛成」が 84.7％を占めており、

特に若年者でこうした考え方に強く賛同する意識があることがわかります。“意見に賛成”は

年代とともに割合が減少、“意見に反対”はおおむね年代とともに割合が増加しており、70歳

以上では“意見に賛成”が 52.1％、“意見に反対”が 24.6％となっています。 

賛成

47.1

57.4

34.4

84.7

57.7

45.9

49.3

41.1

31.0

どちらかと

いえば賛成

22.6

21.7

24.1

10.2

23.1

27.0

22.1

29.5

21.1

どちらかと

いえば反対

10.9

6.9

16.0

1.7

6.4

14.4

8.1

13.7

15.2

反対

6.1

2.6

10.2

3.4

2.6

4.5

5.9

6.3

9.4

わから

ない

8.5

6.6

10.9

0.0

9.0

7.2

11.8

6.3

11.1

無回答

4.7

4.9

4.4

0.0

1.3

0.9

2.9

3.2

12.3

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 
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○結婚の状況別の傾向 

結婚していない（未婚）女性では、“意見に賛成”が 89.1％を占めているのに対し、結婚し

ていた（離婚・離別・死別など）女性では、“意見に賛成”が 62.5％にとどまっています。 

結婚していない（未婚）男性では、“意見に賛成”が 78.7％であり、結婚している男性の割

合を 24ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性では“意見に賛成”が 88.9％、常勤の勤めの男性では“意見に賛成”が

65.1％となっています。  

賛成

47.1

57.4

58.1

66.7

37.5

71.9

34.4

30.9

50.0

17.4

52.5

どちらかと

いえば賛成

22.6

21.7

22.3

33.3

25.0

17.2

24.1

23.2

0.0

30.4

26.2

どちらかと

いえば反対

10.9

6.9

7.0

0.0

12.5

1.6

16.0

18.4

0.0

26.1

4.9

反対

6.1

2.6

3.1

0.0

2.1

0.0

10.2

10.6

0.0

17.4

6.6

わからない

8.5

6.6

5.7

0.0

12.5

6.3

10.9

12.1

0.0

4.3

9.8

無回答

4.7

4.9

3.9

0.0

10.4

3.1

4.4

4.8

50.0

4.3

0.0

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 

賛成

47.1

57.4

42.9

71.7

51.1

53.7

34.4

29.5

37.8

31.6

32.2

どちらかと

いえば賛成

22.6

21.7

33.3

17.2

27.7

18.7

24.1

13.6

27.3

10.5

27.6

どちらかと

いえば反対

10.9

6.9

14.3

3.0

10.6

6.0

16.0

25.0

16.8

10.5

11.5

反対

6.1

2.6

0.0

1.0

3.2

3.7

10.2

13.6

6.3

21.1

12.6

わからない

8.5

6.6

9.5

4.0

5.3

9.0

10.9

11.4

10.5

15.8

10.3

無回答

4.7

4.9

0.0

3.0

2.1

9.0

4.4

6.8

1.4

10.5

5.7

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 
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（カ）結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性では“意見に賛成”が 73.4％であり、男性の割合を 19ポイント上回っています。「賛

成」についても、男性を 18ポイント上回っています。 

男性では、“意見に反対”が 29.2％であり、女性の割合を 17ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下と 30歳代では“意見に賛成”が８割以上となっており、29歳以下では 95.0％

と大多数を占めています。29歳以下では「賛成」が 81.4％を占めており、特に若年者でこ

うした考え方に強く賛同する意識があることがわかります。70歳以上では“意見に賛成”

が 39.7％にとどまっており、“意見に反対”との差が小さくなっています。  

賛成

39.5

47.7

29.3

81.4

61.5

41.4

43.4

32.6

14.0

どちらかと

いえば賛成

25.1

25.7

24.8

13.6

21.8

27.9

22.1

35.8

25.7

どちらかと

いえば反対

13.8

9.7

19.0

1.7

5.1

14.4

13.2

12.6

22.8

反対

5.9

2.3

10.2

3.4

1.3

3.6

5.1

7.4

10.5

わから

ない

11.1

9.4

12.9

0.0

9.0

11.7

14.7

8.4

14.0

無回答

4.6

5.1

3.7

0.0

1.3

0.9

1.5

3.2

12.9

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 
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○結婚の状況別の傾向 

結婚していない（未婚）女性では、“意見に賛成”が 87.5％を占めているのに対し、結婚し

ていた（離婚・離別・死別など）女性では、“意見に賛成”が 56.3％にとどまっています。 

結婚していない（未婚）男性では、“意見に賛成”が 70.5％を占めているのに対し、結婚し

ている男性では“意見に賛成”が 49.8％にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性では“意見に賛成”が 83.9％、常勤の勤めの男性では“意見に賛成”が

60.2％となっています。農・林・漁業、自営業、自由業、その他の男性では、“意見に反対”

が“意見に賛成”を上回っています。 

賛成

39.5

47.7

46.7

0.0

31.3

70.3

29.3

26.6

50.0

21.7

41.0

どちらかと

いえば賛成

25.1

25.7

27.9

66.7

25.0

17.2

24.8

23.2

50.0

26.1

29.5

どちらかと

いえば反対

13.8

9.7

10.0

33.3

10.4

3.1

19.0

22.2

0.0

21.7

8.2

反対

5.9

2.3

1.7

0.0

6.3

0.0

10.2

10.6

0.0

21.7

4.9

わからない

11.1

9.4

9.2

0.0

16.7

6.3

12.9

13.0

0.0

4.3

16.4

無回答

4.6

5.1

4.4

0.0

10.4

3.1

3.7

4.3

0.0

4.3

0.0

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 

賛成

39.5

47.7

47.6

66.7

48.9

32.8

29.3

27.3

35.0

21.1

23.0

どちらかと

いえば賛成

25.1

25.7

33.3

17.2

25.5

31.3

24.8

13.6

25.2

21.1

29.9

どちらかと

いえば反対

13.8

9.7

19.0

6.1

11.7

9.0

19.0

29.5

18.9

15.8

14.9

反対

5.9

2.3

0.0

1.0

2.1

3.7

10.2

13.6

6.3

10.5

14.9

わからない

11.1

9.4

0.0

6.1

9.6

13.4

12.9

9.1

14.0

21.1

11.5

無回答

4.6

5.1

0.0

3.0

2.1

9.7

3.7

6.8

0.7

10.5

5.7

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 
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（キ）結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性では“意見に賛成”が 71.4％であり、男性の割合を 11ポイント上回っています。男性

では、“意見に反対”が 21.1％であり、女性の割合を 12ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29 歳以下から 40 歳代にかけて“意見に賛成”が７割台半ばから８割強となっており、29

歳以下では 83.0％を占めています。“意見に賛成”は年代とともに割合が減少しており、70歳

以上では 49.7％にとどまっています。 

  

賛成

32.4

37.7

26.9

52.5

48.7

40.5

33.8

22.1

18.1

どちらかと

いえば賛成

33.7

33.7

33.3

30.5

26.9

34.2

36.0

42.1

31.6

どちらかと

いえば反対

10.3

5.7

16.0

8.5

5.1

10.8

8.1

15.8

11.7

反対

4.0

3.1

5.1

1.7

2.6

4.5

2.2

3.2

7.0

わから

ない

15.2

14.9

15.0

6.8

15.4

9.0

18.4

13.7

19.3

無回答

4.4

4.9

3.7

0.0

1.3

0.9

1.5

3.2

12.3

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
“意見に賛成” “意見に反対” 
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○結婚の状況別の傾向 

結婚していない（未婚）女性では、“意見に賛成”が 79.7％を占めているのに対し、結婚し

ていた（離婚・離別・死別など）女性では、“意見に賛成”が 58.4％にとどまっています。 

結婚している男性では、“意見に反対”が 22.2％であり、結婚していない（未婚）男性の割

合を５ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性では“意見に賛成”が 81.8％となっています。 

賛成

32.4

37.7

38.1

47.5

38.3

29.9

26.9

34.1

32.9

10.5

17.2

どちらかと

いえば賛成

33.7

33.7

38.1

34.3

31.9

33.6

33.3

31.8

32.9

21.1

36.8

どちらかと

いえば反対

10.3

5.7

0.0

7.1

7.4

4.5

16.0

18.2

15.4

15.8

16.1

反対

4.0

3.1

9.5

1.0

3.2

3.7

5.1

0.0

5.6

15.8

4.6

わからない

15.2

14.9

14.3

7.1

17.0

19.4

15.0

9.1

12.6

26.3

19.5

無回答

4.4

4.9

0.0

3.0

2.1

9.0

3.7

6.8

0.7

10.5

5.7

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％

賛成

32.4

37.7

36.7

33.3

31.3

50.0

26.9

25.1

50.0

26.1

32.8

どちらかと

いえば賛成

33.7

33.7

35.8

33.3

27.1

29.7

33.3

34.8

50.0

34.8

27.9

どちらかと

いえば反対

10.3

5.7

7.0

0.0

6.3

1.6

16.0

17.4

0.0

13.0

13.1

反対

4.0

3.1

2.6

0.0

6.3

3.1

5.1

4.8

0.0

13.0

3.3

わからない

15.2

14.9

14.0

33.3

18.8

12.5

15.0

13.5

0.0

8.7

23.0

無回答

4.4

4.9

3.9

0.0

10.4

3.1

3.7

4.3

0.0

4.3

0.0

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％

“意見に賛成” “意見に反対” 

“意見に賛成” “意見に反対” 
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（２）家事における男女のかかわり 

問 42．あなたの家庭では、以下の家事について、女性と男性のどちらがより多くかか

わっていますか。（ア～キの各行ごとに、当てはまるものに○を１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

（ア）～（キ）の各項目とも「女性（妻、母親、祖母、娘など）」の割合が「男性（夫、父

親、祖父、息子など）」「女性・男性がほぼ同じように担っている」を上回っており、（ア）《食

事の準備》、（エ）《洗濯》では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が６割台で「女性・男性が

ほぼ同じように担っている」の割合を 43ポイント以上上回っています。 

このほか、（オ）《日常の買い物》では「女性・男性がほぼ同じように担っている」が 29.8％

であり、「女性（妻、母親、祖母、娘など）」との差が 17ポイントにとどまっています。 

 

 

 

  

女性

67.3

48.0

51.2

60.5

47.4

32.7

16.4

男性

5.3

12.5

11.1

7.8

8.4

2.1

3.8

女性・男性が

ほぼ同じ

13.1

25.2

22.9

17.0

29.8

18.4

9.6

家庭に一方の

性しかいない

8.7

8.8

8.5

8.5

8.7

4.6

5.2

その他

0.2

0.0

0.6

0.2

0.0

0.2

0.6

対象が

いない

33.6

56.4

無回答

5.5

5.5

5.6

6.1

5.8

8.5

8.1

食事の準備

食事の後片付け

部屋の掃除

洗濯

日常の買い物

子どもの世話や教育

高齢者・病人の介護

n=658

単位:％

（ア） 

（イ） 

（ウ） 

（エ） 

（オ） 

（カ） 

（キ） 
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○経年比較 

（キ）を除く各項目とも、平成 26年度調査から今回調査にかけて「女性（妻、母親、祖母、

娘など）」の割合が減少して「女性・男性がほぼ同じように担っている」の割合が増加してい

ます。特に（イ）《食事の後片付け》では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 14ポイント

減少し、「女性・男性がほぼ同じように担っている」が 11 ポイント増加しています。家事を

女性のみが行う状態から、男女がともに担うように変化しつつありますが、依然として女性

のみが行う状態が主流であることがわかります。 

 

 

  

女性

67.3

76.2

48.0

62.0

51.2

62.8

60.5

71.1

47.4

59.2

32.7

38.7

16.4

16.0

男性

5.3

2.0

12.5

9.0

11.1

6.5

7.8

3.3

8.4

3.3

2.1

1.1

3.8

2.9

女性・男性が

ほぼ同じ

13.1

7.1

25.2

13.7

22.9

14.9

17.0

10.3

29.8

22.0

18.4

11.3

9.6

6.5

家庭に一方の

性しかいない

8.7

8.0

8.8

8.0

8.5

8.0

8.5

8.0

8.7

8.3

4.6

2.7

5.2

2.7

その他

0.2

0.0

0.0

0.0

0.6

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0

0.2

0.1

0.6

1.1

対象が

いない

33.6

34.9

56.4

59.5

無回答

5.5

6.7

5.5

7.3

5.6

7.6

6.1

7.3

5.8

7.2

8.5

11.1

8.1

11.3

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％

（ア）食事の準

備

（キ）高齢者・

病人の介護

（カ）子どもの

世話や教育

（オ）日常の

買い物

（エ）洗濯

（ウ）部屋の掃除

（イ）食事の後

片付け
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（ア）食事の準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 70.3％、男性回答者では「女性（妻、

母親、祖母、娘など）」が 63.3％となっています。女性回答者の「女性（妻、母親、祖母、娘

など）」は男性回答者の割合を７ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が６割以上となっており、40歳代では７

割に達しています。 

  

女性

67.3

70.3

63.3

69.5

62.8

73.0

67.6

68.4

63.7

男性

5.3

3.4

7.8

3.4

9.0

6.3

5.9

4.2

4.1

女性・男性が

ほぼ同じ

13.1

12.6

14.3

15.3

14.1

9.9

11.8

14.7

14.6

家庭に一方の

性しかいない

8.7

7.7

9.9

11.9

10.3

8.1

9.6

8.4

7.0

その他

0.2

0.3

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

無回答

5.5

5.7

4.8

0.0

3.8

1.8

5.1

4.2

10.5

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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○共働きの状況別の傾向 

女性回答者では、共働きかどうかを問わず「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が７割以上

となっています。共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の男女、夫だけ仕事を持っ

ている男女では、「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が８割強となっています。 

男性回答者では、共働き（ともにフルタイム）で「女性・男性がほぼ同じように担ってい

る」が 22.0％となっています。 

 

  

女性

76.0

77.2

73.2

84.1

82.9

77.8

70.8

74.2

61.0

81.4

84.2

60.0

66.7

男性

5.4

4.3

7.0

3.2

2.9

11.1

2.1

6.7

9.8

7.1

7.9

0.0

5.6

女性・男性が

ほぼ同じ

15.1

15.1

16.9

11.1

8.6

11.1

20.8

15.3

22.0

11.4

5.3

40.0

19.4

家庭に一方の

性しかいない

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.5

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

その他

0.2

0.4

0.0

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無回答

2.9

2.6

2.8

1.6

2.9

0.0

4.2

3.3

4.9

0.0

2.6

0.0

8.3

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
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（イ）食事の後片付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 57.4％、男性回答者では「女性（妻、

母親、祖母、娘など）」が 37.1％となっています。女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、

娘など）」と「女性・男性がほぼ同じように担っている」の差が 38ポイントであるのに対し、

男性回答者では両者の差が５ポイントを下回っています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下と 50歳代、60歳代では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が５割強となって

いますが、30歳代では 35.9％にとどまっています。30歳代では「女性・男性がほぼ同じよ

うに担っている」が 33.3％であり、他の年代を６ポイント以上上回っています。 

  

女性

48.0

57.4

37.1

54.2

35.9

45.0

54.4

50.5

47.4

男性

12.5

9.7

15.6

10.2

16.7

17.1

8.1

12.6

11.7

女性・男性が

ほぼ同じ

25.2

19.4

32.3

23.7

33.3

27.0

22.8

24.2

23.4

家庭に一方の

性しかいない

8.8

8.0

9.9

11.9

10.3

9.0

9.6

8.4

7.0

その他

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無回答

5.5

5.4

5.1

0.0

3.8

1.8

5.1

4.2

10.5

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女性回答者、夫だけ仕事を持っている

女性回答者では、「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が７割台であるのに対し、共働き（とも

にフルタイム）の女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 45.1％、「女性・男

性がほぼ同じように担っている」が 32.4％となっています。 

共働き（ともにフルタイム）の男性回答者では、「女性・男性がほぼ同じように担っている」

が 46.3％であり、「女性（妻、母親、祖母、娘など）」を上回っています。 

 

  

女性

52.8

61.2

45.1

77.8

71.4

66.7

50.0

43.1

34.1

40.0

55.3

40.0

44.4

男性

13.9

12.9

19.7

6.3

8.6

11.1

16.7

15.3

12.2

21.4

10.5

20.0

8.3

女性・男性が

ほぼ同じ

29.7

22.8

32.4

14.3

14.3

22.2

29.2

37.3

46.3

38.6

31.6

40.0

36.1

家庭に一方の

性しかいない

0.7

0.9

0.0

0.0

2.9

0.0

2.1

0.5

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

その他

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無回答

2.9

2.2

2.8

1.6

2.9

0.0

2.1

3.8

4.9

0.0

2.6

0.0

11.1

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
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（ウ）部屋の掃除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 58.6％、男性回答者では「女性（妻、

母親、祖母、娘など）」が 42.5％となっています。女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、

娘など）」と「女性・男性がほぼ同じように担っている」の差が 38ポイントであるのに対し、

男性回答者では両者の差が 15ポイントとなっています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 62.7％となっているのに対し、30歳

代では 35.9％にとどまっています。30 歳代では「女性・男性がほぼ同じように担っている」

が 32.1％であり、他の年代を８ポイント以上上回っています。 

女性

51.2

58.6

42.5

62.7

35.9

53.2

55.9

54.7

48.0

男性

11.1

7.4

14.6

8.5

16.7

13.5

6.6

9.5

11.1

女性・男性が

ほぼ同じ

22.9

20.0

27.6

15.3

32.1

23.4

22.8

22.1

22.8

家庭に一方の

性しかいない

8.5

7.4

9.9

11.9

10.3

8.1

9.6

8.4

6.4

その他

0.6

0.6

0.7

1.7

1.3

0.0

0.0

1.1

0.6

無回答

5.6

6.0

4.8

0.0

3.8

1.8

5.1

4.2

11.1

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女性回答者、夫だけ仕事を持っている

女性回答者では、「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が７割台となっているのに対し、共働き

（ともにフルタイム）の女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 56.3％、「女

性・男性がほぼ同じように担っている」が 29.6％となっています。 

 

  

女性

57.5

65.1

56.3

74.6

74.3

88.9

50.0

48.3

51.2

47.1

52.6

26.7

50.0

男性

11.5

7.8

11.3

3.2

5.7

0.0

12.5

15.8

17.1

21.4

7.9

20.0

11.1

女性・男性が

ほぼ同じ

27.6

24.1

29.6

20.6

17.1

11.1

31.3

32.1

24.4

31.4

36.8

53.3

30.6

家庭に一方の

性しかいない

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.5

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

その他

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無回答

2.9

2.6

2.8

1.6

2.9

0.0

4.2

3.3

4.9

0.0

2.6

0.0

8.3

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％



第３章 調査結果 

 

91 

（エ）洗濯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 65.1％、男性回答者では「女性（妻、

母親、祖母、娘など）」が 55.1％となっています。女性回答者の「女性（妻、母親、祖母、娘

など）」は男性回答者の割合を 10ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下と 50歳代から 70歳以上にかけて「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が６割台と

なっているのに対し、40歳代では 57.7％、30歳代では 41.0％となっています。30歳代では

「女性・男性がほぼ同じように担っている」が 33.3％であり、他の年代を 14ポイント以上上

回っています。 

女性

60.5

65.1

55.1

69.5

41.0

57.7

65.4

63.2

62.6

男性

7.8

4.6

11.6

1.7

11.5

12.6

5.1

11.6

5.3

女性・男性が

ほぼ同じ

17.0

16.3

18.0

16.9

33.3

18.9

14.7

10.5

14.0

家庭に一方の

性しかいない

8.5

7.4

9.9

11.9

10.3

8.1

9.6

8.4

6.4

その他

0.2

0.3

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

無回答

6.1

6.3

5.4

0.0

3.8

1.8

5.1

6.3

11.7

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女性回答者では、「女性（妻、母親、祖

母、娘など）」が 81.0％となっているのに対し、共働き（ともにフルタイム）の女性回答者で

は「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 54.9％、「女性・男性がほぼ同じように担っている」

が 33.8％となっています。 

 

 

 

  

女性

66.3

69.8

54.9

81.0

71.4

77.8

70.8

62.2

53.7

64.3

71.1

60.0

58.3

男性

8.5

5.2

8.5

3.2

2.9

11.1

4.2

12.4

9.8

17.1

7.9

13.3

8.3

女性・男性が

ほぼ同じ

21.1

21.1

33.8

14.3

20.0

11.1

16.7

21.1

29.3

18.6

18.4

26.7

22.2

家庭に一方の

性しかいない

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.5

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

その他

0.2

0.4

0.0

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無回答

3.4

3.0

2.8

1.6

2.9

0.0

6.3

3.8

4.9

0.0

2.6

0.0

11.1

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
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（オ）日常の買い物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 53.7％、男性回答者では「女性（妻、

母親、祖母、娘など）」が 39.5％となっています。女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、

娘など）」と「女性・男性がほぼ同じように担っている」の差が 26ポイントであるのに対し、

男性回答者では両者の差が６ポイントとなっています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 61.0％となっているのに対し、60歳

代では 37.9％にとどまっています。60 歳代では「女性・男性がほぼ同じように担っている」

が 41.1％であり、「女性（妻、母親、祖母、娘など）」を上回って最も多い回答となっていま

す。  

女性

47.4

53.7

39.5

61.0

41.0

47.7

52.9

37.9

46.8

男性

8.4

4.9

12.9

3.4

10.3

13.5

7.4

7.4

7.6

女性・男性が

ほぼ同じ

29.8

27.7

32.7

23.7

34.6

27.9

25.0

41.1

28.1

家庭に一方の

性しかいない

8.7

7.7

9.9

11.9

10.3

9.0

9.6

8.4

6.4

その他

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無回答

5.8

6.0

5.1

0.0

3.8

1.8

5.1

5.3

11.1

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

29歳以下(n=59)

30歳代(n=78)

40歳代(n=111)

50歳代(n=136)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女性回答者では、「女性（妻、母親、祖

母、娘など）」が 69.8％であり、共働き（ともにフルタイム）の女性回答者、夫だけ仕事を持

っている女性回答者、夫婦とも無職の女性回答者の割合を 12 ポイント以上上回っています。 

共働き（ともにフルタイム）の男性回答者では、「女性・男性がほぼ同じように担っている」

が 41.5％であり、「女性（妻、母親、祖母、娘など）」を上回っています。 

 

 

  

女性

51.7

57.3

52.1

69.8

57.1

44.4

47.9

44.5

34.1

45.7

55.3

46.7

41.7

男性

8.3

5.2

8.5

1.6

5.7

11.1

4.2

12.0

17.1

12.9

10.5

0.0

11.1

女性・男性が

ほぼ同じ

36.4

34.1

36.6

27.0

31.4

44.4

41.7

39.7

41.5

41.4

31.6

53.3

38.9

家庭に一方の

性しかいない

0.7

0.9

0.0

0.0

2.9

0.0

2.1

0.5

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

その他

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無回答

2.9

2.6

2.8

1.6

2.9

0.0

4.2

3.3

4.9

0.0

2.6

0.0

8.3

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％



第３章 調査結果 

 

95 

（カ）子どもの世話や教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 38.3％、男性回答者では「女性（妻、

母親、祖母、娘など）」が 25.9％となっています。女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、

娘など）」と「女性・男性がほぼ同じように担っている」の差が 23ポイントであるのに対し、

男性回答者では両者の差が５ポイントを下回っています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下と 40歳代では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が４割台となっているのに対

し、60歳代では 25.3％にとどまっています。60歳代と 70歳以上では、「女性（妻、母親、祖

母、娘など）」と「女性・男性がほぼ同じように担っている」の差が 10 ポイントを下回って

います。  

女性

32.7

38.3

25.9

45.8

38.5

44.1

36.8

25.3

19.3

男性

2.1

1.7

2.7

0.0

2.6

3.6

1.5

3.2

1.8

女性・男性が

ほぼ同じ

18.4

14.6

23.1

20.3

25.6

22.5

15.4

23.2

11.7

家庭に一方の

性しかいない

4.6

4.6

4.8

8.5

5.1

6.3

3.7

4.2

2.9

その他

0.2

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

対象が

いない

33.6

32.9

34.4

25.4

26.9

22.5

33.8

38.9

43.3

無回答

8.5

8.0

8.8

0.0

1.3

0.9

8.8

4.2

21.1

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

16～29歳(n=59)

30～39歳(n=78)

40～49歳(n=111)

50～59歳(n=136)

60～69歳(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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○共働きの状況別の傾向 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の女性回答者では、「女性（妻、母親、祖

母、娘など）」が 60.3％であり、共働き（ともにフルタイム）の女性回答者、夫だけ仕事を持

っている女性回答者、夫婦とも無職の女性回答者の割合を 12 ポイント以上上回っています。 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の男性回答者では、「女性（妻、母親、祖

母、娘など）」が 44.1％であり、共働き（どちらか、またはともにパートタイム）の男性回答

者、夫だけ仕事を持っている男性回答者、夫婦とも無職の男性回答者の割合を５ポイント以

上を上回っています。 

 

  

女性

37.8

43.5

47.9

60.3

42.9

22.2

20.8

45.8

38.5

44.1

36.8

25.3

19.3

男性

2.0

1.7

1.4

0.0

0.0

0.0

6.3

0.0

2.6

3.6

1.5

3.2

1.8

女性・男性が

ほぼ同じ

20.9

15.9

23.9

11.1

11.4

22.2

12.5

20.3

25.6

22.5

15.4

23.2

11.7

家庭に一方の

性しかいない

0.9

1.3

1.4

0.0

2.9

0.0

2.1

8.5

5.1

6.3

3.7

4.2

2.9

その他

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

対象が

いない

31.5

31.0

22.5

22.2

37.1

55.6

45.8

25.4

26.9

22.5

33.8

38.9

43.3

無回答

7.0

6.5

2.8

6.3

5.7

0.0

12.5

0.0

1.3

0.9

8.8

4.2

21.1

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％
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（キ）高齢者・病人の介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 22.3％、男性回答者では「女性（妻、

母親、祖母、娘など）」が 9.5％となっています。女性回答者では「女性（妻、母親、祖母、

娘など）」が「女性・男性がほぼ同じように担っている」を上回っているのに対し、男性回答

者では「女性・男性がほぼ同じように担っている」が「女性（妻、母親、祖母、娘など）」を

上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29 歳以下と 70 歳以上では「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が２割強となっています。

30歳代を除く各年代で「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が「女性・男性がほぼ同じように

担っている」を上回っているのに対し、30歳代では「女性・男性がほぼ同じように担ってい

る」が「女性（妻、母親、祖母、娘など）」を上回っています。 

女性

16.4

22.3

9.5

23.7

6.4

12.6

15.4

18.9

20.5

男性

3.8

1.4

6.8

1.7

3.8

3.6

5.1

4.2

3.5

女性・男性が

ほぼ同じ

9.6

8.0

11.9

8.5

7.7

6.3

8.8

16.8

9.9

家庭に一方の

性しかいない

5.2

4.6

5.8

8.5

5.1

5.4

5.1

5.3

4.1

その他

0.6

1.1

0.0

0.0

0.0

1.8

0.7

1.1

0.0

対象が

いない

56.4

55.1

57.5

57.6

74.4

68.5

56.6

49.5

43.3

無回答

8.1

7.4

8.5

0.0

2.6

1.8

8.1

4.2

18.7

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

16～29歳(n=59)

30～39歳(n=78)

40～49歳(n=111)

50～59歳(n=136)

60～69歳(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％
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○共働きの状況別の傾向 

夫だけ仕事を持っている男性回答者では、「女性（妻、母親、祖母、娘など）」が 15.8％で

あり、「女性・男性がほぼ同じように担っている」を上回っています。 

 

  

女性

15.1

20.7

16.9

23.8

17.1

11.1

22.9

8.6

4.9

4.3

15.8

6.7

8.3

男性

3.1

0.9

0.0

0.0

2.9

0.0

2.1

5.7

4.9

5.7

5.3

0.0

5.6

女性・男性が

ほぼ同じ

10.3

7.3

4.2

3.2

11.4

11.1

14.6

13.9

12.2

21.4

10.5

6.7

11.1

家庭に一方の

性しかいない

0.7

0.9

1.4

0.0

0.0

0.0

2.1

0.5

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

その他

0.9

1.7

0.0

4.8

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

対象が

いない

62.5

61.6

73.2

60.3

60.0

77.8

45.8

63.2

68.3

65.7

63.2

86.7

50.0

無回答

7.4

6.9

4.2

7.9

5.7

0.0

12.5

8.1

7.3

2.9

5.3

0.0

25.0

全体(n=445)

女性全体(n=232)

共働き（ともにフルタイム）(n=71) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=63)

夫だけ仕事を持っている(n=35)                  

妻だけ仕事を持っている(n=9)                 

夫婦とも無職(n=48)                 

男性全体(n=209) 

共働き（ともにフルタイム）(n=41) 

共働き（どちらか、またはともにパートタイム）(n=70)

夫だけ仕事を持っている(n=38)                  

妻だけ仕事を持っている(n=15)                 

夫婦とも無職(n=36)                 

単位:％



第３章 調査結果 

 

99 

（３）夫婦の名字（姓） 

問 43．現在、夫婦は同じ名字（姓）を名乗るよう、法律で義務づけられています。あ

なたは、夫婦の名字についてどのように考えていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改めた方がよい」が 32.2％

で最も多く、「結婚前の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」（28.3％）、「夫婦

は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を改める必要はない」（27.2％）が続きます。 

 

○経年比較 

平成 26 年度調査では「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を改める必要はない」

（52.9％）が半数以上を占めて最も多くなっていましたが、平成 26年度調査から今回調査に

かけて 25ポイント減少して、今回調査では「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるよ

うに、法律を改めた方がよい」「結婚前の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」

を下回っています。一方、「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改め

た方がよい」「結婚前の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」については、平

成 26年度調査から今回調査にかけて 13ポイント以上増加しています。 

  

夫婦は同じ名字（姓）を

名乗るべき

27.2

52.9

結婚前の名字（姓）を

通称として使える

32.2

18.8

結婚前の名字（姓）を

名乗れる

28.3

13.0

その他

7.3

7.2

無回答

5.0

8.2

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％



 

 

100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性は回答者全体と同様に「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改

めた方がよい」が最も多く、「結婚前の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」、

「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を改める必要はない」が続きます。一方、男性

は「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を改める必要はない」が最も多く、「結婚前

の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改めた方がよい」、「結婚前の名字（姓）

を名乗れるように法律を改めた方がよい」が続きます。 

女性の「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改めた方がよい」は男

性の割合を６ポイント上回っているのに対し、男性の「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべき

で、法律を改める必要はない」は女性の割合を 12ポイント上回っています。 

 

夫婦は同じ名字（姓）を

名乗るべき

27.2

22.0

34.0

20.3

24.4

26.1

21.3

27.4

36.8

結婚前の名字（姓）を

通称として使える

32.2

34.9

28.9

30.5

32.1

36.9

29.4

37.9

28.7

結婚前の名字（姓）を

名乗れる

28.3

28.6

27.9

40.7

29.5

27.0

36.8

25.3

19.3

その他

7.3

8.0

6.1

8.5

11.5

8.1

8.1

7.4

3.5

無回答

5.0

6.6

3.1

0.0

2.6

1.8

4.4

2.1

11.7

全体(n=658)

女性(n=350)

男性(n=294)

16～29歳(n=59)

30～39歳(n=78)

40～49歳(n=111)

50～59歳(n=136)

60～69歳(n=95)

70歳以上(n=171)

単位:％



第３章 調査結果 

 

101 

○年代別の傾向 

29歳以下と 50歳代では「結婚前の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」が

４割前後で最も多く、「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改めた方

がよい」が続きます。30 歳代、40 歳代と 60 歳代では「結婚前の名字（姓）を「通称」とし

て使えるように、法律を改めた方がよい」が最も多く、30歳代と 40歳代では「結婚前の名字

（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」が、60歳代では「夫婦は同じ名字（姓）を

名乗るべきで、法律を改める必要はない」が続きます。70歳以上では「夫婦は同じ名字（姓）

を名乗るべきで、法律を改める必要はない」が 36.8％で最も多く、「結婚前の名字（姓）を「通

称」として使えるように、法律を改めた方がよい」が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○結婚の状況別の傾向 

結婚していない（未婚）女性では、「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、

法律を改めた方がよい」が 45.3％であり、結婚している女性、結婚していた（離婚・離別・

死別など）女性の割合を９ポイント以上上回っています。 

結婚していない（未婚）男性では、「結婚前の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方

がよい」が 37.7％であり、結婚している男性の割合を 10ポイント上回っています。  

夫婦は同じ名字（姓）を

名乗るべき

27.2

22.0

23.1

0.0

27.1

12.5

34.0

32.4

0.0

52.2

32.8

結婚前の名字（姓）を

通称として使える

32.2

34.9

35.8

33.3

20.8

45.3

28.9

31.9

0.0

26.1

21.3

結婚前の名字（姓）を

名乗れる

28.3

28.6

29.3

33.3

25.0

29.7

27.9

27.5

0.0

8.7

37.7

その他

7.3

8.0

8.3

33.3

8.3

6.3

6.1

4.8

50.0

8.7

8.2

無回答

5.0

6.6

3.5

0.0

18.8

6.3

3.1

3.4

50.0

4.3

0.0

全体(n=658)

女性全体(n=350)

結婚している(n=229)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=3)

していた（離婚・離別・死別など）(n=48) 

していない（未婚）(n=64)

男性全体(n=294)

結婚している(n=207)

していないが事実上の婚姻関係にある(n=2)

していた（離婚・離別・死別など）(n=23) 

していない（未婚）(n=61)

単位:％
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○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性では「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改めた

方がよい」が 43.4％であり、他の職業の女性の割合を８ポイント以上上回っています。学生・

家事専業・無職の男性では、「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を改める必要はな

い」が 44.8％であり、他の職業の男性の割合を 10ポイント以上上回っています。 

 

  

夫婦は同じ名字（姓）を

名乗るべき

27.2

22.0

33.3

14.1

21.3

26.9

34.0

34.1

25.9

47.4

44.8

結婚前の名字（姓）を

通称として使える

32.2

34.9

28.6

43.4

35.1

29.9

28.9

27.3

30.8

31.6

26.4

結婚前の名字（姓）を

名乗れる

28.3

28.6

28.6

27.3

31.9

27.6

27.9

27.3

34.3

10.5

21.8

その他

7.3

8.0

4.8

7.1

8.5

8.2

6.1

6.8

8.4

5.3

2.3

無回答

5.0

6.6

4.8

8.1

3.2

7.5

3.1

4.5

0.7

5.3

4.6

全体(n=658)

女性全体(n=350)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=21)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=99)      

パート・派遣・アルバイト等(n=94) 

学生・家事専業・無職(n=134)

男性全体(n=294)

農・林・漁業、自営業、自由業、その他(n=44)

常勤の勤め（会社員・公務員等）(n=143)     

パート・派遣・アルバイト等(n=19) 

学生・家事専業・無職(n=87)

単位:％
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５ 男女間の暴力（DV）や人権について 

（１）メディアにおける性・暴力表現 

問44．テレビ・映画・新聞・雑誌・インターネット（SNSなど）・オンラインゲームなど

のメディアにおける性・暴力表現について、あなたはどのように考えていますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

「性・暴力表現を望まない人や子どもの目にも触れてしまう」が 51.8％で最も多く、「社会

全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれる」（37.4％）、「児童に対する暴力や性犯罪を助

長する」（33.0％）、「女性に対する暴力や性犯罪を助長する」（30.5％）が続きます。 

 

○経年比較 

上位４項目については、今回調査・平成 26年度調査とも同様の順位となっています。平成

51.8

37.4

33.0

30.5

26.7

24.3

5.6

12.3

6.7

49.5

42.4

31.0

26.2

17.0

18.3

4.1

11.5

7.9

0% 20% 40% 60%

性・暴力表現を望まない人や子どもの

目にも触れてしまう

社会全体の性に関する道徳観・倫理観が

損なわれる

児童に対する暴力や性犯罪を助長する

女性に対する暴力や性犯罪を助長する

女性のイメージや男性のイメージについて

かたよった表現をしている

女性の性的側面を過度に強調するなど、

女性の人権が侵害されている

その他

特に問題はない

無回答 令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

(複数回答)
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26 年度調査から今回調査にかけて、「女性のイメージや男性のイメージについてかたよった

表現をしている」が９ポイント、「女性の性的側面を過度に強調するなど、女性の人権が侵害

されている」が６ポイント増加しているのに対し、「社会全体の性に関する道徳観・倫理観が

損なわれる」が５ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも「性・暴力表現を望まない人や子どもの目にも触れてしまう」が最も多く、女性

は「児童に対する暴力や性犯罪を助長する」が、男性は「社会全体の性に関する道徳観・倫理

観が損なわれる」が続きます。女性の「性・暴力表現を望まない人や子どもの目にも触れて

しまう」は男性を 10ポイント上回っているのに対し、男性の「社会全体の性に関する道徳観・

倫理観が損なわれる」は女性を 12ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29 歳以下から 60 歳代にかけて「性・暴力表現を望まない人や子どもの目にも触れてしま

う」が最も多く、50 歳代と 60 歳代では６割強となっています。29 歳以下では「女性のイメ

ージや男性のイメージについてかたよった表現をしている」と「特に問題はない」が、30歳

代では「女性のイメージや男性のイメージについてかたよった表現をしている」が、40歳代

全
体

社
会
全
体
の
性
に
関
す
る
道
徳
観
・

倫
理
観
が
損
な
わ
れ
る

女
性
の
イ
メ
ー

ジ
や
男
性
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
か
た
よ
っ

た
表
現
を
し

て
い
る

性
・
暴
力
表
現
を
望
ま
な
い
人
や
子

ど
も
の
目
に
も
触
れ
て
し
ま
う

児
童
に
対
す
る
暴
力
や
性
犯
罪
を
助

長
す
る

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
性
犯
罪
を
助

長
す
る

女
性
の
性
的
側
面
を
過
度
に
強
調
す

る
な
ど
、

女
性
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

て
い
る

そ
の
他

特
に
問
題
は
な
い

無
回
答

658 246 176 341 217 201 160 37 81 44
100.0 37.4 26.7 51.8 33.0 30.5 24.3 5.6 12.3 6.7

350 112 91 197 122 111 89 15 36 29
100.0 32.0 26.0 56.3 34.9 31.7 25.4 4.3 10.3 8.3

294 130 80 136 89 85 67 19 44 13
100.0 44.2 27.2 46.3 30.3 28.9 22.8 6.5 15.0 4.4

59 16 18 22 13 14 13 4 18 -
100.0 27.1 30.5 37.3 22.0 23.7 22.0 6.8 30.5 -

78 13 22 38 18 15 11 3 21 2
100.0 16.7 28.2 48.7 23.1 19.2 14.1 3.8 26.9 2.6

111 39 30 55 38 36 23 10 17 1
100.0 35.1 27.0 49.5 34.2 32.4 20.7 9.0 15.3 0.9

136 54 40 84 50 49 38 9 8 5
100.0 39.7 29.4 61.8 36.8 36.0 27.9 6.6 5.9 3.7

95 43 26 61 40 40 28 7 5 2
100.0 45.3 27.4 64.2 42.1 42.1 29.5 7.4 5.3 2.1

171 79 39 77 54 44 46 3 11 32
100.0 46.2 22.8 45.0 31.6 25.7 26.9 1.8 6.4 18.7

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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から 60 歳代にかけては「社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれる」が続きます。 

70歳以上では「社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれる」が 46.2％で最も多く、

「性・暴力表現を望まない人や子どもの目にも触れてしまう」が続きます。このほか、60歳

代では「児童に対する暴力や性犯罪を助長する」「女性に対する暴力や性犯罪を助長する」が

いずれも 42.1％であり、他の年代を５ポイント以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○DVの被害経験別の傾向 

DV 被害の有無にかかわらず「性・暴力表現を望まない人や子どもの目にも触れてしまう」

が最も多くなっており、DVを受けたことがある人では「児童に対する暴力や性犯罪を助長す

る」が、受けたことがない人では「社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれる」が続

きます。 

DV被害を受けたことがある人の「女性に対する暴力や性犯罪を助長する」「児童に対する暴

力や性犯罪を助長する」「特に問題はない」は、受けたことがない人の割合を７ポイント以上

上回っています。 

  

全
体

社
会
全
体
の
性

に
関
す
る
道
徳

観
・
倫

理
観
が
損
な

わ
れ
る

女
性
の
イ
メ
ー

ジ
や
男
性
の
イ

メ
ー

ジ

に
つ
い
て
か
た

よ
っ

た
表
現
を

し
て
い

る

性
・
暴
力
表
現

を
望
ま
な
い
人

や
子
ど

も
の
目
に

も
触
れ
て
し
ま

う

児
童
に
対
す
る

暴
力
や
性
犯
罪

を
助
長

す
る

女
性
に
対
す
る

暴
力
や
性
犯
罪

を
助
長

す
る

女
性
の
性
的
側

面
を
過
度
に
強

調
す
る

な
ど
、

女
性
の

人
権
が
侵
害
さ

れ
て
い

る
そ
の
他

特
に

問
題
は
な
い

無
回
答

658 246 176 341 217 201 160 37 81 44
100.0 37.4 26.7 51.8 33.0 30.5 24.3 5.6 12.3 6.7
120 46 34 70 49 47 29 7 20 4

100.0 38.3 28.3 58.3 40.8 39.2 24.2 5.8 16.7 3.3
397 159 105 215 129 115 96 20 38 22

100.0 40.1 26.4 54.2 32.5 29.0 24.2 5.0 9.6 5.5
141 41 37 56 39 39 35 10 23 18

100.0 29.1 26.2 39.7 27.7 27.7 24.8 7.1 16.3 12.8

全体

D
V
被
害

受けたことがある

受けたことがない

無回答
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（２）セクシュアル・ハラスメントの有無 

問 45．あなたの職場や学校などにセクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）はあ

りますか。次のようなことを自分自身が受けていたり、見たり聞いたりしたこと

がありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査は「行為を受けたり、見たり聞いたりしたことはあるが、詳しく答えたくない」なし。 

 

○全体の傾向 

職場や学校などで何らかのセクシュアル・ハラスメントを受けたり、見たり聞いたことが

あるのは 40.5％であり、受けたことも見たり聞いたりしたこともないという回答は 39.7％と

なっています。 

12.5

7.1

7.1

6.5

3.8

3.6

3.3

2.1

0.9

0.8

0.5

7.0

10.2

39.7

19.8

17.0

7.3

9.5

4.3

6.1

4.3

7.2

3.0

1.6

1.4

0.4

6.0

41.4

22.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

容姿や服装、年齢、身体的特徴について

話題にされた

結婚、子どもの有無など私生活に関わることに

ついて必要以上に質問されたり、話題にされた

「男の子、女の子」「おじさん、おばさん」と

いった呼び方をされた

性的な話をされたり、性的な経験について

尋ねられた

宴会などでお酌やデュエットを強要されたり、

席を指定された

不必要に身体をさわられた

「男のくせに」「女には仕事を任せられない」

などと言われた

理不尽な誘いを断ったら、パワーハラスメント

（社会的立場を利用した嫌がらせ）を受けた

立場や地位を利用して、性的な関係を迫られた

執拗に交際を求められた

週刊誌などのヌード写真をみせられた

その他

行為を受けたり、見たり聞いたことはあるが、

詳しく答えたくない

受けたことも見たり聞いたりしたこともない

無回答

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

(複数回答)
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具体的な行為の内容については、「容姿や服装、年齢、身体的特徴について話題にされた」

が 12.5％で最も多く、「結婚、子どもの有無など私生活に関わることについて必要以上に質問

されたり、話題にされた」「「男の子、女の子」「おじさん、おばさん」といった呼び方をされ

た」（それぞれ 7.1％）、「性的な話をされたり、性的な体験について尋ねられた」（6.5％）が

続きます。このほか、行為を受けたり、見たり聞いたりしたことがあるが、詳しく答えたく

ないという回答が 10.2％となっています。 

 

○経年比較 

今回調査で選択肢の追加を行ったため、比較に際しては留意が必要ですが、選択肢として

挙げた各行為について、平成 26年度調査結果と比較して傾向に大きな違いはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも、受けたことも見たり聞いたりしたこともないという回答が最も多くなっており、

「容姿や服装、年齢、身体的特徴について話題にされた」が続きます。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも、受けたことも見たり聞いたりしたこともないという回答が最も多くなってお

り、30歳代から 50歳代にかけては「容姿や服装、年齢、身体的特徴について話題にされた」

が、60歳代では「「男の子、女の子」「おじさん、おばさん」といった呼び方をされた」が続

きます。また、29 歳以下と 70 歳以上では、行為を受けたり見たり聞いたりしたことはある

全
体

性
的
な
話
を
さ
れ
た
り
、

性
的
な
経
験
に

つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た

容
姿
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装
、

年
齢
、

身
体
的
特
徴
に
つ

い
て
話
題
に
さ
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た

結
婚
、

子
ど
も
の
有
無
な
ど
私
生
活
に
関

わ
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
以
上
に
質
問
さ

れ
た
り
、

話
題
に
さ
れ
た

「

男
の
く
せ
に
」
「

女
に
は
仕
事
を
任
せ

ら
れ
な
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
た

「

男
の
子
、

女
の
子
」
「

お
じ
さ
ん
、

お

ば
さ
ん
」

と
い
っ

た
呼
び
方
を
さ
れ
た

週
刊
誌
な
ど
の
ヌ
ー

ド
写
真
を
み
せ
ら
れ

た

不
必
要
に
身
体
を
さ
わ
ら
れ
た

宴
会
な
ど
で
お
酌
や
デ
ュ

エ
ッ

ト
を
強
要

さ
れ
た
り
、

席
を
指
定
さ
れ
た

執
拗
に
交
際
を
求
め
ら
れ
た

立
場
や
地
位
を
利
用
し
て
、

性
的
な
関
係

を
迫
ら
れ
た

理
不
尽
な
誘
い
を
断
っ

た
ら
、

パ
ワ
ー

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（

社
会
的
立
場
を
利
用
し
た

嫌
が
ら
せ
）

を
受
け
た

そ
の
他

行
為
を
受
け
た
り
、

見
た
り
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
、

詳
し
く
答
え
た
く
な
い

受
け
た
こ
と
も
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ

と
も
な
い

無
回
答

658 43 82 47 22 47 3 24 25 5 6 14 46 67 261 130
100.0 6.5 12.5 7.1 3.3 7.1 0.5 3.6 3.8 0.8 0.9 2.1 7.0 10.2 39.7 19.8

350 24 42 28 7 25 1 20 12 4 3 4 23 37 128 75
100.0 6.9 12.0 8.0 2.0 7.1 0.3 5.7 3.4 1.1 0.9 1.1 6.6 10.6 36.6 21.4

294 18 37 17 14 20 2 3 11 1 3 10 22 29 128 51
100.0 6.1 12.6 5.8 4.8 6.8 0.7 1.0 3.7 0.3 1.0 3.4 7.5 9.9 43.5 17.3

59 9 11 5 2 2 - 2 1 - - - 3 12 28 1
100.0 15.3 18.6 8.5 3.4 3.4 - 3.4 1.7 - - - 5.1 20.3 47.5 1.7

78 11 14 5 1 4 2 6 5 3 2 1 2 10 38 5
100.0 14.1 17.9 6.4 1.3 5.1 2.6 7.7 6.4 3.8 2.6 1.3 2.6 12.8 48.7 6.4

111 11 19 12 7 6 - 4 6 1 2 5 5 8 59 8
100.0 9.9 17.1 10.8 6.3 5.4 - 3.6 5.4 0.9 1.8 4.5 4.5 7.2 53.2 7.2

136 7 18 17 7 16 - 9 3 1 2 4 10 14 64 8
100.0 5.1 13.2 12.5 5.1 11.8 - 6.6 2.2 0.7 1.5 2.9 7.4 10.3 47.1 5.9

95 4 11 4 2 12 - 3 7 - - 1 13 10 35 11
100.0 4.2 11.6 4.2 2.1 12.6 - 3.2 7.4 - - 1.1 13.7 10.5 36.8 11.6

171 1 9 4 3 7 1 - 3 - - 3 12 13 34 93
100.0 0.6 5.3 2.3 1.8 4.1 0.6 - 1.8 - - 1.8 7.0 7.6 19.9 54.4

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上



 

 

108 

が、詳しく答えたくないという回答が２番目に多くなっています。 

このほか、29 歳以下と 30 歳代では「性的な話をされたり、性的な体験について尋ねられ

た」が１割強から１割台半ば、40歳代と 50歳代では「結婚、子どもの有無など私生活に関わ

ることについて必要以上に質問されたり、話題にされた」が１割強、50歳代では「「男の子、

女の子」「おじさん、おばさん」といった呼び方をされた」が 60 歳代とともに１割強となっ

ています。 
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（３）配偶者やパートナーから受けた行為 

【現在、配偶者やパートナーがいる、または過去にいた回答者に対する設問】 

問 46．あなたは、次のような行為を配偶者やパートナーから受けたことがありますか。

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査は「怒鳴り声をあげたり、物（家具など）に当たったりして大きな音を立てた」「乱暴な言葉遣いをされた」「行

為を受けたことがあるが、詳しく答えたくない」なし。 

 

○全体の傾向 

配偶者・パートナーがいる（いた）人に対して、自身が受けた暴力についてうかがったと

ころ、配偶者・パートナーから何らかの暴力被害を受けたのは 18.3％であり、暴力を受けた

ことがないという回答は 60.3％となっています。 

具体的な暴力の内容については、「乱暴な言葉遣いをされた」（7.8％）、「怒鳴り声をあげた

り、物（家具など）に当たったりして大きな音を立てた」（7.4％）がともに多く、「人前で馬

鹿にされたり、人格を否定するようなことを言われた」（6.4％）、「行動を監視されたり、制

7.8

7.4

6.4

4.4

3.3

2.6

2.1

2.0

1.8

1.7

1.2

1.1

0.9

0.6

0.2

1.4

60.3

21.4

6.7

4.6

3.0

3.7

1.6

2.3

1.5

2.3

1.9

0.3

0.7

0.5

0.3

65.6

19.8

0% 20% 40% 60% 80%

乱暴な言葉遣いをされた

怒鳴り声をあげたり、物（家具など）に

当たったりして大きな音を立てた

人前で馬鹿にされたり、人格を

否定するようなことを言われた

行動を監視されたり、制限された

交友関係や電話、メールなどをチェックされた

殴る・蹴る・髪を引っ張る・物を投げつけられるなどの

暴行を受けた

理由もわからず無視され続けた

生活費を渡してくれなかったり、自由になる

お金を制限された

大切にしているものを、わざと壊されたり捨てられた

意に反した性的な行為を強要された

殴るふりをするなどして脅された

別れた配偶者やパートナーから、嫌がらせや、

つきまとい、執拗なメールなどのストーカー行為を受けた

避妊に協力してくれない

首を絞める・刃物を持ち出すなど、命に危険を

感じるくらいの暴行を受けた

見たくないのにアダルトビデオやポルノ雑誌を見せられた

行為を受けたことがあるが、詳しく答えたくない

受けたことがない

無回答

令和６年度(n=658)
平成26年度(n=736)

(複数回答)
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限された」（4.4％）が続きます。 

 

○経年比較 

今回調査で選択肢の追加を行ったため、比較に際しては留意が必要ですが、平成 26年度調

査から今回調査にかけて、暴力被害を受けたことがないという回答が５ポイント減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも、受けたことがないという回答が最も多くなっており、女性は「乱暴な言葉遣い

をされた」が、男性は「怒鳴り声をあげたり、物（家具など）に当たったりして大きな音を立

てた」が続きます。こうした行為を１つでも受けたことがあると回答している人の割合は、

女性で 21.4％、男性で 14.7％であり、女性が男性を６ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも、受けたことがないという回答が最も多くなっており、29 歳以下と 50 歳代で

は「怒鳴り声をあげたり、物（家具など）に当たったりして大きな音を立てた」が、30歳代

と 40歳代では「乱暴な言葉遣いをされた」が、60歳代では「人前で馬鹿にされたり、人格を

否定するようなことを言われた」と「乱暴な言葉遣いをされた」が、70歳以上では「人前で

馬鹿にされたり、人格を否定するようなことを言われた」が続きます。 

こうした行為を１つでも受けたことがあると回答している人の割合は、30 歳代で 20.5％、

40歳代で 23.4％、50歳代で 24.3％となっています。  
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せ
や
、
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行
為
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け
た
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こ
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く
な
い
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け
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と
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い

無
回
答

658 42 29 22 12 13 14 1 11 6 8 17 4 49 51 7 9 397 141
100.0 6.4 4.4 3.3 1.8 2.0 2.1 0.2 1.7 0.9 1.2 2.6 0.6 7.4 7.8 1.1 1.4 60.3 21.4
350 32 19 14 7 9 9 1 11 6 8 14 4 33 37 6 2 210 65

100.0 9.1 5.4 4.0 2.0 2.6 2.6 0.3 3.1 1.7 2.3 4.0 1.1 9.4 10.6 1.7 0.6 60.0 18.6
294 9 10 8 4 4 3 - - - - 3 - 15 13 1 7 180 71

100.0 3.1 3.4 2.7 1.4 1.4 1.0 - - - - 1.0 - 5.1 4.4 0.3 2.4 61.2 24.1
59 - 1 1 1 - - - 1 1 1 - - 2 1 - - 19 35

100.0 - 1.7 1.7 1.7 - - - 1.7 1.7 1.7 - - 3.4 1.7 - - 32.2 59.3
78 3 4 3 1 - 3 - 2 1 2 2 - 7 8 2 2 45 17

100.0 3.8 5.1 3.8 1.3 - 3.8 - 2.6 1.3 2.6 2.6 - 9.0 10.3 2.6 2.6 57.7 21.8
111 10 6 5 4 5 3 - 1 4 2 5 1 15 16 4 - 68 17

100.0 9.0 5.4 4.5 3.6 4.5 2.7 - 0.9 3.6 1.8 4.5 0.9 13.5 14.4 3.6 - 61.3 15.3
136 16 9 8 5 7 4 1 3 - 2 6 2 18 13 1 1 86 17

100.0 11.8 6.6 5.9 3.7 5.1 2.9 0.7 2.2 - 1.5 4.4 1.5 13.2 9.6 0.7 0.7 63.2 12.5
95 3 2 1 - - 1 - 1 - - 1 - 2 3 - 2 73 11

100.0 3.2 2.1 1.1 - - 1.1 - 1.1 - - 1.1 - 2.1 3.2 - 2.1 76.8 11.6
171 10 7 4 1 1 2 - 3 - 1 3 1 5 9 - 4 103 40

100.0 5.8 4.1 2.3 0.6 0.6 1.2 - 1.8 - 0.6 1.8 0.6 2.9 5.3 - 2.3 60.2 23.4

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男
女
別

女性

男性
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（3-1）相談先 

【（３）で「受けたことがない」以外を選択した回答者に対する設問】 

問 46-1．あなたは、誰かに相談しましたか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

配偶者・パートナーからの暴力（DV）を受けたことがあったと回答している人に対して、

そのことについての相談先をうかがったところ、「家族・親族」が 25.8％で最も多く、「友人・

知人」（21.7％）、「警察」（5.0％）が続きます。これ以外の相談先はいずれも５％未満であり、

「誰にも相談しなかった」（54.2％）が過半数を占めています。 

 

○経年比較 

平成 26 年度調査から今回調査にかけて、「誰にも相談しなかった」が５ポイント減少して

います。 

25.8

21.7

5.0

4.2

3.3

3.3

1.7

0.8

0.0

54.2

1.7

21.5

19.6

1.9

4.7

3.7

1.9

4.7

0.9

3.7

59.8

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族・親族

友人・知人

警察

家庭裁判所、弁護士

市役所の相談窓口

（「いなぎ女性の悩み相談」など）

医師、カウンセラーなど

同じような経験をした人

配偶者暴力相談支援センター

その他

誰にも相談しなかった

無回答 令和６年度(n=120)

平成26年度(n=107)

(複数回答)
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○男女別の傾向 

男女とも「誰にも相談しなかった」が最も多くなっており、「家族・親族」が続きます。女

性の「家族・親族」「友人・知人」は男性を９ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

40歳代と 70歳以上では「誰にも相談しなかった」が最も多く、40歳代では「友人・知人」

が、70歳以上では「家族・親族」が続きます。50歳代では「家族・親族」が 39.4％であり、

「誰にも相談しなかった」を上回って最も多い回答となっています。 

 

 

 

 

  

全
体

家
族
・
親
族

友
人
・
知
人

同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
人

家
庭
裁
判
所
、

弁
護
士

警
察

市
役
所
の
相
談
窓
口
（
「

い
な
ぎ
女
性

の
悩
み
相
談
」

な
ど
）

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

医
師
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど

そ
の
他

誰
に
も
相
談
し
な
か
っ

た

無
回
答

120 31 26 2 5 6 4 1 4 - 65 2
100.0 25.8 21.7 1.7 4.2 5.0 3.3 0.8 3.3 - 54.2 1.7

75 21 19 1 4 3 4 1 4 - 40 -
100.0 28.0 25.3 1.3 5.3 4.0 5.3 1.3 5.3 - 53.3 -

43 8 7 1 1 3 - - - - 25 2
100.0 18.6 16.3 2.3 2.3 7.0 - - - - 58.1 4.7

5 - 2 - - - - - - - 3 -
100.0 - 40.0 - - - - - - - 60.0 -

16 4 7 1 - - - - - - 7 -
100.0 25.0 43.8 6.3 - - - - - - 43.8 -

26 5 7 - 2 2 1 1 1 - 17 -
100.0 19.2 26.9 - 7.7 7.7 3.8 3.8 3.8 - 65.4 -

33 13 6 - 3 3 3 - 3 - 12 1
100.0 39.4 18.2 - 9.1 9.1 9.1 - 9.1 - 36.4 3.0

11 2 2 - - - - - - - 7 -
100.0 18.2 18.2 - - - - - - - 63.6 -

28 6 2 1 - 1 - - - - 19 1
100.0 21.4 7.1 3.6 - 3.6 - - - - 67.9 3.6

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男
女
別

女性

男性
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（3-2）相談しなかった理由 

【（３）で「誰にも相談しなかった」を選択した回答者に対する設問】 

問 46-2．誰にも相談しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

配偶者・パートナーからの暴力（DV）を受けても相談しなかったと回答している人に対し

て、その理由をうかがったところ、「相談するほどのことではないと思った」が 46.2％で最も

多く、「相談しても無駄だと思った」（29.2％）、「自分にも悪いところがあると思った」（27.7％）、

「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思った」（26.2％）が続きます。 

 

○経年比較 

今回調査・平成 26 年度調査とも上位４項目の組み合わせは同じですが、「自分にも悪いと

ころがあると思った」「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思った」の順

位が入れ替わっています。  

46.2

29.2

27.7

26.2

10.8

9.2

9.2

1.5

0.0

0.0

6.2

0.0

54.7

42.2

10.9

25.0

1.6

7.8

9.4

4.7

0.0

1.6

4.7

1.6

0% 20% 40% 60%

相談するほどのことではないと思った

相談しても無駄だと思った

自分にも悪いところがあると思った

自分さえ我慢すれば、なんとか

このままやっていけると思った

相談する人がいなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかった

他人を巻き込みたくなかった

どこ（誰）に相談してよいか

わからなかった

相談したことがわかると、仕返しや

もっとひどい暴力を受けると思った

子どもに危害が及ぶと思った

その他

無回答
令和６年度(n=65)

平成26年度(n=64)

(複数回答)
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○男女別の傾向 

男女とも「相談するほどのことではないと思った」が最も多く、女性は「相談しても無駄

だと思った」が、男性は「自分にも悪いところがあると思った」が続きます。男性の「相談す

るほどのことではないと思った」は 60.0％であり、女性の割合を 22 ポイント上回っていま

す。 

 

  

全
体

ど
こ
（

誰
）

に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
か
っ

た

相
談
す
る
人
が
い
な
か
っ

た

恥
ず
か
し
く
て
誰
に
も
言
え
な
か
っ

た

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ

た

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、

仕
返
し

や
も
っ

と
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と

思
っ

た

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、

な
ん
と
か
こ

の
ま
ま
や
っ

て
い
け
る
と
思
っ

た

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ

た

子
ど
も
に
危
害
が
及
ぶ
と
思
っ

た

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ

た

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ

た

そ
の
他

無
回
答

65 1 7 6 19 - 17 6 - 18 30 4 -
100.0 1.5 10.8 9.2 29.2 - 26.2 9.2 - 27.7 46.2 6.2 -

40 1 4 4 13 - 11 6 - 11 15 4 -
100.0 2.5 10.0 10.0 32.5 - 27.5 15.0 - 27.5 37.5 10.0 -

25 - 3 2 6 - 6 - - 7 15 - -
100.0 - 12.0 8.0 24.0 - 24.0 - - 28.0 60.0 - -

3 - - 1 - - - - - 2 2 - -
100.0 - - 33.3 - - - - - 66.7 66.7 - -

7 - - 2 3 - 1 2 - 1 2 1 -
100.0 - - 28.6 42.9 - 14.3 28.6 - 14.3 28.6 14.3 -

17 1 2 1 6 - 4 1 - 8 8 - -
100.0 5.9 11.8 5.9 35.3 - 23.5 5.9 - 47.1 47.1 - -

12 - 3 1 3 - 6 - - 2 5 - -
100.0 - 25.0 8.3 25.0 - 50.0 - - 16.7 41.7 - -

7 - - - 1 - 1 - - 2 4 1 -
100.0 - - - 14.3 - 14.3 - - 28.6 57.1 14.3 -

19 - 2 1 6 - 5 3 - 3 9 2 -
100.0 - 10.5 5.3 31.6 - 26.3 15.8 - 15.8 47.4 10.5 -

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男
女
別

女性

男性
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６ 社会参加・地域参加について 

（１）団体などへの活動参加の有無 

問 47．あなたは次のようなグループやサークル、団体などの活動に参加したことがあ

りますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

参加している活動として、「自治会や町内会、商店会などの地域活動」が 33.1％で最も多く、

「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA 活動」「趣味やスポーツなどの活動」（それぞれ

28.1％）、「子ども会や青少年スポーツチームなどの活動や世話」（17.5％）が続きます。なお、

「参加していない」は 36.5％です。 

 

33.1

28.1

28.1

17.5

6.4

4.9

2.7

1.7

36.5

3.2

35.5

30.3

32.7

18.8

8.2

6.3

3.3

2.2

27.7

6.9

0% 10% 20% 30% 40%

自治会や町内会、商店会などの地域活動

保育園・幼稚園の保護者会、

学校のＰＴＡ活動

趣味やスポーツなどの活動

子ども会や青少年スポーツチームなどの

活動や世話

地域の仲間同士集まって行う

研究会や勉強会

高齢者や障害のある人の介護などの

ボランティア活動

環境問題・消費者問題やリサイクル

などの市民活動

その他

参加していない

無回答 令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

(複数回答)
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○経年比較 

平成 26年度調査から今回調査にかけて、選択肢として挙げた各項目とも割合が減少してい

るのに対し、「参加していない」が８ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性は「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA活動」が 40.3％で最も多く、「自治会や町

内会、商店会などの地域活動」が続きます。一方、男性は「参加していない」が 42.2％で最

も多く、「自治会や町内会、商店会などの地域活動」が続きます。女性の「保育園・幼稚園の

保護者会、学校の PTA 活動」は男性を 26 ポイント、「趣味やスポーツなどの活動」は男性を

10ポイント上回っているのに対し、男性の「参加していない」は女性を 10ポイント上回って

います。 

 

○年代別の傾向 

29 歳以下と 30 歳代では「参加していない」が最も多く、29 歳以下は「趣味やスポーツな

どの活動」が、30歳代は「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA活動」が続きます。40歳

代と 50 歳代では「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA 活動」が最も多く、「参加してい

全
体

自
治
会
や
町
内
会
、

商
店
会
な
ど
の
地
域

活
動

保
育
園
・
幼
稚
園
の
保
護
者
会
、

学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

子
ど
も
会
や
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー

ム
な

ど
の
活
動
や
世
話

趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
活
動

地
域
の
仲
間
同
士
集
ま
っ

て
行
う
研
究
会

や
勉
強
会

環
境
問
題
・
消
費
者
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
の
市
民
活
動

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
介
護
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

658 218 185 115 185 42 18 32 11 240 21
100.0 33.1 28.1 17.5 28.1 6.4 2.7 4.9 1.7 36.5 3.2

350 124 141 71 114 31 10 27 5 110 10
100.0 35.4 40.3 20.3 32.6 8.9 2.9 7.7 1.4 31.4 2.9

294 90 41 42 65 11 8 5 6 124 10
100.0 30.6 13.9 14.3 22.1 3.7 2.7 1.7 2.0 42.2 3.4

59 3 1 6 16 1 1 1 3 37 1
100.0 5.1 1.7 10.2 27.1 1.7 1.7 1.7 5.1 62.7 1.7

78 13 17 5 10 - - 1 - 52 1
100.0 16.7 21.8 6.4 12.8 - - 1.3 - 66.7 1.3

111 28 46 25 17 3 2 2 3 41 1
100.0 25.2 41.4 22.5 15.3 2.7 1.8 1.8 2.7 36.9 0.9

136 41 52 39 37 6 3 6 2 45 4
100.0 30.1 38.2 28.7 27.2 4.4 2.2 4.4 1.5 33.1 2.9

95 44 34 19 31 6 2 2 1 29 1
100.0 46.3 35.8 20.0 32.6 6.3 2.1 2.1 1.1 30.5 1.1

171 87 35 21 70 26 10 20 2 33 12
100.0 50.9 20.5 12.3 40.9 15.2 5.8 11.7 1.2 19.3 7.0

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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ない」が続きます。60歳代と 70歳以上では「自治会や町内会、商店会などの地域活動」が最

も多く、60歳代では「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA活動」が、70歳以上では「趣

味やスポーツなどの活動」が続きます。このほか、50歳代では「子ども会や青少年スポーツ

チームなどの活動や世話」が 28.7％で他の年代を６ポイント以上上回っており、70歳以上で

は「地域の仲間同士集まって行う研究会や勉強会」が 15.2％、「高齢者や障害のある人の介護

などのボランティア活動」が 11.7％であり、他の年代を７ポイント以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地区別の傾向 

矢野口・東長沼・大丸・若葉台では「参加していない」が最も多く、矢野口では「趣味やス

ポーツなどの活動」が、東長沼と若葉台では「自治会や町内会、商店会などの地域活動」が、

大丸では「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA 活動」と「趣味やスポーツなどの活動」

が続きます。百村・平尾・押立では「自治会や町内会、商店会などの地域活動」が最も多く、

百村と平尾では「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA 活動」が、押立では「参加してい

ない」が続きます。向陽台では「趣味やスポーツなどの活動」が最も多く、「自治会や町内会、

商店会などの地域活動」が続きます。このほか、押立では「地域の仲間同士集まって行う研

究会や勉強会」「高齢者や障害のある人の介護などのボランティア活動」が１割台であり、他

の地区を６ポイント以上上回っています。 

  

全
体

自
治
会
や
町
内
会
、

商
店
会
な
ど
の
地

域
活
動

保
育
園
・
幼
稚
園
の
保
護
者
会
、

学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

子
ど
も
会
や
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー

ム

な
ど
の
活
動
や
世
話

趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
活
動

地
域
の
仲
間
同
士
集
ま
っ

て
行
う
研
究

会
や
勉
強
会

環
境
問
題
・
消
費
者
問
題
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
市
民
活
動

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
介
護
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

658 218 185 115 185 42 18 32 11 240 21
100.0 33.1 28.1 17.5 28.1 6.4 2.7 4.9 1.7 36.5 3.2
140 36 32 23 40 9 4 4 2 65 4

100.0 25.7 22.9 16.4 28.6 6.4 2.9 2.9 1.4 46.4 2.9
95 27 25 16 19 7 4 5 2 41 2

100.0 28.4 26.3 16.8 20.0 7.4 4.2 5.3 2.1 43.2 2.1
73 20 22 11 22 3 2 4 1 25 4

100.0 27.4 30.1 15.1 30.1 4.1 2.7 5.5 1.4 34.2 5.5
41 15 13 10 8 1 - 3 1 12 2

100.0 36.6 31.7 24.4 19.5 2.4 - 7.3 2.4 29.3 4.9
21 10 9 4 6 1 - 2 - 7 -

100.0 47.6 42.9 19.0 28.6 4.8 - 9.5 - 33.3 -
74 31 25 13 15 5 4 4 3 22 1

100.0 41.9 33.8 17.6 20.3 6.8 5.4 5.4 4.1 29.7 1.4
30 12 8 7 8 5 1 4 - 9 3

100.0 40.0 26.7 23.3 26.7 16.7 3.3 13.3 - 30.0 10.0
67 27 22 11 29 3 2 2 1 18 3

100.0 40.3 32.8 16.4 43.3 4.5 3.0 3.0 1.5 26.9 4.5
23 12 7 5 9 2 - 3 - 7 -

100.0 52.2 30.4 21.7 39.1 8.7 - 13.0 - 30.4 -
85 26 21 15 25 6 1 1 1 31 1

100.0 30.6 24.7 17.6 29.4 7.1 1.2 1.2 1.2 36.5 1.2
9 2 1 - 4 - - - - 3 1

100.0 22.2 11.1 - 44.4 - - - - 33.3 11.1

長峰

若葉台

無回答

全体

居
住
地
区
別

矢野口

東長沼

大丸

百村

坂浜

平尾

押立

向陽台
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○ワーク・ライフ・バランスの優先度別の傾向 

実際の生活が「「仕事」を優先」「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」「「仕事」と「地域・

個人の生活」をともに優先」の人では、「参加していない」が最も多くなっています。「「家庭

生活」を優先」「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」の人では「自

治会や町内会、商店会などの地域活動」が最も多くなっています。「「家庭生活」と「地域・個

人の生活」をともに優先」の人では、「趣味やスポーツなどの活動」が最も多くなっています。 
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体

自
治
会
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会
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学
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動

子
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会
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青
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ス
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ム
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の
活
動
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話

趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
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の
活
動

地
域
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士
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ま
っ
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う
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究

会
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勉
強
会

環
境
問
題
・
消
費
者
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題
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リ
サ
イ
ク
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な
ど
の
市
民
活
動

高
齢
者
や
障
害
の
あ
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人
の
介
護
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

658 218 185 115 185 42 18 32 11 240 21
100.0 33.1 28.1 17.5 28.1 6.4 2.7 4.9 1.7 36.5 3.2
153 47 37 24 31 5 4 4 2 71 3

100.0 30.7 24.2 15.7 20.3 3.3 2.6 2.6 1.3 46.4 2.0
121 44 43 20 39 8 4 8 5 36 4

100.0 36.4 35.5 16.5 32.2 6.6 3.3 6.6 4.1 29.8 3.3
20 4 6 2 5 1 - 3 - 9 -

100.0 20.0 30.0 10.0 25.0 5.0 - 15.0 - 45.0 -
193 58 64 39 43 9 3 4 3 75 1

100.0 30.1 33.2 20.2 22.3 4.7 1.6 2.1 1.6 38.9 0.5
27 7 1 1 11 2 2 1 1 15 -

100.0 25.9 3.7 3.7 40.7 7.4 7.4 3.7 3.7 55.6 -
29 14 12 10 16 4 1 2 - 6 -

100.0 48.3 41.4 34.5 55.2 13.8 3.4 6.9 - 20.7 -
26 11 7 7 10 3 1 2 - 6 -

100.0 42.3 26.9 26.9 38.5 11.5 3.8 7.7 - 23.1 -
89 33 15 12 30 10 3 8 - 22 13

100.0 37.1 16.9 13.5 33.7 11.2 3.4 9.0 - 24.7 14.6

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」をともに優先

無回答

実
際
の
生
活

全体

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優
先
「仕事」と「家庭生活」を
ともに優先
「仕事」と「地域・個人の

生活」をともに優先
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（1-1）活動団体での男女差 

【（１）で「参加していない」以外を選択した回答者に対する設問】 

問 47-1．あなたが現在活動されている団体で、次のようなことはありますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

グループやサークル、団体などの活動に参加している人に対して、活動団体における男女

差についてうかがったところ、具体的な男女差として「男性の参加が少ない」が 15.6％で最

も多く、「団体の長には男性が就き、女性は補助的役職に就く慣行がある」（9.1％）、「女性が

役職に就きたがらない」「女性の参加が少ない」（それぞれ 6.8％）が続きます。なお、「特に

ない」は 56.9％です。 

 

15.6

9.1

6.8

6.8

5.8

2.8

1.0

0.3

2.5

56.9

6.0

14.6

8.7

8.5

6.7

7.3

2.1

1.5

1.2

2.7

58.8

5.4

0% 20% 40% 60%

男性の参加が少ない

団体の長には男性が就き、女性は

補助的役職に就く慣行がある

女性が役職に就きたがらない

女性の参加が少ない

活動の準備や後片付けなどは女性が

行う慣行がある

男性が女性を対等なパートナーとして

見ていない

女性が表に出るべきでないという

雰囲気がある

女性の意見が聞き入れられない

その他

特にない

無回答 令和６年度(n=397)

平成26年度(n=481)

(複数回答)
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○経年比較 

平成 26年度調査結果と比較して傾向に大きな違いはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも「特にない」が最も多く、女性は「男性の参加が少ない」が、男性は「団体の長に

は男性が就き、女性は補助的役職に就く慣行がある」が続きます。女性の「男性の参加が少

ない」は男性を 14 ポイント上回っているのに対し、男性の「特にない」「団体の長には男性

が就き、女性は補助的役職に就く慣行がある」は女性を７ポイント以上上回っています。 

 

○年代別の傾向 

各年代とも「特にない」が最も多く、40 歳代から 70 歳以上にかけて「男性の参加が少な

い」が、30歳代では「女性が役職に就きたがらない」「男性の参加が少ない」が続きます。30

歳代の「女性が役職に就きたがらない」は他の年代を６ポイント以上上回っています。 
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少
な
い

女
性
が
表
に
出
る
べ
き
で
な
い
と
い
う

雰
囲
気
が
あ
る

男
性
が
女
性
を
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー

と

し
て
見
て
い
な
い

女
性
の
意
見
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

397 36 27 23 27 62 4 11 1 10 226 24
100.0 9.1 6.8 5.8 6.8 15.6 1.0 2.8 0.3 2.5 56.9 6.0
230 14 16 17 9 50 4 8 1 5 122 19

100.0 6.1 7.0 7.4 3.9 21.7 1.7 3.5 0.4 2.2 53.0 8.3
160 22 11 5 16 11 - 3 - 5 101 5

100.0 13.8 6.9 3.1 10.0 6.9 - 1.9 - 3.1 63.1 3.1
21 3 - 1 2 2 - - - 1 13 -

100.0 14.3 - 4.8 9.5 9.5 - - - 4.8 61.9 -
25 3 4 1 2 4 - - - 1 13 -

100.0 12.0 16.0 4.0 8.0 16.0 - - - 4.0 52.0 -
69 6 4 3 3 13 1 4 - 2 43 1

100.0 8.7 5.8 4.3 4.3 18.8 1.4 5.8 - 2.9 62.3 1.4
87 2 2 3 3 13 1 2 1 1 59 4

100.0 2.3 2.3 3.4 3.4 14.9 1.1 2.3 1.1 1.1 67.8 4.6
65 6 6 7 4 9 2 2 - - 38 3

100.0 9.2 9.2 10.8 6.2 13.8 3.1 3.1 - - 58.5 4.6
126 16 11 8 11 21 - 3 - 5 58 16

100.0 12.7 8.7 6.3 8.7 16.7 - 2.4 - 4.0 46.0 12.7

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男
女
別

女性

男性
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76.7

74.6

74.6

62.0

60.6

55.9

54.0

29.3

25.2

24.3

20.4

17.9

14.6

8.7

4.9

4.9

3.8

5.9

78.7

74.3

29.9

67.7

38.0

41.6

17.9

16.3

7.9

3.0

3.5

9.6

0% 20% 40% 60% 80%

ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に

関する法律）

男女雇用機会均等法

ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）

ＤＶ防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護等に関する法律）

ＬＧＢＴＱ

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

男女共同参画社会

男女共同参画社会基本法

女性活躍推進法（女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律）

デートＤＶ

Well-being

女子差別撤廃条約

アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

困難な問題を抱える女性への支援に関する法律

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康と権利）

見たり聞いたりしたものはない

無回答
令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

(複数回答)

７ 男女共同参画の推進について 

（１）男女共同参画に関わる言葉の認知 

問 48．以下の言葉で、あなたが見たり聞いたりしたことがあるもの、知っているもの

はどれですか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査は「LGBTQ」「女性活躍推進法（女性の職業生活における活躍の推進に関する法律）」「デート DV」「Well-being」

「アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）」「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」なし。 

 

○全体の傾向 

「ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に関する法律）」が 76.7％で最も多く、

「男女雇用機会均等法」「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」（それぞれ 74.6％）、

「DV防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律）」（62.0％）が続き

ます。 
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○経年比較 

平成 26年度調査から今回調査にかけて「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」

が 44 ポイントと大幅に増加しています。このほか、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生

活の調和）」「男女共同参画社会」「男女共同参画社会基本法」が 11 ポイント以上増加してい

ます。一方、「DV防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律）」は５

ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

女性は「ストーカー規制法（ストーカー

行為等の規制等に関する法律）」が 77.7％

で最も多く、「ジェンダー（社会的・文化

的に形成された性別）」が続きます。男性

は「男女雇用機会均等法」が 76.9％で最

も多く、「ストーカー規制法（ストーカー

行為等の規制等に関する法律）」が続きま

す。 

女性の「デート DV」は男性を７ポイン

ト上回っているのに対し、男性の「男女共

同参画社会」は女性を５ポイント上回っ

ています。 

全

体

男

女

共

同

参

画

社

会

男

女

共

同

参

画

社

会

基

本

法

女

子

差

別

撤

廃

条

約

男

女

雇

用

機

会

均

等

法

女

性

活

躍

推

進

法
（

女

性

の

職

業

生

活

に

お

け

る

活

躍

の

推

進

に

関

す

る

法

律
）

Ｄ

Ｖ

防

止

法
（

配

偶

者

か

ら

の

暴

力

の

防

止

及

び

被

害

者

の

保

護

等

に

関

す

る

法

律
）

ス

ト
ー

カ
ー

規

制

法
（

ス

ト
ー

カ
ー

行

為

等

の

規

制

等

に

関

す

る

法

律
）

困

難

な

問

題

を

抱

え

る

女

性

へ

の

支

援

に

関

す

る

法

律

ジ
ェ

ン

ダ
ー

（

社

会

的

・

文

化

的

に

形

成

さ

れ

た

性

別
）

ポ

ジ

テ
ィ

ブ

・

ア

ク

シ
ョ

ン
（

積

極

的

改

善

措

置
）

ワ
ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

（

仕

事

と

生

活

の

調

和
）

リ

プ

ロ

ダ

ク

テ
ィ

ブ

・

ヘ

ル

ス

／

ラ

イ

ツ
（

性

と

生

殖

に

関

す

る

健

康

と

権

利
）

658 355 193 118 491 166 408 505 32 491 57 368 32

100.0 54.0 29.3 17.9 74.6 25.2 62.0 76.7 4.9 74.6 8.7 55.9 4.9

350 181 98 66 257 81 219 272 15 265 24 190 18

100.0 51.7 28.0 18.9 73.4 23.1 62.6 77.7 4.3 75.7 6.9 54.3 5.1

294 168 94 49 226 81 184 225 16 218 32 172 14

100.0 57.1 32.0 16.7 76.9 27.6 62.6 76.5 5.4 74.1 10.9 58.5 4.8

59 51 45 26 51 16 29 42 4 52 10 49 6

100.0 86.4 76.3 44.1 86.4 27.1 49.2 71.2 6.8 88.1 16.9 83.1 10.2

78 53 33 16 58 29 50 58 3 65 10 60 3

100.0 67.9 42.3 20.5 74.4 37.2 64.1 74.4 3.8 83.3 12.8 76.9 3.8

111 59 37 26 89 40 74 93 9 92 11 81 7

100.0 53.2 33.3 23.4 80.2 36.0 66.7 83.8 8.1 82.9 9.9 73.0 6.3

136 63 30 11 103 38 96 113 8 112 10 85 11

100.0 46.3 22.1 8.1 75.7 27.9 70.6 83.1 5.9 82.4 7.4 62.5 8.1

95 53 21 11 75 20 65 82 2 78 5 52 3

100.0 55.8 22.1 11.6 78.9 21.1 68.4 86.3 2.1 82.1 5.3 54.7 3.2

171 73 27 26 112 21 92 113 5 89 10 40 2

100.0 42.7 15.8 15.2 65.5 12.3 53.8 66.1 2.9 52.0 5.8 23.4 1.2

ア

ン

コ

ン

シ
ャ

ス

・

バ

イ

ア

ス
（

無

意

識

の

思

い

込

み
）

W

e

l

l

-

b

e

i

n

g

デ
ー

ト

Ｄ

Ｖ

Ｌ

Ｇ

Ｂ

Ｔ

Ｑ

見

た

り

聞

い

た

り

し

た

も

の

は

な

い

無

回

答

96 134 160 399 25 39

14.6 20.4 24.3 60.6 3.8 5.9

36 68 98 214 11 22

10.3 19.4 28.0 61.1 3.1 6.3

58 63 60 178 13 15

19.7 21.4 20.4 60.5 4.4 5.1

12 18 23 53 1 -

20.3 30.5 39.0 89.8 1.7 -

14 27 21 62 2 3

17.9 34.6 26.9 79.5 2.6 3.8

22 34 36 81 3 1

19.8 30.6 32.4 73.0 2.7 0.9

30 36 45 91 4 5

22.1 26.5 33.1 66.9 2.9 3.7

16 14 19 66 5 2

16.8 14.7 20.0 69.5 5.3 2.1

2 5 16 43 9 26

1.2 2.9 9.4 25.1 5.3 15.2

全体

年

齢

別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

年

齢

別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

性

別

女性

男性

男

女

別

女性

男性
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○年代別の傾向 

40 歳代から 70 歳以上までの各年代で「ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に

関する法律）」が最も多く、40歳代から 60歳代までは「ジェンダー（社会的・文化的に形成

された性別）」が、70歳以上では「男女雇用機会均等法」が続きます。29歳以下では「LGBTQ」

が最も多く、「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」が続きます。30歳代では「ジ

ェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」が最も多く、「LGBTQ」が続きます。 

29歳以下では「男女共同参画社会」「男女雇用機会均等法」がそれぞれ 86.4％、「ワーク・

ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」が 83.1％であるなど、選択肢として挙げた 16個の

言葉のうち５個で８割台の回答となっており、他の年代に比べて言葉の理解度が高いことが

わかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地区別の傾向 

矢野口・大丸・百村・押立・若葉台では「ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に

関する法律）」が最も多く、大丸と若葉台では「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性

別）」が、押立では「男女雇用機会均等法」が、矢野口と百村では「男女雇用機会均等法」「ジ

ェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」が続きます。向陽台では「男女雇用機会均等

法」「ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に関する法律）」がそれぞれ 80.6％でと

もに多くなっています。東長沼では「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」が最

も多く、「男女雇用機会均等法」が続きます。平尾では「男女雇用機会均等法」が最も多く、

「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」が続きます。  

全
体

男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

女
子
差
別
撤
廃
条
約

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

女
性
活
躍
推
進
法
（

女
性
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

Ｄ
Ｖ
防
止
法
（

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
）

ス
ト
ー

カ
ー

規
制
法
（

ス
ト
ー

カ
ー

行
為
等

の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
）

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関

す
る
法
律

ジ
ェ

ン
ダ
ー
（

社
会
的
・
文
化
的
に
形
成
さ

れ
た
性
別
）

ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
（

積
極
的
改
善

措
置
）

ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

仕
事
と
生

活
の
調
和
）

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ

（

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）

ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
（

無
意
識
の

思
い
込
み
）

W
e
l
l
-
b
e
i
n
g

デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の
は
な
い

無
回
答

658 355 193 118 491 166 408 505 32 491 57 368 32 96 134 160 399 25 39
100.0 54.0 29.3 17.9 74.6 25.2 62.0 76.7 4.9 74.6 8.7 55.9 4.9 14.6 20.4 24.3 60.6 3.8 5.9
140 71 43 29 101 36 87 107 10 101 10 76 8 17 28 38 81 7 8

100.0 50.7 30.7 20.7 72.1 25.7 62.1 76.4 7.1 72.1 7.1 54.3 5.7 12.1 20.0 27.1 57.9 5.0 5.7
95 52 29 16 73 34 58 70 4 77 8 57 1 16 22 19 61 3 3

100.0 54.7 30.5 16.8 76.8 35.8 61.1 73.7 4.2 81.1 8.4 60.0 1.1 16.8 23.2 20.0 64.2 3.2 3.2
73 32 19 11 47 15 48 57 4 52 9 37 4 8 13 16 37 2 6

100.0 43.8 26.0 15.1 64.4 20.5 65.8 78.1 5.5 71.2 12.3 50.7 5.5 11.0 17.8 21.9 50.7 2.7 8.2
41 21 11 6 30 8 23 32 2 30 4 25 2 6 8 10 27 1 4

100.0 51.2 26.8 14.6 73.2 19.5 56.1 78.0 4.9 73.2 9.8 61.0 4.9 14.6 19.5 24.4 65.9 2.4 9.8
21 8 6 3 14 4 11 12 - 12 - 11 1 3 2 2 7 3 1

100.0 38.1 28.6 14.3 66.7 19.0 52.4 57.1 - 57.1 - 52.4 4.8 14.3 9.5 9.5 33.3 14.3 4.8
74 48 28 12 60 19 48 56 2 59 3 42 5 5 14 23 48 1 2

100.0 64.9 37.8 16.2 81.1 25.7 64.9 75.7 2.7 79.7 4.1 56.8 6.8 6.8 18.9 31.1 64.9 1.4 2.7
30 11 6 4 18 4 14 19 1 16 1 14 - 1 4 5 17 4 4

100.0 36.7 20.0 13.3 60.0 13.3 46.7 63.3 3.3 53.3 3.3 46.7 - 3.3 13.3 16.7 56.7 13.3 13.3
67 44 17 14 54 11 44 54 2 52 8 40 7 14 12 24 41 1 4

100.0 65.7 25.4 20.9 80.6 16.4 65.7 80.6 3.0 77.6 11.9 59.7 10.4 20.9 17.9 35.8 61.2 1.5 6.0
23 13 4 5 19 4 16 20 2 17 4 15 - 3 5 3 15 - 1

100.0 56.5 17.4 21.7 82.6 17.4 69.6 87.0 8.7 73.9 17.4 65.2 - 13.0 21.7 13.0 65.2 - 4.3
85 52 30 16 71 29 57 73 4 72 9 50 4 23 26 20 61 2 4

100.0 61.2 35.3 18.8 83.5 34.1 67.1 85.9 4.7 84.7 10.6 58.8 4.7 27.1 30.6 23.5 71.8 2.4 4.7
9 3 - 2 4 2 2 5 1 3 1 1 - - - - 4 1 2

100.0 33.3 - 22.2 44.4 22.2 22.2 55.6 11.1 33.3 11.1 11.1 - - - - 44.4 11.1 22.2

長峰

若葉台

無回答

全体

居
住
地
区
別

矢野口

東長沼

大丸

百村

坂浜

平尾

押立

向陽台
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○就労状況別の傾向 

常勤の勤めの女性では、「男女雇用機会均等法」が最

も多く、「ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制

等に関する法律）」「ジェンダー（社会的・文化的に形

成された性別）」がそれぞれ 82.8％で続きます。パー

ト・派遣・アルバイト等の女性では「ジェンダー（社

会的・文化的に形成された性別）」が最も多く、「スト

ーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に関する法

律）」が続きます。学生・家事専業・無職の女性では「ス

トーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に関する

法律）」が最も多く、「男女雇用機会均等法」が続きま

す。 

農・林・漁業、自営業、自由業、その他の男性では

「ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に関

する法律）」が最も多く、「男女雇用機会均等法」が続

きます。常勤の勤めの男性では「男女雇用機会均等法」

「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」が

それぞれ 80.4％でともに多くなっています。学生・家

事専業・無職の男性では「男女雇用機会均等法」が最

も多く、「ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制

等に関する法律）」が続きます。 

全
体

男
女
共

同
参

画
社
会

男
女

共
同

参
画
社

会
基

本
法

女
子
差

別
撤

廃
条
約

男

女
雇

用
機
会

均
等

法

女
性

活
躍
推

進
法
（

女
性

の
職

業
生

活
に
お

け
る

活
躍
の

推
進

に
関

す
る
法

律
）

Ｄ
Ｖ

防
止
法
（

配

偶
者
か

ら
の

暴
力

の
防
止

及
び

被
害
者

の
保

護

等
に

関
す
る

法
律
）

ス
ト
ー

カ
ー

規
制

法
（

ス

ト
ー

カ
ー

行
為
等

の
規

制
等
に

関
す

る

法
律
）

困
難

な
問
題

を
抱

え
る
女

性
へ

の

支
援

に
関
す

る
法

律

ジ
ェ

ン
ダ
ー
（

社

会
的
・

文
化

的

に
形
成

さ
れ

た
性
別
）

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
・
ア

ク
シ
ョ

ン

（

積
極

的
改
善

措
置
）

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ
ラ

ン
ス

（

仕
事
と

生
活

の
調
和
）

リ
プ

ロ
ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ
（

性
と

生
殖
に

関
す

る
健

康
と
権

利
）

ア
ン

コ
ン
シ
ャ

ス

・
バ
イ

ア
ス

（

無
意
識

の
思

い
込
み
）

W

e
l
l

-
b

e
i
n

g

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ

658 355 193 118 491 166 408 505 32 491 57 368 32 96 134 160
100.0 54.0 29.3 17.9 74.6 25.2 62.0 76.7 4.9 74.6 8.7 55.9 4.9 14.6 20.4 24.3

350 181 98 66 257 81 219 272 15 265 24 190 18 36 68 98
100.0 51.7 28.0 18.9 73.4 23.1 62.6 77.7 4.3 75.7 6.9 54.3 5.1 10.3 19.4 28.0

21 12 4 6 16 6 15 17 1 17 2 10 2 1 4 4
100.0 57.1 19.0 28.6 76.2 28.6 71.4 81.0 4.8 81.0 9.5 47.6 9.5 4.8 19.0 19.0

99 55 32 15 83 31 62 82 5 82 8 70 5 21 34 33
100.0 55.6 32.3 15.2 83.8 31.3 62.6 82.8 5.1 82.8 8.1 70.7 5.1 21.2 34.3 33.3

94 45 21 19 66 18 60 80 5 81 4 54 4 8 17 31
100.0 47.9 22.3 20.2 70.2 19.1 63.8 85.1 5.3 86.2 4.3 57.4 4.3 8.5 18.1 33.0

134 67 39 26 90 24 80 91 3 84 9 55 7 6 13 29
100.0 50.0 29.1 19.4 67.2 17.9 59.7 67.9 2.2 62.7 6.7 41.0 5.2 4.5 9.7 21.6

2 2 2 - 2 2 2 2 1 1 1 1 - - - 1
100.0 100.0 100.0 - 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 - - - 50.0

294 168 94 49 226 81 184 225 16 218 32 172 14 58 63 60
100.0 57.1 32.0 16.7 76.9 27.6 62.6 76.5 5.4 74.1 10.9 58.5 4.8 19.7 21.4 20.4

44 29 16 10 34 12 28 35 4 33 7 20 6 8 7 12
100.0 65.9 36.4 22.7 77.3 27.3 63.6 79.5 9.1 75.0 15.9 45.5 13.6 18.2 15.9 27.3

143 82 54 22 115 52 95 111 9 115 16 108 5 39 44 32
100.0 57.3 37.8 15.4 80.4 36.4 66.4 77.6 6.3 80.4 11.2 75.5 3.5 27.3 30.8 22.4

19 9 2 2 12 2 14 14 1 17 2 7 - 1 3 3
100.0 47.4 10.5 10.5 63.2 10.5 73.7 73.7 5.3 89.5 10.5 36.8 - 5.3 15.8 15.8

87 48 22 15 65 15 47 64 2 53 7 37 3 10 9 13
100.0 55.2 25.3 17.2 74.7 17.2 54.0 73.6 2.3 60.9 8.0 42.5 3.4 11.5 10.3 14.9

1 - - - - - - 1 - - - - - - - -
100.0 - - - - - - 100.0 - - - - - - - -

14 6 1 3 8 4 5 8 1 8 1 6 - 2 3 2
100.0 42.9 7.1 21.4 57.1 28.6 35.7 57.1 7.1 57.1 7.1 42.9 - 14.3 21.4 14.3

Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

Ｑ

見

た
り

聞
い
た

り
し

た
も

の
は
な

い

無

回
答

399 25 39
60.6 3.8 5.9
214 11 22

61.1 3.1 6.3
12 1 -

57.1 4.8 -
79 1 6

79.8 1.0 6.1
59 2 3

62.8 2.1 3.2
63 7 13

47.0 5.2 9.7
1 - -

50.0 - -

178 13 15
60.5 4.4 5.1

25 3 3
56.8 6.8 6.8
100 9 1

69.9 6.3 0.7
14 - 1

73.7 - 5.3

39 1 10
44.8 1.1 11.5

- - -
- - -
7 1 2

50.0 7.1 14.3

学生・家事専業・無職

職業無回答

無回答

職業無回答

男
性

男性全体

農・林・漁業、自営業、
自由業、その他
常勤の勤め（会社員・公

務員等）
パート・派遣・アルバイ
ト等

性
・

就
労
状

況
別

女

性

女性全体

農・林・漁業、自営業、
自由業、その他
常勤の勤め（会社員・公
務員等）
パート・派遣・アルバイ
ト等

学生・家事専業・無職

職業無回答

無回答

全体

農・林・漁業、自営業、

自由業、その他

職業無回答

男
性

男性全体

常勤の勤め（会社員・公

務員等）
パート・派遣・アルバイ
ト等

学生・家事専業・無職

常勤の勤め（会社員・公
務員等）
パート・派遣・アルバイ
ト等

学生・家事専業・無職

全体

性
・

就
労
状

況
別

女

性

女性全体

農・林・漁業、自営業、
自由業、その他
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（２）男女平等になるために重要なこと 

問 49．男女があらゆる分野でもっと平等になるために、重要と思うことは何ですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

「「女だから」「男だから」という偏見、固定的な社会通念や慣習・しきたりを改めること」

が 59.9％で最も多く、「男性が家事・育児・介護に積極的に関わること」（57.4％）、「働きや

すくなるように保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実するこ

と」（51.1％）、「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直しを進めるこ

と」（49.2％）が続きます。 

  

59.9

57.4

51.1

49.2

47.0

40.9

25.7

24.0

11.4

4.6

5.0

3.0

0% 20% 40% 60%

「女だから」「男だから」という偏見、固定的な

社会通念や慣習・しきたりを改めること

男性が家事・育児・介護に積極的に関わること

働きやすくなるように保育の施設・サービスや、

高齢者や病人の施設や介護サービスを充実すること

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに

働き方の見直しを進めること

子どもの時から男女平等教育を行うこと

女性が自身の経済力を向上させること

企業・官庁などで、女性管理職が多く

登用されること

男女平等・男女共同参画のための様々な法律や

制度を整備すること

各自治体で男女平等に関する条例を制定すること

その他

わからない

無回答
令和６年度(n=658)

(複数回答)
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○男女別の傾向 

女性は「男性が家事・育児・介護に積極的に関わること」が 62.6％で最も多く、「「女だか

ら」「男だから」という偏見、固定的な社会通念や慣習・しきたりを改めること」が続きます。

男性は「「女だから」「男だから」という偏見、固定的な社会通念や慣習・しきたりを改めるこ

と」が 57.8％で最も多く、「男性が家事・育児・介護に積極的に関わること」が続きます。 

多くの項目で女性の割合が男性を上回っており、「子どもの時から男女平等教育を行うこと」

「働きやすくなるように保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充

実すること」「女性が自身の経済力を向上させること」「男性が家事・育児・介護に積極的に

関わること」ではその差が 10ポイント以上となっています。 

 

○年代別の傾向 

29 歳以下と 50 歳代、60 歳代では「「女だから」「男だから」という偏見、固定的な社会通

念や慣習・しきたりを改めること」が最も多く、29歳以下と 50歳代は「男性が家事・育児・

介護に積極的に関わること」が、60歳代は「働きやすくなるように保育の施設・サービスや、

高齢者や病人の施設や介護サービスを充実すること」が続きます。30歳代では「労働時間の

短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直しを進めること」が最も多く、「男性が家

事・育児・介護に積極的に関わること」が続きます。40歳代では「男性が家事・育児・介護

に積極的に関わること」が最も多く、「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き

方の見直しを進めること」が続きます。70歳以上では「働きやすくなるように保育の施設・

全
体

女
性
が
自
身
の
経
済
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と

男
性
が
家
事
・
育
児
・
介
護
に
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と

「

女
だ
か
ら
」
「

男
だ
か
ら
」

と
い
う
偏

見
、

固
定
的
な
社
会
通
念
や
慣
習
・
し
き

た
り
を
改
め
る
こ
と

子
ど
も
の
時
か
ら
男
女
平
等
教
育
を
行
う

こ
と

男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の

様
々
な
法
律
や
制
度
を
整
備
す
る
こ
と

各
自
治
体
で
男
女
平
等
に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る
こ
と

企
業
・
官
庁
な
ど
で
、

女
性
管
理
職
が
多

く
登
用
さ
れ
る
こ
と

働
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
保
育
の
施
設
・

サ
ー

ビ
ス
や
、

高
齢
者
や
病
人
の
施
設
や

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と

労
働
時
間
の
短
縮
や
在
宅
勤
務
の
普
及
な

ど
男
女
と
も
に
働
き
方
の
見
直
し
を
進
め

る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

658 269 378 394 309 158 75 169 336 324 30 33 20
100.0 40.9 57.4 59.9 47.0 24.0 11.4 25.7 51.1 49.2 4.6 5.0 3.0

350 162 219 217 187 86 36 98 198 178 14 14 11
100.0 46.3 62.6 62.0 53.4 24.6 10.3 28.0 56.6 50.9 4.0 4.0 3.1

294 102 153 170 113 68 36 68 131 141 15 17 8
100.0 34.7 52.0 57.8 38.4 23.1 12.2 23.1 44.6 48.0 5.1 5.8 2.7

59 24 38 41 25 11 8 15 24 30 2 3 -
100.0 40.7 64.4 69.5 42.4 18.6 13.6 25.4 40.7 50.8 3.4 5.1 -

78 28 46 42 38 16 5 18 36 47 4 7 2
100.0 35.9 59.0 53.8 48.7 20.5 6.4 23.1 46.2 60.3 5.1 9.0 2.6

111 39 70 60 51 24 10 22 51 67 10 3 1
100.0 35.1 63.1 54.1 45.9 21.6 9.0 19.8 45.9 60.4 9.0 2.7 0.9

136 65 83 87 66 33 17 38 71 65 6 5 1
100.0 47.8 61.0 64.0 48.5 24.3 12.5 27.9 52.2 47.8 4.4 3.7 0.7

95 39 48 61 40 26 10 22 50 41 7 3 1
100.0 41.1 50.5 64.2 42.1 27.4 10.5 23.2 52.6 43.2 7.4 3.2 1.1

171 72 91 100 84 46 23 52 101 71 1 10 14
100.0 42.1 53.2 58.5 49.1 26.9 13.5 30.4 59.1 41.5 0.6 5.8 8.2

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実すること」が最も多く、「「女だから」

「男だから」という偏見、固定的な社会通念や慣習・しきたりを改めること」が続います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○DVの被害経験別の傾向 

DVを受けたことがある人では「「女だから」「男だから」という偏見、固定的な社会通念や

慣習・しきたりを改めること」が最も多く、「男性が家事・育児・介護に積極的に関わること」

が続きます。DVを受けたことがない人では「男性が家事・育児・介護に積極的に関わること」

が最も多く、「「女だから」「男だから」という偏見、固定的な社会通念や慣習・しきたりを改

めること」が続きます。 

このほか、DV被害を受けたことがない人の「働きやすくなるように保育の施設・サービス

や、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実すること」は、受けたことがある人の割合を

８ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全
体

女
性
が

自
身
の
経
済
力

を
向
上
さ
せ
る
こ

と

男
性
が

家
事
・
育
児
・

介
護
に
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と

「

女
だ

か
ら
」
「

男
だ

か
ら
」

と
い
う
偏

見
、

固

定
的
な
社
会
通

念
や
慣
習
・
し
き

た
り
を
改
め

る
こ
と

子
ど
も

の
時
か
ら
男
女

平
等
教
育
を
行
う

こ
と

男
女
平
等
・

男
女
共
同
参
画
の

た
め
の

様
々
な
法
律

や
制
度
を
整
備
す

る
こ
と

各
自
治

体
で
男
女
平
等

に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る

こ
と

企
業
・

官
庁
な
ど
で
、

女
性
管
理
職
が
多

く
登
用
さ
れ

る
こ
と

働
き
や

す
く
な
る
よ
う

に
保
育
の
施
設
・

サ
ー

ビ

ス
や
、

高
齢
者

や
病
人
の
施
設
や

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

こ
と

労
働
時

間
の
短
縮
や
在

宅
勤
務
の
普
及
な

ど
男
女

と
も
に
働
き
方

の
見
直
し
を
進
め

る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

658 269 378 394 309 158 75 169 336 324 30 33 20
100.0 40.9 57.4 59.9 47.0 24.0 11.4 25.7 51.1 49.2 4.6 5.0 3.0

120 46 64 79 63 31 11 31 57 60 7 6 3
100.0 38.3 53.3 65.8 52.5 25.8 9.2 25.8 47.5 50.0 5.8 5.0 2.5

397 170 238 233 190 97 45 102 221 208 19 20 6
100.0 42.8 59.9 58.7 47.9 24.4 11.3 25.7 55.7 52.4 4.8 5.0 1.5

141 53 76 82 56 30 19 36 58 56 4 7 11
100.0 37.6 53.9 58.2 39.7 21.3 13.5 25.5 41.1 39.7 2.8 5.0 7.8

全体

D

V

被

害

受けたことがある

受けたことがない

無回答

全
体

女
性
が
自
身
の
経
済
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と

男
性
が
家
事
・
育
児
・
介
護
に
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と

「

女
だ
か
ら
」
「

男
だ
か
ら
」

と
い
う
偏

見
、

固
定
的
な
社
会
通
念
や
慣
習
・
し
き

た
り
を
改
め
る
こ
と

子
ど
も
の
時
か
ら
男
女
平
等
教
育
を
行
う

こ
と

男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の

様
々
な
法
律
や
制
度
を
整
備
す
る
こ
と

各
自
治
体
で
男
女
平
等
に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る
こ
と

企
業
・
官
庁
な
ど
で
、

女
性
管
理
職
が
多

く
登
用
さ
れ
る
こ
と

働
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
保
育
の
施
設
・

サ
ー

ビ
ス
や
、

高
齢
者
や
病
人
の
施
設
や

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と

労
働
時
間
の
短
縮
や
在
宅
勤
務
の
普
及
な

ど
男
女
と
も
に
働
き
方
の
見
直
し
を
進
め

る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

658 269 378 394 309 158 75 169 336 324 30 33 20
100.0 40.9 57.4 59.9 47.0 24.0 11.4 25.7 51.1 49.2 4.6 5.0 3.0
270 123 171 176 148 77 38 86 150 153 16 6 5

100.0 45.6 63.3 65.2 54.8 28.5 14.1 31.9 55.6 56.7 5.9 2.2 1.9
170 69 96 101 76 35 10 38 81 79 5 11 2

100.0 40.6 56.5 59.4 44.7 20.6 5.9 22.4 47.6 46.5 2.9 6.5 1.2
38 11 18 20 10 4 4 4 12 19 2 1 2

100.0 28.9 47.4 52.6 26.3 10.5 10.5 10.5 31.6 50.0 5.3 2.6 5.3
141 51 78 79 64 34 20 34 73 59 6 13 4

100.0 36.2 55.3 56.0 45.4 24.1 14.2 24.1 51.8 41.8 4.3 9.2 2.8
39 15 15 18 11 8 3 7 20 14 1 2 7

100.0 38.5 38.5 46.2 28.2 20.5 7.7 17.9 51.3 35.9 2.6 5.1 17.9

全体

男

女

平

等

意

識

(

イ

)

職

場

男性優遇

平等になっている

女性優遇

わからない・判断できない

無回答
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○職場における男女の地位の意識別の傾向 

職場における男女の地位の意識にかかわらず「「女だから」「男だから」という偏見、固定

的な社会通念や慣習・しきたりを改めること」が最も多く、職場が“男性優遇”もしくは男女

平等と考える人では「男性が家事・育児・介護に積極的に関わること」が、職場が“女性優

遇”と考える人では「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直しを進

めること」が続きます。 

「各自治体で男女平等に関する条例を制定すること」「労働時間の短縮や在宅勤務の普及な

ど男女ともに働き方の見直しを進めること」を除く各項目では、職場が“男性優遇”と考え

る人ほど割合が多くなっています。 
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８ 男女共同参画を進める市の施策について 

（１）市が行っている事業の認知 

問 50．現在、市が行っている以下の事業のうちで、あなたが知っているものはどれです

か。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査では「男女平等推進パンフレットいなぎ」なし。 

 

○全体の傾向 

「男女平等推進フォーラムいなぎ（旧・女と男のフォーラムいなぎ）」が 16.0％で最も多く、

「いなぎ女性の悩み相談」（11.9％）、「稲城市男女平等推進センター（地域振興プラザ１階）」

（9.6％）、「男女平等推進セミナー」（7.6％）が続きます。 

 

○経年比較 

平成 26 年度調査結果と比較して傾向に大きな違いはありません。市が行っている事業が、

より多くの人の目に触れるような工夫が必要です。 

  

16.0

11.9

9.6

7.6

7.3

65.5

20.4

13.0

10.5

6.0

6.7

5.3

63.0

0% 20% 40% 60% 80%

男女平等推進フォーラムいなぎ

（旧・女と男のフォーラムいなぎ）

いなぎ女性の悩み相談

稲城市男女平等推進センター

（地域振興プラザ１階）

男女平等推進セミナー

男女平等に関する情報誌「それいゆ」

男女平等推進パンフレットいなぎ

無回答

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

(複数回答)
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○男女別の傾向 

女性は「いなぎ女性の悩み相談」が最も多く、「男女平等推進フォーラムいなぎ（旧・女と

男のフォーラムいなぎ）」が続きます。男性は「男女平等推進フォーラムいなぎ（旧・女と男

のフォーラムいなぎ）」が最も多く、「稲城市男女平等推進センター（地域振興プラザ１階）」

が続きます。女性の「いなぎ女性の悩み相談」は男性の割合を 14 ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

40歳代から 70歳以上にかけて「男女平等推進フォーラムいなぎ（旧・女と男のフォーラム

いなぎ）」が最も多く、40歳代は「男女平等推進セミナー」が、50歳代と 70歳以上では「い

なぎ女性の悩み相談」が、60歳代では「いなぎ女性の悩み相談」と「男女平等に関する情報

誌「それいゆ」」が続きます。29歳以下では「稲城市男女平等推進センター（地域振興プラザ

１階）」が最も多く、「男女平等推進フォーラムいなぎ（旧・女と男のフォーラムいなぎ）」が

続きます。30歳代では「いなぎ女性の悩み相談」が最も多く、「男女平等推進フォーラムいな

ぎ（旧・女と男のフォーラムいなぎ）」が続きます。 
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無
回
答

658 105 50 78 48 63 431
100.0 16.0 7.6 11.9 7.3 9.6 65.5

350 62 22 64 27 33 213
100.0 17.7 6.3 18.3 7.7 9.4 60.9

294 41 27 11 20 30 209
100.0 13.9 9.2 3.7 6.8 10.2 71.1

59 6 4 2 3 7 44
100.0 10.2 6.8 3.4 5.1 11.9 74.6

78 9 4 10 6 8 53
100.0 11.5 5.1 12.8 7.7 10.3 67.9

111 17 16 13 9 14 63
100.0 15.3 14.4 11.7 8.1 12.6 56.8

136 27 5 23 14 9 84
100.0 19.9 3.7 16.9 10.3 6.6 61.8

95 16 4 7 7 6 67
100.0 16.8 4.2 7.4 7.4 6.3 70.5

171 30 16 23 9 19 113
100.0 17.5 9.4 13.5 5.3 11.1 66.1

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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○地区別の傾向 

矢野口・百村・平尾・押立・向陽台・若葉台では「男女平等推進フォーラムいなぎ（旧・女

と男のフォーラムいなぎ）」が最も多く、矢野口では「男女平等推進セミナー」が、百村では

「稲城市男女平等推進センター（地域振興プラザ１階）」が、平尾では「男女平等に関する情

報誌「それいゆ」」が、押立・向陽台・若葉台では「いなぎ女性の悩み相談」が続きます。東

長沼では「男女平等推進フォーラムいなぎ（旧・女と男のフォーラムいなぎ）」「稲城市男女

平等推進センター（地域振興プラザ１階）」がそれぞれ 13.7％でともに多く、大丸では「男女

平等推進フォーラムいなぎ（旧・女と男のフォーラムいなぎ）」「いなぎ女性の悩み相談」が

それぞれ 15.1％でともに多くなっています。 
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無
回
答

658 105 50 78 48 63 431
100.0 16.0 7.6 11.9 7.3 9.6 65.5
140 16 15 13 12 14 92

100.0 11.4 10.7 9.3 8.6 10.0 65.7
95 13 6 8 6 13 66

100.0 13.7 6.3 8.4 6.3 13.7 69.5
73 11 6 11 2 4 48

100.0 15.1 8.2 15.1 2.7 5.5 65.8
41 8 1 4 3 6 27

100.0 19.5 2.4 9.8 7.3 14.6 65.9
21 6 1 3 2 1 12

100.0 28.6 4.8 14.3 9.5 4.8 57.1
74 13 6 7 8 6 48

100.0 17.6 8.1 9.5 10.8 8.1 64.9
30 9 3 5 3 4 15

100.0 30.0 10.0 16.7 10.0 13.3 50.0
67 10 3 9 4 4 45

100.0 14.9 4.5 13.4 6.0 6.0 67.2
23 5 3 5 - 3 14

100.0 21.7 13.0 21.7 - 13.0 60.9
85 14 5 12 8 8 57

100.0 16.5 5.9 14.1 9.4 9.4 67.1
9 - 1 1 - - 7

100.0 - 11.1 11.1 - - 77.8

平尾

押立

向陽台

長峰

若葉台

無回答

全体

居
住
地
区
別

矢野口

東長沼

大丸

百村

坂浜
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（２）「男女共同参画社会の実現」に向けた施策 

問51．「男女共同参画社会の実現」に向けて、市に特に力を入れてほしい施策は何ですか。 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の傾向 

「仕事と家庭生活を両立できるような支援策として保育・介護などのサービスを充実する」

が 43.0％で最も多く、「学校における男女平等・男女共同参画教育を推進する」（29.3％）、「ド

メスティック・バイオレンス（DV）やセクシュアル・ハラスメントなどの暴力をなくすため

の取り組みをする」（17.6％）、「女性が政策決定の場に積極的に関わるよう取り組む（女性の

管理職を増やす）」（16.4％）が続きます。 

 

43.0

29.3

17.6

16.4

14.7

12.9

9.6

8.4

1.5

16.7

9.4

50.0

23.6

16.0

12.5

13.6

17.1

10.6

7.1

1.5

13.0

10.5

0% 20% 40% 60%

仕事と家庭生活を両立できるような支援策として

保育・介護などのサービスを充実する

学校における男女平等・男女共同参画教育を

推進する

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）や

セクシュアル・ハラスメントなどの

暴力をなくすための取り組みをする

女性が政策決定の場に積極的に関わるよう

取り組む（女性の管理職を増やす）

女性や男性の生き方や悩みに関する

相談窓口を充実する

企業などが男女共同参画の推進に積極的に

取り組むように働きかける

広報誌やパンフレットなどで、

男女平等についてＰＲする

男女共同参画を推進するためのセミナーや

講座を実施する

その他

特にない

無回答 令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

(複数回答)
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○経年比較 

平成 26年度調査では「企業などが男女共同参画の推進に積極的に取り組むように働きかけ

る」（17.1％）が３番目に多い回答となっていましたが、今回調査では６番目に多い回答とな

っています。このほか、平成 26年度調査から今回調査にかけて「学校における男女平等・男

女共同参画教育を推進する」が５ポイント増加している一方で、「仕事と家庭生活を両立でき

るような支援策として保育・介護などのサービスを充実する」が７ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男女別の傾向 

男女とも「仕事と家庭生活を両立できるような支援策として保育・介護などのサービスを

充実する」が最も多く、「学校における男女平等・男女共同参画教育を推進する」が続きます。

女性の「仕事と家庭生活を両立できるような支援策として保育・介護などのサービスを充実

する」は男性を 11ポイント上回っているのに対し、男性の「男女共同参画を推進するための

セミナーや講座を実施する」は女性を７ポイント上回っています。 

 

○年代別の傾向 

29歳以下を除く各年代とも「仕事と家庭生活を両立できるような支援策として保育・介護
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無
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658 55 193 97 283 116 108 85 63 10 110 62
100.0 8.4 29.3 14.7 43.0 17.6 16.4 12.9 9.6 1.5 16.7 9.4

350 18 107 57 170 59 63 44 28 5 50 35
100.0 5.1 30.6 16.3 48.6 16.9 18.0 12.6 8.0 1.4 14.3 10.0

294 37 83 38 108 54 39 38 33 5 58 25
100.0 12.6 28.2 12.9 36.7 18.4 13.3 12.9 11.2 1.7 19.7 8.5

59 5 22 15 19 17 8 6 4 - 13 -
100.0 8.5 37.3 25.4 32.2 28.8 13.6 10.2 6.8 - 22.0 -

78 6 22 17 34 11 11 7 4 2 22 3
100.0 7.7 28.2 21.8 43.6 14.1 14.1 9.0 5.1 2.6 28.2 3.8

111 3 34 12 43 14 17 18 14 3 23 5
100.0 2.7 30.6 10.8 38.7 12.6 15.3 16.2 12.6 2.7 20.7 4.5

136 12 34 22 66 29 25 16 13 1 14 13
100.0 8.8 25.0 16.2 48.5 21.3 18.4 11.8 9.6 0.7 10.3 9.6

95 10 30 14 43 17 14 10 11 4 12 3
100.0 10.5 31.6 14.7 45.3 17.9 14.7 10.5 11.6 4.2 12.6 3.2

171 19 49 17 76 26 31 26 16 - 24 36
100.0 11.1 28.7 9.9 44.4 15.2 18.1 15.2 9.4 - 14.0 21.1
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女性

男性
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50歳代
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70歳以上
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などのサービスを充実する」が最も多く、30歳代では「学校における男女平等・男女共同参

画教育を推進する」と「特にない」が、40歳代から 70歳以上では「学校における男女平等・

男女共同参画教育を推進する」が続きます。 

29歳以下では「学校における男女平等・男女共同参画教育を推進する」が最も多く、「仕事

と家庭生活を両立できるような支援策として保育・介護などのサービスを充実する」が続き

ます。このほか、29歳以下では「ドメスティック・バイオレンス（DV）やセクシュアル・ハ

ラスメントなどの暴力をなくすための取り組みをする」が 28.8％であり、他の年代を７ポイ

ント以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○職場における男女の地位の意識別の傾向 

職場における男女の地位の意識にかかわらず、「仕事と家庭生活を両立できるような支援策

として保育・介護などのサービスを充実する」が最も多く、職場が“男性優遇”もしくは男女

平等と考える人では「学校における男女平等・男女共同参画教育を推進する」が、職場が“女

性優遇”と考える人では「特にない」が続きます。 
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658 55 193 97 283 116 108 85 63 10 110 62
100.0 8.4 29.3 14.7 43.0 17.6 16.4 12.9 9.6 1.5 16.7 9.4
270 14 89 42 131 60 49 49 28 4 39 11

100.0 5.2 33.0 15.6 48.5 22.2 18.1 18.1 10.4 1.5 14.4 4.1
170 22 52 25 72 26 28 16 25 4 27 5

100.0 12.9 30.6 14.7 42.4 15.3 16.5 9.4 14.7 2.4 15.9 2.9
38 4 7 7 12 7 4 3 4 1 9 5

100.0 10.5 18.4 18.4 31.6 18.4 10.5 7.9 10.5 2.6 23.7 13.2
141 13 38 22 53 17 20 15 4 1 30 26

100.0 9.2 27.0 15.6 37.6 12.1 14.2 10.6 2.8 0.7 21.3 18.4
39 2 7 1 15 6 7 2 2 - 5 15

100.0 5.1 17.9 2.6 38.5 15.4 17.9 5.1 5.1 - 12.8 38.5

男性優遇

平等になっている

女性優遇

わからない・判断できない

無回答

全体

男

女

平

等

意

識

(

イ

)

職

場
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９ 自由意見 

男女平等や男女共同参画に関して日ごろ感じていることや、本市の男女平等施策について

望むことへの意見を求めたところ、回答者のうち 87人から意見をいただきました。 

ここでは、主な意見を紹介します。 

 

※ 原則として回答者が記入したとおりの表現のまま掲載しています。 

※ 一人の回答者が複数の内容にわたる意見を掲載している場合は、原文の趣旨がそこな

われないように回答をわけ、掲載しています。 

 

主な意見 

（１）男女共同参画の推進全般について 

番号 意見の内容 

1 

男女の雇用や機会についての差別は良くないと思うが、本来男性と女性は「性」が違う

という認識は必要であり、何がなんでも同じにはならない。男性は子どもを産むことが

出来ないように、動物としての役割もある。過剰な取り組みはかえって本質を歪める恐

れがある。 

2 
末期高齢者であり、年金のみが頼りの夫婦が、共同参画に関する諸施策にどのぐらい興

味を持つか？当家での関心事は日々の生活に追われていかに食っていくかについてで

ある。 

3 男女意識し過ぎず、成り行きにすることが良いのでは？ 

4 
美辞麗句を並べただけの多様性なら推進しないほうが良い。保守的な人間も受け入れる

のが多様性だと思う。安易にラジカルな政策を行うべきでない。 

5 

理想と現実は違うし、昭和、平成、令和と時代は変わっても、考え方はなかなか変える

ことはできない。古い世代がいなくならないと完全な男女平等は実現できないのではな

いかと思う。 

6 

あまり平等を言い過ぎるのも良くないと思う。個人それぞれの特性を生かしてどちらが

やってもいい社会にするべきだと思う。平等を強調しすぎるのも良くないと思う。出来

る人がやればよいという柔軟性ある考えが必要だと思う。 

7 
家庭内の責任や仕事をもっと重要視すべき。意識上はもちろん、法律的にも（男女別な

く）。 

8 

偏った社会通念を是正する必要はあるが、重い荷物を男が持つ、乳児は母親を求める等

…これらまでも平等にというような行き過ぎた平等意識に向かっている点が問題と感

じる。 

9 

男女役割分担意識、発想を大人が変えること。大人が変わらないと子供も変わらない。

「家にお母さんがいつもいる。家事をお母さんがやっているのが普通」ではない。とな

るよう、扶養、配偶者扶養控除や３号年金を撤廃することが必要。20 歳過ぎたら自分

の食い扶持は自分で稼ぐ。 

10 
稲城は地元の人が多いので、以前は女の人の地位は低かったと思いますが最近は新しい

住民が増えてずいぶんと変わってきたと思います。いい事と思います。 

11 
男女平等は日本は特に遅れていると感じる。制度もだが、男性の意識改革が急務と思

う。 

12 

男女性別にこだわらず、人としての能力や技能が生かせる社会であってほしいと思う。

人それぞれに課題があり家事援助なのか保育、介護なのか分からないが課題をサポート

出来ればよいと思う。 
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番号 意見の内容 

13 男女がどうのこうのではなく、能力、状態で考えればいい。 

14 
男女平等の意識は教育と日常生活（家族との）過程で形成されると思う。日頃の意識を
各々が少しずつ変え、育てていくことが重要と思う（時間が必要）。 

15 性差は絶対にあるので、そこを配慮する平等を。 

16 
本気で“平等に”取り組む覚悟があるなら、表面的に“同じ扱い”をするようなレベル
で満足せず、学力、成績、能力、生活力等で、男女の責任や資質をまず明確にし、その
上で“同じではない中でどう平等にするのか”を考えてください。 

17 

市ということではないが、社会全体が、女性が家庭での請け負う無償の仕事が当たり前
となっているのが（特に年齢上の人）一番問題。意識を変えるのは大変だけど小さいこ
ろから教える必要があると思う。ただ、出産は女性にしかできない事なので、せめて育
児だけでも男性が関われるように（本当は家庭内の事も）意識が変わればいいと思う。
ただ、子どもはお母さんを必要としているのも事実なので、親子の関わり合いが取れる
ような仕事内容だとなおよいと思う。 

18 男女平等はもちろんだが立場を超えた思想が生かせるまちであってほしい。 

19 
自分の年代では男らしく、女らしくという習慣の中で育ち、働いていたので男女平等の
理想があまり理解できない。 

20 
男女平等は偏った男女への固定観念から生まれてくるので、個々の能力や人間性を見極
め、性別で判断しない男女バランスの取れた社会を構築できればと考える。 

21 
男女平等が分からない。古い人間なので女性が子供を産み、生まれてからしっかり３～
４年の間は子育てするのが当たり前だと思っている。何が平等なのかが分からない。 

22 

夫婦ともに教職についております。男女平等や男女共同参画については多少の心得もあ
ると考えています。教育を平等に受けさせることは社会に浸透してきていると考えま
す。しかし「男女平等」という考えは「同じだけ働く」ことが主になっていると感じる
ことが多く、体力、出産などの避けられない「性差」が大変おざなりになっていると感
じます。「労働」の平等は女性にとってとても負担です。総合的な平等を目指し、若年
層へアピールしていくことが大切であると思います。 

23 
その言動を引き起こすその人の根底にある意識、考え方等を理解していくことが、解決
につながっていくと思っています。共存共栄のために、尊厳を尊重しあいたいもので
す。 

24 
若い人はすでに男女平等社会で生きているので、20 代、30 代が住みたくなるような街
づくりをすれば、必然的に住民の意識は男女差別はなくなっていくのではないですか？ 

25 

国の男女平等政策はズレている感が否めない、ただ国連からの抗議を受けたくないだけ
の表面的な政策感があるので、本当に女性が求めていることをするべきだと思う。ただ
男女の価値観を平たくすればいいだけではなく、男性も女性も持って生まれた性別を誰
もが自信持てる社会を目指してほしい。子供の学校で教えなければいけないのは、男女
の違いを教えることであってそして、自分と違う他人を認める事を教えないといけな
い。それに人間誰もが得意なこと、不得意なことがあって、全てを平等にすることが目
的になってしまっている。女性に多くを求めすぎてしまっていると思う。この話が出て
から、専業主婦がいいという事を言い出しにくい社会や経済政策になってしまっている
感がある気がする。外国人労働者が今後さらに流入し今後働き手不足が解消されていく
中で、女性が本当に求めていること、本当にしてほしい事を支援していくことが大切だ
と思う。 

26 
私が勤めていた会社は外資系で男女の区別がなかった（と私は思っている）おり、世の
中の騒ぎがピンとこない。 

27 
あまりに強制的に法令で縛っても、家庭内にはそれぞれのスタイルがあるので、学校や
会社などから浸透させた方が良いかと思う。 

28 女性の権利のみが主張されている。 

29 
何でも平等であればいいわけではない。平等にできないことの男女の協力、思いやりを
伝えることも大事。 
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番号 意見の内容 

30 
男女平等は結構だと思いますが、最近の社会は女性の重用に偏っているように感じるの
で逆に不平等を生み出しているように感じます。 

31 平等政策は結果の平等ではなく、機会の平等を図るべきである。 

32 
男女平等は凄く当たり前の事 戦後 80 年程経過しても未だ男女共同参加について議
論、改善、対策など検討してる事に失望する この様な改善の基本は政治家が本気にな
って考えないといけない！ 

33 

インターネット上では「公金チューチュー」という言葉で揶揄されていますが、男女平
等関係の NGO 等で公金が垂れ流し状態になっていることを何より危惧しています。国
や市に預けた税金を正しく使ってもらいたいです。 
また、男女平等という言葉を使ってむしろ男性蔑視の社会になってきている気もしてい
ます。いわゆる逆差別が起きているように強く感じます。本当の平等というのは、同じ
条件で男女を扱うことだと思いますが、「女性は今まで虐げられてきた」等で女性の主
張を明らかに無用に高めてしまって、逆差別的な状況を生んでしまっているように見え
ます。一部の試験などでも、女性には加点を行うなどの報道がありましたが、あれこそ
問題だと感じています。 
本当の平等を目指してもらいたいです。そして改めてですが、税金を正しく使ってもら
いたいです。「公金チューチュー」と揶揄されるような税金の使い方だけは絶対にしな
いでください。 

34 

男性が女性がという事を改めて考えさせられる実態調査でした。私の現状の家庭環境で
答えましたが、何年か経てばまた変わるかもしれません。女性が目立っていない、女性
が自立できていないと感じる社会かもしれませんが、男性が得意なだけであって女性が
不得意ならば、男性が社会で多いのも仕方が無いのかなとも思いました。好きで家庭に
はいる女性、好きで子どもと一緒にいる方もいるので、地域が男女それぞれに寄り添え
るようになると嬉しいです。 

35 

そもそも男女共同参画は女性の権利向上運動ではありません。ジェンダーギャップはそ
の数値を紐解くと実は日本は世界的に教育などだいぶ女性の権利が高いという事実が
あります。また、日本古来から当たり前になっている「家庭において女性が財布の紐を
にぎる」というのは世界的に見て稀な状況で、これは一種の経済的 DV に当たるとさえ
言われています。ですが、日本は古来よりこういった男性の特権、女性の特権を互いに
持ち、上手くバランスを取っていたわけで、それを一部だけ切り取った「国際的に見て」
のジェンダー論を持ってきたら歪な男女共同参画になります。その結果が昨今の男女の
性別対立に近い関係性の破綻でしょう。国政から長年行われているその失敗をまず直視
しない限り市政の男女共同参画のあり方の方向性ら見えてこない、または迷走するので
はないでしょうか。 

36 

平等と言いつつ、内心どこかで女性を馬鹿にしている男性が夫を含め周りに多過ぎて苛
立ちしかありません。ただ、女性有意な権利ばかり主張する女性や、なんでもかんでも
ハラスメントだ！と言ったりパートだから扶養内だからと与えられた仕事に対して無
責任な女性も多く存在します。男女平等を発信し続ける事はとても大切なことだと思い
ます。 

37 

私は女性ですが、男女平等という言葉が嫌いです。真の男女平等なんてある訳がない。
どうやったって力仕事では男性には叶わないし、逆に子どもの着替えとかを担当するの
は女性の保育士さんのが安心です。性別によっての適材適所があると思う。 
最近は一部の声が大きいごく一部の男性嫌いの女性や、女性嫌いの男性が互いに叩き合
って意味のない男女の分断を生んでいる。お互い憎しみ合うのではなくお互いを補い合
える関係が理想だと思います。 

38 
このアンケートの趣旨にあわないかもしれないですが、すべてのことを男女平等にする
ことが正しいのかわからない。ある分野？では平等にすることで女性の負担も増えるの
ではと思う。実際に平等にはなってないので進めるしかないのもわかる。 

39 
質問を見ていると男女同じ事をするのが平等みたいな扱いに思えて、若いお母さんにし
わ寄せが来ているのではないかと心配になります。 

40 男女平等は大事だが、女性が得意なこと、男性が得意なことがあり、押し付けがましい
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番号 意見の内容 

ものは望ましくない。 

41 いまさら男女格差を問題にしてるのは時代遅れ。平等が当たり前で当然の権利である。 

42 

男性も女性も能力のある人は評価されるべきだと思います。又、性別により適正が高い
仕事や分野もあると思います。男女平等という言葉はあまり好きではありません。人間
が性別・年齢に関係なく社会の中で自分でやりたいと思うことに進めるような体制にな
ったらいいと思います 

43 

いい加減、この手の活動はやめて頂きたい。国力が落ちるだけで何もメリットがない。 

個人が希望していることを制限することがあるならばそれは改善すべきだが、そもそも

希望もしていないことまで決める必要はない。 

そんなことよりも教育底を高くする、最低限の挨拶、働くとはどのようなことかの認

識、バランスのとれた知識教養とある程度までの身体能力の向上、正しい日本の歴史認

識、道徳心を高めて法律違反でなければ何でも良いという感覚を無くすなど、近年悪い

方向に進んでいる部分の改善を急ぐべき。 

（２）子育てについて 

番号 意見の内容 

1 

子育てはお父さんより、お母さんの方が一般的に子どもにとってもいいんです。子ども

に関わっていれば働くことは難しい。何でもかんでも男女平等っていう考えが嫌いで

す。一番良いのは働く父親の給料を上げて、お母さんが子育てに専念できる昔の日本が

理想。家族の体調が悪くてもいつでも対応できる。 

2 

女性が平等に社会に参画するためには、行政面で保育施設、全員入園出来るよう社会面

での整備が必ず、家族の協力に頼るのはもう限界で、行政面での支援が絶対必要だと考

えます。女性たちよ、もっと積極的に声を上げよう。男どものおごりを叩きのめそう。 

3 

「育児中のママは大変」それが当たり前の様になっていることがおかしいと感じています 

男性が育児休暇をとれる職場環境でない、収入の問題で育休をとれない、両親世代との

認識の違い、頼るところがない そんな現状にモヤモヤします。育児はストレスという

認識が蔓延っている状況も問題視しています。男女がどうとかハラスメントだとか、カ

テゴライズするのではなく、人がそれぞれの自分らしさや幸せを追い求めることができ

る自由な選択の環境の整備をお願いしたいです 

（３）教育について 

番号 意見の内容 

1 

稲城市政が男女平等などに力を入れていることすらあまり意識していなかった。もちろ

ん男女平等な社会も大切だが、子供世代から教育の中で、正しい教育を受けられること

が大切。学校の指導者が男女平等など腹おちしているのか？学力だけの勉強ではなく

「人として」の「生きる力」を教えられる教育を目指してほしい。このような機会をい

ただきありがとうございます。 

2 男女平等は親になった時から始まる大きな教育です。 

3 

身体的特徴の違い、月経の有無、脳の仕組み、ライフスタイルの違いなど男女差につい

て幼少期から正しく知り、考える機会を与えることが教育では大事だと思う。ただ作業

量や機会を均等に与えるだけの男女平等は形式的なだけで実際には片方に負担が偏る

と思うので、そこを是正できる考え方が大事だと思う。 

4 

稲城市に限ったことではないのですが、年代を問わず女性蔑視や女嫌いをアピールする

男性が一定数います。企業等なら相談窓口等で対処できますが、生活コミュニティ等に

こう言った男性がいると、息を吐くようにパワハラ、嫌がらせをしてくるので辛いで

す。学校等で幼少期から意識を変えるよう、推進してください。 

5 学校における男女平等の推進は特に必要だと思う 
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（４）就労や女性の活躍推進について 

番号 意見の内容 

1 
男性の賃金が低い限り女性は働きに出なければ生活が出来ません。その分子育ても満足

に行う時間すら奪われます。 

2 
介護や育児で会社を欠勤又は早退する人がいた際の、業務量増加分に対して手当てを付

ける等の不平等解消がもっと必要だと思う。 

3 
仕事しながらワンオペの日々です。もっと働きたいのに女はいろいろ諦めないといけな

い状況が変わる日はくるのでしょうか？ 

4 女性の市長誕生と、市議会議員の女性の比率を高める 

5 １日の労働時間を男女ともに短くしなければ、男性の育児等参画は難しい。 

6 

女性の管理職積極登用という言葉はよく見ますが、個人的には「女性の」と言っている

時点で男女平等になっていないと感じます。男女関係なく能力がある人が登用されるべ

きであり、わざわざ「女性の」と謳うほうが違和感を感じ、それこそ性別に固執してる

と思います。これまでの管理職比率を見れば能力とは別の要因で男性の方が高くなって

いることは否めません。ただ、男女比率が全てではなく、能力がある人を登用した結果、

男性の方が高い、女性の方が高いと出るのは仕方がないと思います。言い方が悪いです

が女性を積極登用した結果、組織低下に繋がってしまっては元も子もないと思います。

それは逆も然りです。したがってあえて「女性の」とつけたい意図は歴史的には分かり

ますが、男女平等と掲げるのであれば不要だと思います。 

（５）生活上の困難を抱える女性に対する支援について 

番号 意見の内容 

1 

深刻な悩みを持ったことがないのでよくわからないが、目に見えづらい貧困が広がって

いると聞くので、子供や若い女性がそういう面から悪い人たちに利用されることがない

よう。また生理的な部分や精神面を支える仕組みを充実してほしい。 

2 シングルマザーの支援（父親に対して、養育費の支払いの甘さが目に余る）。 

（６）性の多様性について 

番号 意見の内容 

1 LGBTもおかしい。海外を見ればいかに異常か分かります。 

2 男女平等もだが、LGBTにも着目した方がいいと思います。 

（７）ＤＶについて 

番号 意見の内容 

1 男性は絶対に女性に暴力をふるってはいけないし、助けて生きていくべきである。 

（８）男女平等施策について 

番号 意見の内容 

1 

結婚～妊娠出産子育てとどんどん格差が広がる中で男側がフォローしようという考え

は出てこないと思うので市や都で男側が絶対的にフォローしなければいけない策を作

らなければならないと思う。 

2 あまり目にすることがないのでもっと PRをすればよいのでは？と思う。 

3 
行政の職員が上記の施策についてどの程度、真剣に取り組んでいるか、稲城市民にしっ

かり伝わる施策が大事。それが伝わらなければ市民の賛同は得られないと思う。 

4 
男女平等より学校の給食費、無償化にしてほしい。稲城市は他の区市より遅い。特に教

育面。 
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番号 意見の内容 

5 稲城市の男女平等施策、これから期待応援致します。 

6 

婚姻するとき基本的に男性の方の苗字になることや結婚したら男性側の親と同居する

場合や、数年後には男性側の親と同居することがそもそも男女平等ではない。そういう

生活制度がおかしい。そもそも子だけで老いた親の面倒を見るから無理心中や、子が親

を殺したり殺したい気持ちになるのは仕方ない。親と同居しなくても親が生きていける

制度、誰もが入りやすい施設やサービスを市や国が整えてほしい。同居は特に精神的に

も大変だ。 

7 
男女平等の問題について気軽に話せる所を増やせば市民は更に暮らしやすくなると思

います。 

8 都や国への働きかけが有効。 

9 

他の自治体での男女共同参画事業で「男性の料理教室」等、◯◯教室、◯◯講座など「公

費を使って何を考えているのか」といったものが多く、この事業に何兆円も使うことに

疑問を感じる。 

（９）その他 

番号 意見の内容 

1 
時代の流れが速いので新しい出来事についていくのが大変になりました。高齢者なの

で。 

2 高齢でお役に立てなくて申し訳ございません。 

3 アンケートのボリュームが多くて面倒だった。もっとコンパクトにしてほしい。 

4 アンケートの質問項目が多すぎる。とても大変疲れました。 

5 アンケートが長すぎる。途中からやる気もなくなってしまうぐらいのものであった 

6 
このアンケートに対する答えを出すのには 90 歳以上のものにとってはちょっと不向き

だったような気がします。一人でも多く若者に聞いたほうが良いような気がします。 

7 稲城市のますますの発展を願っています。 

8 
お疲れ様です。当該の件、ご担当の方はいろいろたいへんと思いますががんばってくだ

さい！ 

9 よくやっていただいており、感謝しています。 

10 お年寄りや子供以外の世代にも、たまには何か優遇してほしいと思うこともあります。 

11 もっと積極的に進めてください。 

12 特に無し。 
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１ 前回の調査からの回答傾向の変化について 

今回の調査は平成 26 年度以来 10 年ぶりに行った調査であり、調査結果からはこの間の

男女共同参画を取り巻く法改正、持続可能な開発目標（SDGs）、性の多様性に対する社会的

な認識の高まりなどを背景として、この 10年間における市民意識の変化をうかがうことが

できました。 

具体的には、この 10年間で職場が男性優遇であるという意識が後退し、家庭生活・余暇

生活が男女平等であるという意識が強まっています。また、仕事、家庭生活、地域・個人生

活の優先度について、従来は仕事のみを優先する生活が主流となっていましたが、今回の

調査では仕事と家庭生活をともに優先することが主流に変化しています。「男性は外で働き、

女性は家庭を守るべきである」「女性は仕事をもつのはよいが、家事・育児・介護はきちん

とすべきである」という考え方は、否定的に捉えられるようになっています。また、多くの

市民が「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」や「LGBTQ」といった言葉を見聞

きするようになったほか、夫婦の名字（姓）のあり方についての意識も変化しています。 

 

２ 本市における男女平等の実現のために重要な取組について 

今回の調査結果から、男女平等の実現に向けて本市が取り組むべき課題として、①男女

平等の実現を阻害する固定観念や慣習の改善（意識）、②男性の家事・育児等への参加（行

動）、③家事・育児と就労が両立しやすい環境の整備（環境、制度）、④男女間の暴力の根絶

（人権）の４点を整理します。 

 

（１）男女平等の実現を阻害する固定観念や慣習の改善が必要（意識） 

男女が自らの希望に沿った形で生き方を選び、夢や希望を実現できる社会にするために

は、男女とも従来の価値観にとらわれずに柔軟な意識を持ち、男女間の実質的な機会の平

等を図ることが必要です。 

社会通念・慣習・しきたりなどにおける男女の地位について、男女・年代を問わず男性が

優遇されているという認識が共有されています。また、「男性は外で働き、女性は家庭を守

るべき」といった固定的な性別役割分担意識や、「女性は仕事をもつのはよいが、家事・育

児・介護はきちんとすべきである」等の固定観念について、女性の多くが柔軟な価値観に

基づく意識を示しているのに対し、男性では従来の価値観に基づく回答が一定の割合を占

めており、男女で意見に相違があります。年代別に見ても、29 歳以下の若年層を中心に従

来の価値観にとらわれず柔軟な考え方が見られる一方で、70 歳以上では従来の価値観を是

とする認識があることがわかります。実際に地域活動においては、「団体の長に男性が就き、

女性が補助的な役割に就く慣行がある」といった問題があることが認識されています。 

このように、女性や若年層を中心に、従来の固定的な性別役割分担意識をはじめとした

考え方の変革が進んでいるものの、社会全体としては女性よりも男性の方が優遇されてい

るという意識が依然として主流を占めており、その改善が急務であると言えます。学校教

育の場において男女の別なく能力や個性を生かせるようにする生活指導・進路指導の実施
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や、男女平等・男女共同参画の意識を育む教育など、次代を担う若年層に対して学校教育

において意識的に取組を進めていくことが必要です。また、市民一人ひとりが身近なとこ

ろにある固定観念や慣習の存在に気付いてそれを見直し、自らの行動変容を通して社会の

改善につなげていくことが求められます。 

 

（２）男性の家事・育児等への参加が必要（行動） 

今回の調査では、男性も家事・育児・介護に積極的に参画した方がよいという意見に多

くの人が賛同しており、特に女性が強く賛同していることがわかりました。その一方で、

家庭における家事・育児・介護の分担状況についてみると、女性のみが行う状態から男女

がともに担うように変化しつつありますが、依然として女性のみが行う状態が主流であり、

男性の参加が少ない状態にあります。たとえ男女ともフルタイムで共働きという家庭であ

っても、こうした家事を女性が主に担っており、男女が同じように担っているという回答

は一部にとどまっています。働く場における女性の活躍のための環境整備が進む中で、女

性が仕事と家庭生活との両立に悩みながら働き続けたり、働くことを断念せざるを得なく

なるなど、女性に過度な負担が課されることが懸念されます。女性で「男性も家事・育児・

介護に積極的に参画した方がよい」に賛成する意識が特に強いことの背景には、男性の家

事・育児・介護への参画の現状に対する強い不満があることが考えられます。女性は地域

活動への男性の参加が少ないことを課題と認識する傾向もあります。 

しかし、男性の家事・育児・介護への参画が不十分であることの原因は、男性の参画意識

が乏しいからだとは一概に言い切れません。「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優

先度合いについて、家庭生活を優先させることを希望する男性は少なくないものの、実際

には仕事のみを優先しているという人が少なくありません。近年、働き方改革による長時

間労働の是正に対する社会的な意識が高まり、労働時間は減少傾向にありますが、「男性は

働いて家庭を経済的に支えるべき」という固定観念のもとで、男性が生活の多くを仕事に

充てざるを得ない状況があります。この問題は男性だけの問題ではなく、男女ともに意識

を変革して行動に移していくべきと考えられます。 

男女が家庭内で互いを尊重しながら十分にコミュニケーションをとって話し合い、双方

が納得する形で家庭生活における役割を分担することが必要です。固定的な慣習の見直し

や、仕事と家庭生活等を両立しやすい柔軟な働き方の整備を前提として、男性の家事や育

児・介護参加を促す取組を通して、男性の参画を後押しする機運の醸成を図ることが求め

られます。 

 

（３）家事・育児と就労が両立しやすい環境の整備が必要（環境、制度） 

生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度について、理想と現実の

生活が一致しているという回答者の割合は、全体の３割強にとどまっています。一方、理

想と現実が一致していない回答者は５割強であり、仕事と家庭生活や地域・個人の生活が

調和した状態が理想と考えていても、現実には仕事のみ、家庭生活を優先させているとい

う例も見られます。特に、回答者の多数が就労していると考えられる 30 歳代においては、
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仕事のみを優先している人が３割台半ばとなっており、仕事と家事・育児の両立に苦慮し

ながら働いている人が少なからず存在することが懸念されます。 

男女ともに自分らしい、安心して働きやすい社会をつくるためには、既婚や子育て中の

女性が働きやすい職場環境の整備、労働時間の短縮やフレックス制の導入が重要という意

識がみられます。新型コロナウイルス感染症の感染対策として、事業所ではオンラインを

活用したリモートワークなどの柔軟な働き方の導入が進みましたが、こうした柔軟な働き

方は感染対策のみならず、仕事と家庭生活、地域・個人の生活の両立や、育児や介護しなが

ら働く人を支える仕組みとしても有効です。さらに、男女を問わず、自分らしく働ける短

時間の労働や個人事業主という働き方を紹介することも有効かもしれません。 

その一方で、就労の場において両立支援策を導入しても、期待通り機能しているとは限

りません。育児休業・介護休業の利用を希望しているものの現実には利用できない人がお

り、その理由として「職場で利用しにくい雰囲気がある」「（利用すると）経済的に生活が成

り立たなくなる」といったことが挙げられています。制度を準備するだけではなく、実際

にそれを躊躇せず利用できるよう、育児・介護しながら働く男女の負担の軽減や事業所の

環境改善を促す取組が必要です。 

 

（４）男女間の暴力の根絶が必要（人権） 

配偶者やパートナー等の間での暴力（DV）は、犯罪ともなる行為であり、いかなる事情の

もとでも許されません。従来、DVは女性に対する暴力という問題と認識されがちでしたが、

被害者は男女のどちらか一方の性のみに限られるわけではなく、近年では男性被害者に対

する社会的な理解が高まってきました。今回の調査からも、男女双方の被害者がいること

がわかります。DV の問題は性別・年代を問わず市民全体に関わる重大で深刻な問題である

と言えます。なお、DV の被害を受けたことのある人の割合、セクシュアル・ハラスメント

の被害を受けたり・見聞きしたことがある人の割合のいずれも、平成 26年度調査時と比べ

てやや増加しています。この間の市による普及啓発の結果として、平成 26年度調査当時は

暴力と認識されていなかった行為が DVやセクシュアル・ハラスメントであると意識される

ようになったことや、今回の調査で「行為を受けたことがあるが、詳しく答えたくない」と

いった選択肢を追加したことに伴い、被害を訴える回答がしやすくなったことの影響があ

ることも考えられるため、必ずしもこの 10 年間で DV やセクシュアル・ハラスメントの被

害が増加したとは言い切れません。 

DV の根絶のためには、被害を早期発見できる体制と、被害者が専門の相談機関で安心し

て相談できる体制が不可欠です。しかし、被害者のうち誰にも相談をしなかったという人が

多数を占めており、相談した場合でも相談相手は家族や友人など身近な人が主で、法律の専

門家や公的機関の利用は少数にとどまっています。その理由として、相談するほどでもない

と思ったなど、DV を重大な問題と考えない傾向が強く、自分にも悪いところがある、相談

しても無駄といったことなども挙げられています。本市ではこれまで、DV の啓発の一環と

して、被害を受けた場合には躊躇せずに専門の相談機関に相談することの重要性を周知し

てきましたが、今回の調査結果からは、それが被害者に的確に届いていないことがわかり
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ます。今後は被害者のみならず、被害者がまず相談する可能性が高い家族や友人など身近な

人を念頭に、DV被害についての相談を受けた場合の適切な対応方法を啓発することも必要と考

えられます。また、DVに限らず早期から困ったときには相談するという文化を醸成するととも

に、地域で人と人とがつながり支え合う活動が活発になるような取り組みも重要だと考えられ

ます。 

DV やセクシュアル・ハラスメントといった行為は、被害者の尊厳を傷つけるとともに、

人権を著しく侵害する行為です。暴力被害を深刻化させないためにも、市民一人ひとりが

DV やセクシュアル・ハラスメントを許さないという意識を持つとともに、自身にとって身

近な問題と認識して被害者の早期発見に努め、被害者に寄り添いながら解決にあたること

が必要です。 

 

３ 今後に向けて 

「第五次男女共同参画計画」の策定に向けては、以上のような市民の意識及び実態を的

確にとらえるとともに、将来を見据えた上で市民の行動変容に結び付き、本市における男

女共同参画の実現に資する方策を用意することが期待されます。 

今回の調査の有効回収率は 33.2％であり、平成 26年度調査（36.8％）を下回ることとな

りました。近年、本市周辺の区市で実施された男女共同参画に関する住民意識調査の回収

率をみると、本市同様の水準であり、回収率の低下は必ずしも本市特有の課題というわけ

ではありません。しかし、市民の意識及び実態を的確に把握し、今後の市の施策に反映さ

せる観点からは、調査の回収率を可能な限り高めることが必要です。本市では従来、市民

意識調査と男女共同参画に関する実態調査を一体的に実施してきましたが、総設問数が 50

問を超えることから、調査対象に選ばれた市民が回答に当たって負担を感じることは否定

できません。今回の調査ではインターネット回答サイトを併用したところですが、次回の

調査実施に向けて調査の時期や方法等について研究を進め、市民がより回答しやすく、回

収率の高い調査とすることが重要です。また、本調査以外に、適宜、実態を把握する工夫も

必要です。 

本市は以上のような点を踏まえ、「第五次男女共同参画計画」を策定し、誰もが対等な社

会の構成員として互いに尊重し、それぞれの個性を十分に発揮できる稲城市の実現を目指

します。 
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Ⅰ 使用した調査票  
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Ⅱ 分析の視点に対する調査結果の整理  
 

問 34（男女の地位）関連 

仮説 
社会通念、慣習、しきたりなどが平等になっていると感じている女性は

少ないのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 『社会通念、慣習、しきたりなど』が「平等になっている」という回答は、回答者全体で

14.7％。男女別にみると、女性が 10.9％、男性が 19.7％であり、女性の割合は男性を８

ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 女性回答者の（ア）～（ケ）の各分野の「平等になっている」の割合を見ると、『社会通

念、慣習、しきたりなど』（10.9％）は『政治（の場）』（10.0％）とともに低い割合とな

っている。 

分野 
女性回答者の 

「平等になっている」の割合 

（ア）家庭生活 ２８．３％ 

（イ）職場 ２４．９％ 

（ウ）教育 ５３．１％ 

（エ）社会活動 ３９．１％ 

（オ）余暇生活 ５２．６％ 

（カ）政治（の場） １０．０％ 

（キ）法律や制度上 ２２．９％ 

（ク）社会通念、慣習、しきたりなど １０．９％ 

（ケ）全体として １７．４％ 

問34．男女平等意識(ク)社会通念、慣習、しきたりなど   

全
体

男

性

の

方
が

優

遇

さ

れ

て
い

る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

男

性

の

方
が

優

遇

さ

れ

て
い

る

平

等

に

な
っ

て

い

る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

女

性

の

方
が

優

遇

さ

れ

て
い

る

女

性

の

方
が

優

遇

さ

れ

て
い

る

わ

か

ら

な
い

・

判

断

で

き
な

い

無
回

答

658 120 296 97 16 7 97 25
100.0 18.2 45.0 14.7 2.4 1.1 14.7 3.8

350 71 171 38 4 1 48 17

100.0 20.3 48.9 10.9 1.1 0.3 13.7 4.9

294 43 121 58 12 6 47 7

100.0 14.6 41.2 19.7 4.1 2.0 16.0 2.4
14 6 4 1 - - 2 1

100.0 42.9 28.6 7.1 - - 14.3 7.1

男性

無回答

性
別

全体

女性
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問 35（学校における「男女平等」の推進）関連 

仮説 年齢により意識が大きく違うのではないか。 

 

結論 仮説のとおりとは言えない。 

 

⚫ 各年代とも「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力や個性を生かせるようにす

ること」が最も多く、「学習や指導の場で、男女平等・男女共同参画の意識を育てていく

こと」が続いている。 

⚫ このほかの選択肢については、29歳以下で「校長・副校長などに女性を積極的に登用する

こと」が 28.8％であり、他の年代を７ポイント以上上回っている。30 歳代では「学校生

活の中で、児童・生徒の男女による役割分担をなくすこと」が 32.1％で、他の年代を５ポ

イント以上上回っている。 
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体
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席
簿
や
座
席
な
ど
を
男
女
で
分
け
る
習
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な
く
す
こ
と

学
校
生
活
の
中
で
、

児
童
・
生
徒
の
男
女

に
よ
る
役
割
分
担
を
な
く
す
こ
と

生
活
指
導
や
進
路
指
導
に
お
い
て
、

男
女

の
別
な
く
能
力
や
個
性
を
生
か
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と

男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画
の
研
修
を
通

じ
て
教
師
自
身
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ

と

学
習
や
指
導
の
場
で
、

男
女
平
等
・
男
女

共
同
参
画
の
意
識
を
育
て
て
い
く
こ
と

校
長
・
副
校
長
な
ど
に
女
性
を
積
極
的
に

登
用
す
る
こ
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
通
じ
、

男
女
平
等
・
男
女

共
同
参
画
へ
の
理
解
と
協
力
を
深
め
る
こ

と
そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

658 54 156 319 165 236 124 60 28 54 82 21
100.0 8.2 23.7 48.5 25.1 35.9 18.8 9.1 4.3 8.2 12.5 3.2

350 24 76 180 85 132 60 39 11 28 40 12
100.0 6.9 21.7 51.4 24.3 37.7 17.1 11.1 3.1 8.0 11.4 3.4

294 28 76 132 76 99 61 20 17 24 41 8
100.0 9.5 25.9 44.9 25.9 33.7 20.7 6.8 5.8 8.2 13.9 2.7

59 4 12 31 11 23 17 3 3 5 2 1
100.0 6.8 20.3 52.5 18.6 39.0 28.8 5.1 5.1 8.5 3.4 1.7

78 7 25 31 18 30 9 5 4 7 9 1
100.0 9.0 32.1 39.7 23.1 38.5 11.5 6.4 5.1 9.0 11.5 1.3

111 9 25 53 26 37 23 8 6 10 10 1
100.0 8.1 22.5 47.7 23.4 33.3 20.7 7.2 5.4 9.0 9.0 0.9

136 8 31 75 40 48 25 14 3 10 17 2
100.0 5.9 22.8 55.1 29.4 35.3 18.4 10.3 2.2 7.4 12.5 1.5

95 11 25 44 24 31 20 11 9 8 12 1
100.0 11.6 26.3 46.3 25.3 32.6 21.1 11.6 9.5 8.4 12.6 1.1

171 13 36 83 44 64 28 19 3 13 31 14
100.0 7.6 21.1 48.5 25.7 37.4 16.4 11.1 1.8 7.6 18.1 8.2

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男
女
別

女性

男性
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問 36（職場での男女差）関連 

仮説 女性の方が仕事面での男女差があると感じているのではないか。 

 

結論 仮説のとおりとは言えない。 

 

⚫ 仕事面で何らかの男女差があるという回答者の割合（回答者全体－「特に男女の差はない」

－「わからない」－「無回答」で算出）を見ると、女性 39.7％、男性 46.0％となってい

る。女性よりも男性の方が、仕事面での男女差があると感じている。 

⚫ 「特に男女の差はない」の割合を見ると、女性 41.1％、男性 40.8％であり、男女で大き

な差はない。 

⚫ なお、仕事面での男女差についての具体的な回答を見ると、女性で最も多い回答は「女性

の仕事は補助的業務や雑務が多い」（14.5％）であり、「昇進、昇格に差がある」（14.0％）

が続いている。 

 

（単位：％） 

選択肢等 全体 女性 男性 

何らかの男女差があるという回答 43.1 39.7 46.0 

 募集、採用時に差がある 11.3 8.9 13.6 

賃金、昇給に差がある 12.5 12.6 11.7 

昇進、昇格に差がある 14.4 14.0 14.6 

女性の仕事は補助的業務や雑務が多い 14.4 14.5 13.1 

教育訓練や研修の機会に差がある 1.9 1.9 1.9 

女性を幹部職員に登用しない 8.9 9.3 8.3 

能力が正当に評価されない 9.6 10.3 8.3 

女性には結婚退職や出産退職の習慣がある 7.1 7.9 5.8 

住宅資金の貸付に差がある 0.9 1.4 0.5 

定年に格差がある 1.2 1.9 0.5 

時間外労働に差がある 6.4 4.2 8.7 

その他 5.6 5.6 5.8 

特に男女の差はない 40.7 41.1 40.8 

わからない 8.7 8.9 8.3 

無回答 7.5 10.3 4.9 
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問 37（働き方を選んだ理由）関連 

仮説① パート・派遣・アルバイト等で働いている人は女性が多いのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 職業が「パート・派遣・アルバイト等」という回答は、女性 26.9％、男性 6.5％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｆ８．職業   

全
体

農

・

林

・
漁

業
（

家

族

従

事

者
を

含

む
）

自

営

業
（

商

店

経

営

等
）

自

由

業
（

開

業

医

・

弁

護

士

・
司

法

書

士

等
）

常

勤

の

勤
め
（

会

社

員

・

公

務
員

等
）

パ
ー

ト

・
派

遣

・

ア

ル

バ

イ
ト

等

学
生

家

事

専

業
（

主

婦

・

主

夫
）

無
職

そ
の

他

無
回

答

658 6 33 13 244 116 22 73 127 13 11
100.0 0.9 5.0 2.0 37.1 17.6 3.3 11.1 19.3 2.0 1.7

350 2 8 6 99 94 13 72 49 5 2

100.0 0.6 2.3 1.7 28.3 26.9 3.7 20.6 14.0 1.4 0.6

294 4 25 7 143 19 9 - 78 8 1

100.0 1.4 8.5 2.4 48.6 6.5 3.1 - 26.5 2.7 0.3
14 - - - 2 3 - 1 - - 8

100.0 - - - 14.3 21.4 - 7.1 - - 57.1

男性

無回答

性
別

全体

女性
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仮説② 男性と女性で働き方を選んだ理由の傾向が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ パート・派遣・アルバイト等を選んだ理由は、男女とも「自分の都合の良い日や時間に働

きたい」が最も多く、女性は「自宅の近くで働ける」（50.0％）、「勤務時間・勤務日数が

短い」（39.4％）が続いている。男性は「自分の都合の良い日や時間に働きたい」ととも

に「勤務時間・勤務日数が短い」（47.4％）が多く、「仕事が比較的簡単である」（42.1％）

が続いており、男女で意識の違いがあるものと見受けられる。 

⚫ ただし、男性回答者数が 19 人と少数であることに留意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
体

自
分
の
都
合
の
良
い
日
や
時
間

に
働
き
た
い

自
宅
の
近
く
で
働
け
る

勤
務
時
間
・
勤
務
日
数
が
短
い

仕
事
が
比
較
的
簡
単
で
あ
る

非
課
税
限
度
額
（

年
間
1
0
3

万
円
以
下
）

で
働
き
た
か
っ

た

正
社
員
と
し
て
は
適
当
な
仕
事

が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た

正
社
員
に
比
べ
、

辞
め
た
い
時

に
辞
め
や
す
い

残
業
が
な
い

そ
の
他

無
回
答

116 64 53 47 16 19 13 17 16 22 -
100.0 55.2 45.7 40.5 13.8 16.4 11.2 14.7 13.8 19.0 -

94 53 47 37 7 18 10 13 13 16 -
100.0 56.4 50.0 39.4 7.4 19.1 10.6 13.8 13.8 17.0 -

19 9 5 9 8 1 3 3 3 5 -
100.0 47.4 26.3 47.4 42.1 5.3 15.8 15.8 15.8 26.3 -

9 6 3 4 2 - 1 4 1 2 -
100.0 66.7 33.3 44.4 22.2 - 11.1 44.4 11.1 22.2 -

7 3 3 2 - - 1 - 1 2 -
100.0 42.9 42.9 28.6 - - 14.3 - 14.3 28.6 -

18 12 10 8 4 4 2 2 3 2 -
100.0 66.7 55.6 44.4 22.2 22.2 11.1 11.1 16.7 11.1 -

46 25 23 21 3 10 6 5 7 9 -
100.0 54.3 50.0 45.7 6.5 21.7 13.0 10.9 15.2 19.6 -

25 11 9 8 4 5 3 3 2 6 -
100.0 44.0 36.0 32.0 16.0 20.0 12.0 12.0 8.0 24.0 -

11 7 5 4 3 - - 3 2 1 -
100.0 63.6 45.5 36.4 27.3 - - 27.3 18.2 9.1 -

60歳代

70歳以上

全体

男
女
別

女性

男性

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代
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問 38（男女ともに働きやすい社会）関連 

仮説 
仕事で男女差があると感じている人とそうでない人で、男女ともに働き

やすい社会のために重要だと考えることが異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりとは言えない。 

 

⚫ 問 38 の回答を問 36 の回答結果（職場で何らかの男女差があるかどうか）でクロス集計

した結果は、次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 職場で何らかの男女差があると感じる回答者、男女差がないと感じる回答者とも、上位

３項目は「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環境を整備する」「労働時間の短縮や

フレックス制を導入する」「家事・育児・介護を配偶者（パートナー）や家族で協力して

分担する」の順で変わらない。 

⚫ 職場で特に男女差がないと回答した人では、「既婚や子育て中の女性が働きやすい職場環

境を整備する」が 53.8％であり、職場で何らかの男女差があると回答した人の割合

（47.0％）を６ポイント上回っている。職場で男女差を感じているからと言って、既婚

や子育て中の女性が働きやすい職場環境整備を特に強く求めているわけではない。 

 

  

全

体

労
働
時
間

の
短
縮
や
フ
レ
ッ

ク
ス

制
を
導
入

す

る

既
婚
や
子

育
て
中
の
女
性
が
働
き

や
す
い
職

場
環
境
を

整
備
す
る

仕
事
内
容
の
男
女

の
格
差
を
な
く
す

家
事
・
育
児
・
介
護

を
配
偶
者
（

パ
ー

ト

ナ
ー

）

や
家
族
で
協
力
し
て
分

担
す
る

保
育
施
設
や
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

制

度
な
ど
、

介
護
支
援

サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

母
性
保
護

規
定
、

育
児
休
業
、

介

護
休
業
、

再
雇
用

制
度
な
ど
の
制
度
を
充

実
す
る

パ
ー

ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
な

ど
の
労
働

条
件
を
充
実
す
る

ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
働
き
方
に
関

係
な
く
、

社
会
保
障
（

年
金
な
ど
）

や
税
制

を
公
平
に

す

る

そ
の
他

無
回
答

425 162 217 75 155 95 43 61 99 76 20 12
100.0 38.1 51.1 17.6 36.5 22.4 10.1 14.4 23.3 17.9 4.7 2.8
183 73 86 36 63 40 21 25 40 35 13 3

100.0 39.9 47.0 19.7 34.4 21.9 11.5 13.7 21.9 19.1 7.1 1.6
173 73 93 35 68 39 15 31 36 27 7 2

100.0 42.2 53.8 20.2 39.3 22.5 8.7 17.9 20.8 15.6 4.0 1.2
37 10 21 2 14 9 3 2 12 9 - 1

100.0 27.0 56.8 5.4 37.8 24.3 8.1 5.4 32.4 24.3 - 2.7
32 6 17 2 10 7 4 3 11 5 - 6

100.0 18.8 53.1 6.3 31.3 21.9 12.5 9.4 34.4 15.6 - 18.8

男女差がない

わからない

無回答

職
場
で
の
男
女

差

全体

男女差がある
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問 39（育児休業・介護休業制度の認知、利用意向、利用できない理由）関連 

仮説① 男女で利用できない理由が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 育児休業制度を利用できない理由について、男女とも「職場で利用しにくい雰囲気がある」

が最も多くなっている。 

⚫ 男女別にみると、女性が 42.1％、男性が 29.2％であり、女性の割合は男性を 12ポイント

上回っている。また、「経済的に生活が成り立たなくなる」については、男性（25.0％）

が女性（15.8％）を９ポイント上回っている。 

⚫ ただし、男女とも回答者数が 25人を下回る少数であることに留意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 介護休業制度を利用できない理由について、女性は「職場で利用しにくい雰囲気がある」

が最も多くなっており、男性は「自分の仕事が多忙になる」「職場で利用しにくい雰囲気

がある」がともに多い。 

⚫ 「職場で利用しにくい雰囲気がある」は女性（41.7％）が男性（23.3％）を 18ポイント

上回っている。一方、「自分の仕事が多忙になる」については、男性（23.3％）が女性（12.5％）

を 10ポイント上回っている。 

⚫ ただし、女性回答者数が 24人と少数であることに留意が必要である。 

 

  

問39-２．育児休業制度を利用できない理由   

全
体

自

分

の

仕
事

が

多

忙

に

な
る

職

場

で

利
用

し

に

く

い

雰

囲

気
が

あ

る

業

務

評

価
に

影

響

す

る

経

済

的

に
生

活

が

成

り

立

た

な
く

な

る

そ
の

他

無
回

答

43 3 15 2 9 14 -
100.0 7.0 34.9 4.7 20.9 32.6 -

19 1 8 2 3 5 -

100.0 5.3 42.1 10.5 15.8 26.3 -

24 2 7 - 6 9 -

100.0 8.3 29.2 - 25.0 37.5 -
- - - - - - -

* * * * * * *

全体

女性

男性

無回答

性
別

問39-２．介護休業制度を利用できない理由   

全
体

自

分

の

仕
事

が

多

忙

に

な
る

職

場

で

利
用

し

に

く

い

雰

囲

気
が

あ

る

業

務

評

価
に

影

響

す

る

経

済

的

に
生

活

が

成

り

立

た

な
く

な

る

そ
の

他

無
回

答

55 10 17 2 13 13 -
100.0 18.2 30.9 3.6 23.6 23.6 -

24 3 10 - 6 5 -

100.0 12.5 41.7 - 25.0 20.8 -

30 7 7 2 6 8 -

100.0 23.3 23.3 6.7 20.0 26.7 -
1 - - - 1 - -

100.0 - - - 100.0 - -

全体

女性

男性

無回答

性
別
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仮説② 
問 32 の仕事で男女差があると感じている人とそうでない人とでも、利

用できない理由が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 育児休業を利用できない理由について、職場で男女差があると感じている人では、「職場

で利用しにくい雰囲気がある」が 57.9％であり、男女差がないと感じている人の割合

（15.4％）を大幅に上回っている。 

⚫ 一方、職場で男女差がないと感じている人では、「経済的に生活が成り立たなくなる」が

23.1％であり、男女差があると感じている人の割合（10.5％）を 12ポイント上回ってい

る。 

⚫ ただし、男女差があると感じている人・男女差がないと感じている人のいずれも、回答

者数が 25人を下回る少数であることに留意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 介護休業を利用できない理由について、職場で男女差があると感じている人では、「職場

で利用しにくい雰囲気がある」が 38.5％であり、男女差がないと感じている人の割合

（25.0％）を 13ポイント上回っている。 

⚫ ただし、男女差がないと感じていない人の回答者数が 16人と少数であることに留意が必

要である。 

 

 

 

 

 

 

  

問39-２．育児休業制度を利用できない理由   

全
体

自

分
の

仕
事

が

多
忙

に

な
る

職

場
で

利
用

し

に
く

い
雰

囲

気
が

あ
る

業

務
評

価
に

影

響
す

る

経

済
的

に
生

活

が
成

り
立

た

な
く

な
る

そ

の
他

無

回
答

43 3 15 2 9 14 -
100.0 7.0 34.9 4.7 20.9 32.6 -

19 2 11 1 2 3 -
100.0 10.5 57.9 5.3 10.5 15.8 -

13 1 2 - 3 7 -
100.0 7.7 15.4 - 23.1 53.8 -

4 - 1 1 2 - -
100.0 - 25.0 25.0 50.0 - -

7 - 1 - 2 4 -
100.0 - 14.3 - 28.6 57.1 -

全体

職

場

で
の

男
女

差

男女差がある

男女差がない

わからない

無回答

問39-２．介護休業制度を利用できない理由   

全
体

自

分
の

仕
事

が

多
忙

に

な
る

職

場
で

利
用

し

に
く

い
雰

囲

気
が

あ
る

業

務
評

価
に

影

響
す

る

経

済
的

に
生

活

が
成

り
立

た

な
く

な
る

そ

の
他

無

回
答

55 10 17 2 13 13 -
100.0 18.2 30.9 3.6 23.6 23.6 -

26 5 10 1 6 4 -
100.0 19.2 38.5 3.8 23.1 15.4 -

16 3 4 1 4 4 -
100.0 18.8 25.0 6.3 25.0 25.0 -

5 1 2 - 2 - -
100.0 20.0 40.0 - 40.0 - -

8 1 1 - 1 5 -
100.0 12.5 12.5 - 12.5 62.5 -

全体

職

場

で
の

男
女

差

男女差がある

男女差がない

わからない

無回答
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問 40（生活の中での優先度）関連 

仮説 男性と女性、さらに年齢によって優先するものが異なる傾向はないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

【実際の生活について】 

⚫ 男女とも「仕事と家庭生活」が最も多いものの、女性は「家庭生活」が、男性は「仕事」

が続いている。「家庭生活」は女性 24.3％、男性 11.6％で、女性が男性を 12ポイント上

回っている。一方、「仕事」は女性 20.6％、男性 27.6％で、男性が女性を７ポイント上

回っている。 

⚫ 年代別にみると、30 歳代と 70 歳以上を除く各年代では「仕事と家庭生活」が最も多く

なっている。30歳代では「仕事」（34.6％）が、70歳以上では「家庭生活」（22.8％）が

最も多い。 

⚫ 40歳代では他の年代に比べて「仕事と家庭生活」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事

23.3

28.5

20.6

27.6

22.0

34.6

28.8

23.5

26.3

14.0

家庭生活

18.4

20.2

24.3

11.6

15.3

23.1

15.3

18.4

13.7

22.8

地域・

個人の生活

3.0

2.9

2.6

3.4

11.9

1.3

2.7

2.2

2.1

2.3

仕事と

家庭生活

29.3

20.5

26.9

31.6

27.1

30.8

43.2

35.3

29.5

15.2

仕事と地域・

個人の生活

4.1

2.7

2.9

5.4

16.9

3.8

3.6

1.5

5.3

1.2

家庭生活と地域・

個人の生活

4.4

6.1

4.9

4.1

5.1

2.6

1.8

3.7

8.4

5.3

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

4.0

4.2

2.0

6.5

0.0

2.6

2.7

8.1

6.3

2.3

無回答

13.5

14.8

16.0

9.9

1.7

1.3

1.8

7.4

8.4

36.8

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

女性(n=350)

男性(n=294)

16～29歳(n=59) 

30～39歳(n=78) 

40～49歳(n=111)

50～59歳(n=136)

60～69歳(n=95) 

70歳以上(n=171)

単位:％
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【理想の生活について】 

⚫ 男女とも「仕事と家庭生活」が最も多いものの、女性は「仕事と家庭生活と地域・個人

の生活」が、男性は「家庭生活」が続いている。 

⚫ 年代別にみると、29歳以下から 40歳代では「仕事と家庭生活」が、50歳代と 60歳代で

は「仕事と家庭生活と地域・個人の生活」が、70 歳以上では「家庭生活」が最も多い。 

⚫ 29歳以下では他の年代に比べて「地域・個人の生活」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仕事

2.0

2.0

1.4

2.7

1.7

2.6

3.6

0.7

3.2

1.2

家庭生活

20.2

13.6

19.7

21.1

18.6

25.6

20.7

22.1

16.8

18.7

地域・

個人の生活

4.6

3.3

3.4

5.8

18.6

7.7

3.6

1.5

2.1

2.9

仕事と

家庭生活

25.2

23.8

24.0

27.6

28.8

33.3

35.1

22.8

27.4

15.8

仕事と地域・

個人の生活

4.7

3.8

3.7

5.8

3.4

5.1

4.5

4.4

5.3

4.7

家庭生活と地域・

個人の生活

8.4

9.2

9.4

7.1

11.9

9.0

5.4

11.0

9.5

6.4

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

21.3

28.4

22.0

20.1

15.3

15.4

21.6

30.1

28.4

14.6

無回答

13.7

15.9

16.3

9.9

1.7

1.3

5.4

7.4

7.4

35.7

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

女性(n=350)

男性(n=294)

16～29歳(n=59) 

30～39歳(n=78) 

40～49歳(n=111)

50～59歳(n=136)

60～69歳(n=95) 

70歳以上(n=171)

単位:％
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問 41（結婚に対する考え方）関連 

仮説 考え方は、男性、女性や年代により異なるのではないか。 

 

結論 おおむね仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 男女・年代で賛否が分かれるといった結果は見られない。 

⚫ （イ）への“意見に反対”は、女性の割合が男性を 19ポイント上回っており、（オ）（カ）

への“意見に賛成”は、女性の割合が男性を 20ポイント前後上回っている。男性よりも

女性の方が賛成・反対のどちらかに回答が集中する傾向が見られる。 

 

意見 男女別の割合 

（ア）男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである 
“意見に反対” 

女性 64.8％、男性 59.6％ 

（イ）女性は仕事をもつのはよいが、家事・育児・介護はき

ちんとすべきである 

“意見に反対” 

女性 70.8％、男性 51.4％ 

（ウ）男性も家事・育児・介護に積極的に参画した方がよい 
“意見に賛成” 

女性 89.4％、男性 85.7％ 

（エ）女性は経済的に自立する必要はない 
“意見に反対” 

女性 79.4％、男性 75.8％ 

（オ）結婚は個人の自由だから、人は結婚してもしなくても

どちらでもよい 

“意見に賛成” 

女性 79.1％、男性 58.5％ 

（カ）結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない 
“意見に賛成” 

女性 73.4％、男性 54.1％ 

（キ）結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい 
“意見に賛成” 

女性 71.4％、男性 60.2％ 
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⚫ （ア）～（キ）のそれぞれについて、70歳以上の“意見に賛成（反対）”の割合が 29歳

以下～60歳代の割合を下回る傾向がある。 

 

意見 29歳以下～60歳代の割合 70歳以上の割合 

（ア） “意見に反対”64.0％～71.1％ “意見に反対”48.0％ 

（イ） “意見に反対”62.1％～74.5％ “意見に反対”45.6％ 

（ウ） “意見に賛成”88.3％～96.7％ “意見に賛成”77.8％ 

（エ） “意見に反対”81.1％～84.6％ “意見に反対”64.9％ 

（オ） “意見に賛成”70.6％～94.9％ “意見に反対”52.1％ 

（カ） “意見に賛成”65.5％～95.0％ “意見に反対”39.7％ 

（キ） “意見に賛成”64.2％～83.0％ “意見に賛成”49.7％ 
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問 42（家事における男女のかかわり）関連 

仮説① 年代、働いているか否かにより傾向が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ （オ）を除く各項目について、最も多い回答が年代によって異なることはない。（オ）で

は、60歳代以外の各年代で「女性」が最も多いが、60歳代では「女性・男性がほぼ同じ

ように担っている」が「女性」を上回って最も多くなっている。 

⚫ このほか、年代による傾向の違いは次のとおり。 

 

項目 傾向 

（ア）食事の準備 
・40歳代を除く各年代で「女性」が 62.8％～69.5％、40歳

代では 73.0％ 

（イ）食事の後片付け 

・30歳代を除く各年代で「女性」が 45.0％～54.4％、30歳

代では 35.9％ 

・30歳代を除く各年代で「女性・男性がほぼ同じように担

っている」が 22.8％～27.0％、30歳代では 33.3％ 

（ウ）部屋の掃除 

・29 歳以下と 30 歳代を除く各年代で「女性」が 48.0％～

55.9％。29歳以下で 62.7％、30歳代で 35.9％ 

・30歳代を除く各年代で「女性・男性がほぼ同じように担

っている」が 15.3％～23.4％、30歳代では 32.1％ 

（エ）洗濯 

・30～40歳代を除く各年代で「女性」が 62.6％～69.5％。

30歳代で 41.0％、40歳代で 57.7％ 

・30歳代を除く各年代で「女性・男性がほぼ同じように担

っている」が 10.5％～18.9％、30歳代では 33.3％ 

（オ）日常の買い物 
・29歳以下を除く各年代で「女性」が 37.9％～52.9％、29

歳以下では 61.0％ 

（カ）子どもの世話や教育 
・29 歳以下と 40 歳代を除く各年代で「女性」が 19.3％～

38.5％、29歳以下で 45.8％、40歳代で 44.1％ 

（キ）高齢者・病人の介護 
・29歳以下と 70歳以上を除く各年代で「女性」が 6.4％～

18.9％、29歳以下で 23.7％、70歳以上で 20.5％ 

 

⚫ （カ）を除く各項目について、最も多い回答が回答者の就労状況によって異なるという

ことはない。 

⚫ （ア）～（キ）について、回答者の就労状況別にみると、回答者が就労している家庭で
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は、就労していない家庭に比べて（ア）食事の準備、（カ）子どもの世話や教育を女性が

担う傾向が強い。 

⚫ また、回答者が就労している家庭では、就労していない家庭に比べて（イ）食事の後片

付け、（エ）洗濯を男性が担う傾向が強い。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ （ア）～（キ）について、回答者の就労状況に加えて回答者の性別によって区分した結

果は次のとおり。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の
性別

就労状態

女
性
（

妻
、

母
親
、

祖
母
、

娘
な
ど
）

男
性
（

夫
、

父
親
、

祖
父
、

息
子
な
ど
）

女
性
・
男
性
が
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
に
担
っ

て

い
る

家
庭
に
一
方
の
性
し

か
い
な
い
（

単
身
者

な
ど
）

そ
の
他
（

ヘ
ル
パ
ー

な
ど
）

育
児
や
介
護
の
対
象

が
い
な
い

無
回
答

就労している 72.0 4.2 12.1 7.9 - 3.7
就労していない 68.7 2.2 12.7 7.5 0.7 8.2
就労している 66.5 9.2 12.1 9.7 - 2.4
就労していない 56.3 4.6 19.5 10.3 - 9.2
就労している 58.9 10.7 18.7 7.9 - 3.7
就労していない 56.0 8.2 20.1 8.2 - 7.5
就労している 36.9 18.4 32.5 9.7 - 2.4
就労していない 37.9 9.2 32.2 10.3 - 10.3
就労している 62.1 6.5 19.6 7.9 - 3.7
就労していない 53.7 9.0 20.1 6.7 1.5 9.0
就労している 42.7 16.5 27.7 9.7 1.0 2.4
就労していない 42.5 10.3 27.6 10.3 - 9.2
就労している 65.0 5.6 17.8 7.9 - 3.7
就労していない 66.4 3.0 13.4 6.7 0.7 9.7
就労している 55.8 13.6 18.4 9.7 - 2.4
就労していない 54.0 6.9 17.2 10.3 - 11.5
就労している 57.9 5.1 25.2 7.9 - 3.7
就労していない 47.8 4.5 31.3 7.5 - 9.0
就労している 38.8 14.1 35.0 9.7 - 2.4
就労していない 41.4 10.3 27.6 10.3 - 10.3
就労している 43.0 0.9 15.9 4.7 - 30.4 5.1
就労していない 31.3 3.0 11.9 4.5 - 37.3 11.9
就労している 31.6 2.4 24.8 4.9 - 32.5 3.9
就労していない 12.6 3.4 19.5 4.6 1.1 39.1 19.5
就労している 21.5 0.9 6.1 4.7 1.4 60.3 5.1
就労していない 23.9 2.2 10.4 4.5 0.7 47.8 10.4
就労している 8.7 6.3 13.1 6.3 - 61.7 3.9
就労していない 11.5 8.0 9.2 4.6 - 48.3 18.4

（ア）

（イ）

食事の準備

食事の後片付け

洗濯

（カ）

（キ）

子どもの世話や教育

高齢者・病人の介護

（ウ）

（エ）

（オ）

部屋の掃除

日常の買い物

女性

男性

男性

男性

男性

男性

男性

女性

女性

女性

女性

女性

女性

男性

区

分

女

性
（

妻
、

母
親
、

祖
母
、

娘
な

ど
）

男

性
（

夫
、

父
親
、

祖

父
、

息

子
な
ど
）

女

性
・
男

性
が
ほ

ぼ

同

じ
よ
う

に
担
っ

て

い

る

家

庭
に
一

方
の
性

し

か

い
な
い
（

単
身

者

な
ど
）

そ

の
他
（

ヘ
ル
パ
ー

な
ど
）

育

児
や
介

護
の
対

象

が
い

な
い

無
回
答

就労している 69.4 6.6 12.0 8.9 - - 3.1

就労していない 64.0 3.2 15.3 8.6 0.5 - 8.6
就労している 48.0 14.6 25.4 8.9 - - 3.1
就労していない 49.1 8.6 24.8 9.0 - - 8.6

就労している 52.7 11.5 23.3 8.9 0.5 - 3.1
就労していない 49.5 9.5 23.0 8.1 0.9 - 9.0

就労している 60.2 9.6 18.1 8.9 - - 3.1
就労していない 61.7 4.5 14.9 8.1 0.5 - 10.4
就労している 48.9 9.4 29.6 8.9 - - 3.1

就労していない 45.5 6.8 29.7 8.6 - - 9.5
就労している 37.4 1.6 20.2 4.7 - 31.5 4.5
就労していない 24.3 3.2 14.9 4.5 0.5 37.8 14.9

就労している 15.3 3.5 9.4 5.6 0.7 60.9 4.5
就労していない 18.9 4.5 9.9 4.5 0.5 48.2 13.5

部屋の掃除

洗濯

日常の買い物

子どもの世話や教育

高齢者・病人の介護

食事の後片付け

食事の準備

（オ）

（カ）

（キ）

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）
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⚫ 家事の多くを女性が主に担っており、この傾向は女性が就労しているか否かによって変

わるわけではない（女性が就労しているからといって、男性が家事を分担しているとい

う傾向は見いだせず、むしろ就労している女性ほど家事を担っている場合もある）。 

⚫ 一部の項目（（イ）（ウ）（エ））では、就労している男性で「男性」を選ぶ傾向があるが、

該当する項目について就労している女性で「男性」を選ぶ傾向が強いとは言えない。就

労している男女の間で家事負担に対する認識に違いが生じていることも考えられる。 

⚫ （ア）～（カ）のそれぞれについて、傾向の違いを整理すると次のとおり。 

 

項目 傾向 

（ア）食事の準備 

・男性回答者では、就労している人ほど「女性」を選択し

ている。就労していない人ほど「女性・男性がほぼ同じ

ように担っている」を選択している 

（イ）食事の後片付け 
・男性回答者では、就労している人ほど「男性」を選択し

ている。 

（ウ）部屋の掃除 

・女性回答者では、就労している人ほど「女性」を選択し

ている。 

・男性回答者では、就労している人ほど「男性」を選択し

ている。 

（エ）洗濯 
・男性回答者では、就労している人ほど「男性」を選択し

ている。 

（オ）日常の買い物 

・女性回答者では、就労している人ほど「女性」を選択し

ている。就労していない人ほど「女性・男性がほぼ同じ

ように担っている」を選択している。 

・男性回答者では、就労している人ほど「女性・男性がほ

ぼ同じように担っている」を選択している。 

（カ）子どもの世話や教育 

・女性回答者では、就労している人ほど「女性」を選択し

ている。 

・男性回答者では、就労している人ほど「女性」「女性・男

性がほぼ同じように担っている」を選択している。 
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仮説② 家族構成（単身・既婚・未婚）によっても異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 単身世帯については、原則として「家庭に一方の性しかいない（単身者など）」を選択す

ることになる。 

⚫ （ア）～（キ）について、婚姻状況によって回答の傾向を見ると、（キ）を除く各項目で

は、既婚回答者の「女性」の割合が、未婚・離死別回答者の割合を 12ポイント以上上回

っている。また、既婚回答者の「女性・男性がほぼ同じように担っている」の割合が、未

婚・離死別回答者の割合を６ポイント以上上回っている。 

⚫ なお、（ア）～（オ）では未婚・離死別回答者の 27％程度が「家庭に一方の性しかいない」

を選択している。 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区

分

女

性
（

妻
、

母
親
、

祖
母
、

娘
な

ど
）

男

性
（

夫
、

父
親
、

祖

父
、

息

子
な
ど
）

女

性
・
男

性
が
ほ

ぼ

同

じ
よ
う

に
担
っ

て

い

る

家

庭
に
一

方
の
性

し

か

い
な
い
（

単
身

者

な
ど
）

そ

の
他
（

ヘ
ル
パ
ー

な
ど
）

育

児
や
介

護
の
対

象

が
い

な
い

無
回
答

既婚 75.7 5.4 15.2 0.5 0.2 - 2.9

未婚・離死別 47.4 5.6 9.2 27.6 - - 10.2
既婚 52.6 14.1 29.7 0.7 - - 2.9
未婚・離死別 38.3 9.2 14.8 27.6 - - 10.2

既婚 57.1 11.6 27.9 0.5 - - 2.9
未婚・離死別 37.8 9.2 13.3 27.0 2.0 - 10.7

既婚 66.2 8.6 21.1 0.5 0.2 - 3.4
未婚・離死別 46.9 6.1 8.7 27.0 - - 11.2
既婚 51.2 8.4 36.7 0.7 - - 2.9

未婚・離死別 38.8 8.7 14.3 27.0 - - 11.2
既婚 37.4 2.0 21.1 0.9 - 31.5 7.0
未婚・離死別 22.4 2.6 12.8 13.3 0.5 38.3 10.2

既婚 15.0 3.2 10.4 0.7 0.9 62.4 7.5
未婚・離死別 18.9 5.6 8.7 15.3 - 43.4 8.2

（カ）子どもの世話や教育

（キ）高齢者・病人の介護

（ア）食事の準備

（イ）食事の後片付け

（ウ）部屋の掃除

（エ）洗濯

（オ）日常の買い物
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問 43（夫婦の名字（姓））関連 

仮説① 前回（10年前）と変化しているか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 平成 26年度調査では「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を改める必要はない」

（52.9％）が過半数で最も多くなっていたが、平成 26年度調査から今回調査にかけて割

合がほぼ半減して、今回調査では「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、

法律を改めた方がよい」「結婚前の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」

を下回っている。 

⚫ 「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改めた方がよい」「結婚前

の名字（姓）を名乗れるように法律を改めた方がよい」は、平成 26年度調査から今回調

査にかけて 13ポイント以上増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夫婦は同じ名字（姓）を

名乗るべき

27.2

52.9

結婚前の名字（姓）を

通称として使える

32.2

18.8

結婚前の名字（姓）を

名乗れる

28.3

13.0

その他

7.3

7.2

無回答

5.0

8.2

令和６年度(n=658)

平成26年度(n=736)

単位:％
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仮説② 働いている女性の考えは、他と異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 就労している女性では、「結婚前の名字（姓）を「通称」として使えるように、法律を改

めた方がよい」の割合が多く（38.3％）、「夫婦は同じ名字（姓）を名乗るべきで、法律を

改める必要はない」の割合が少ない（19.2％）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
体

夫
婦
は

同
じ
名
字
（

姓
）

を
名
乗

る
べ

き
で
、

法
律
を
改

め
る
必
要
は
な
い

結
婚
前

の
名
字
（

姓
）

を
「

通
称
」

と

し
て
使

え
る
よ
う
に
、

法
律
を
改

め
た

方
が

よ
い

結
婚
前

の
名
字
（

姓
）

を
名
乗
れ

る
よ

う
に
法
律
を
改

め
た
方
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

658 179 212 186 48 33
100.0 27.2 32.2 28.3 7.3 5.0
214 41 82 63 16 12

100.0 19.2 38.3 29.4 7.5 5.6
134 36 40 37 11 10

100.0 26.9 29.9 27.6 8.2 7.5
206 61 62 63 16 4

100.0 29.6 30.1 30.6 7.8 1.9
87 39 23 19 2 4

100.0 44.8 26.4 21.8 2.3 4.6
14 2 5 4 2 1

100.0 14.3 35.7 28.6 14.3 7.1

男
性

就労している

就労していない

無回答

全体

性
・
職
業
別

女
性

就労している

就労していない
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問 44（メディアにおける性・暴力表現）関連 

仮説 
問 45、46 の被害経験がある人とそうでない人とでは、傾向が異なるの

ではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

【問 45について】 

⚫ セクシュアル・ハラスメントを受けたり、見聞きしたことがある回答者では、「性・暴力

表現を望まない人や子どもの目にも触れてしまう」を除く各項目とも、被害を受けたり

見聞きしたことがない回答者の割合を上回っている。特に「女性のイメージや男性のイ

メージについてかたよった表現をしている」ではその差が 11ポイントとなっている。被

害を受けたり見聞きしたことがある人ほど、メディアにおける性・暴力表現について

様々な課題があると認識しているものと見受けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問44．メディアにおける性・暴力表現   【７つまでの複数回答】

全

体

社
会
全
体
の

性
に
関
す
る

道
徳
観
・
倫

理
観
が
損

な
わ
れ
る

女
性
の
イ
メ
ー

ジ
や
男
性

の
イ
メ
ー

ジ

に
つ
い
て
か

た
よ
っ

た
表

現
を
し
て
い

る

性
・
暴
力
表

現
を
望
ま
な

い
人
や
子
ど

も
の
目

に
も
触
れ
て

し
ま
う

児
童
に
対
す

る
暴
力
や
性

犯
罪
を
助
長

す

る

女
性
に
対
す

る
暴
力
や
性

犯
罪
を
助
長

す

る

女
性
の
性
的

側
面
を
過
度

に
強
調
す
る

な
ど
、

女
性

の
人
権
が
侵

害
さ
れ
て
い

る
そ
の
他

特

に
問
題
は
な

い

無
回
答

658 246 176 341 217 201 160 37 81 44
100.0 37.4 26.7 51.8 33.0 30.5 24.3 5.6 12.3 6.7

267 108 96 141 99 94 74 23 35 2

100.0 40.4 36.0 52.8 37.1 35.2 27.7 8.6 13.1 0.7
261 88 65 149 90 78 60 12 38 4

100.0 33.7 24.9 57.1 34.5 29.9 23.0 4.6 14.6 1.5
130 50 15 51 28 29 26 2 8 38

100.0 38.5 11.5 39.2 21.5 22.3 20.0 1.5 6.2 29.2

全体

受けた・見たり聞いたり

した
受けたり見たり聞いたり
したことがない

無回答

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト



 

 

174 

【問 46について】 

⚫ 何らかの DV被害を受けたことがある回答者では、「児童に対する暴力や性犯罪を助長す

る」「女性に対する暴力や性犯罪を助長する」が４割前後であり、被害を受けたことがな

い回答者の割合を８ポイント以上上回っている。その一方で、「特に問題はない」（被害

経験者 16.7％、被害未経験者 9.6％）の割合も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問44．メディアにおける性・暴力表現   【７つまでの複数回答】

全
体

社
会
全
体

の
性
に
関
す

る
道
徳
観

・
倫

理
観
が

損
な
わ
れ
る

女
性
の
イ

メ
ー

ジ
や
男

性
の
イ
メ
ー

ジ

に
つ
い
て

か
た
よ
っ

た

表
現
を
し

て
い

る

性
・
暴
力

表
現
を
望
ま

な
い
人
や

子
ど

も
の

目
に
も
触
れ

て
し
ま
う

児
童
に
対

す
る
暴
力
や

性
犯
罪
を

助
長

す
る

女
性
に
対

す
る
暴
力
や

性
犯
罪
を

助
長

す
る

女
性
の
性

的
側
面
を
過

度
に
強
調

す
る

な
ど
、

女

性
の
人
権
が

侵
害
さ
れ

て
い

る
そ
の
他

特
に
問
題
は

な
い

無
回
答

658 246 176 341 217 201 160 37 81 44

100.0 37.4 26.7 51.8 33.0 30.5 24.3 5.6 12.3 6.7
120 46 34 70 49 47 29 7 20 4

100.0 38.3 28.3 58.3 40.8 39.2 24.2 5.8 16.7 3.3
397 159 105 215 129 115 96 20 38 22

100.0 40.1 26.4 54.2 32.5 29.0 24.2 5.0 9.6 5.5
141 41 37 56 39 39 35 10 23 18

100.0 29.1 26.2 39.7 27.7 27.7 24.8 7.1 16.3 12.8

全体

D

V

被

害

受けたことがある

受けたことがない

無回答
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問 45（セクシュアル・ハラスメントの有無）関連 

仮説 年代によって異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりとは言い切れない。 

 

⚫ 各年代とも、受けたことも見たり聞いたりしたこともないという回答が最も多い。 

⚫ 受けた被害についてみると、30 歳代から 50 歳代にかけては「容姿や服装、年齢、身体

的特徴について話題にされた」が、60歳代では「「男の子、女の子」「おじさん、おばさ

ん」といった呼び方をされた」が最も多い。29歳以下と 70歳以上では、「行為を受けた

り見たり聞いたりしたことはあるが、詳しく答えたくない」が最も多い。年代により顕

著な違いがあるとまでは言い切れない。 

⚫ このほか、29 歳以下と 30 歳代では「性的な話をされたり、性的な体験について尋ねら

れた」が１割強から１割台半ば、40 歳代と 50 歳代では「結婚、子どもの有無など私生

活に関わることについて必要以上に質問されたり、話題にされた」が１割強、50歳代で

は「「男の子、女の子」「おじさん、おばさん」といった呼び方をされた」が 60歳代とと

もに１割強となっている。 

 

 

 

 

 

  
全
体

性
的
な
話
を
さ
れ
た
り
、

性
的
な
経
験
に

つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た

容
姿
や
服
装
、

年
齢
、

身
体
的
特
徴
に
つ

い
て
話
題
に
さ
れ
た

結
婚
、

子
ど
も
の
有
無
な
ど
私
生
活
に
関

わ
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
以
上
に
質
問
さ

れ
た
り
、

話
題
に
さ
れ
た

「

男
の
く
せ
に
」
「

女
に
は
仕
事
を
任
せ

ら
れ
な
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
た

「

男
の
子
、

女
の
子
」
「

お
じ
さ
ん
、

お

ば
さ
ん
」

と
い
っ

た
呼
び
方
を
さ
れ
た

週
刊
誌
な
ど
の
ヌ
ー

ド
写
真
を
み
せ
ら
れ

た

不
必
要
に
身
体
を
さ
わ
ら
れ
た

宴
会
な
ど
で
お
酌
や
デ
ュ

エ
ッ

ト
を
強
要

さ
れ
た
り
、

席
を
指
定
さ
れ
た

執
拗
に
交
際
を
求
め
ら
れ
た

立
場
や
地
位
を
利
用
し
て
、

性
的
な
関
係

を
迫
ら
れ
た

理
不
尽
な
誘
い
を
断
っ

た
ら
、

パ
ワ
ー

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（

社
会
的
立
場
を
利
用
し
た

嫌
が
ら
せ
）

を
受
け
た

そ
の
他

行
為
を
受
け
た
り
、

見
た
り
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
、

詳
し
く
答
え
た
く
な
い

受
け
た
こ
と
も
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ

と
も
な
い

無
回
答

658 43 82 47 22 47 3 24 25 5 6 14 46 67 261 130
100.0 6.5 12.5 7.1 3.3 7.1 0.5 3.6 3.8 0.8 0.9 2.1 7.0 10.2 39.7 19.8

350 24 42 28 7 25 1 20 12 4 3 4 23 37 128 75
100.0 6.9 12.0 8.0 2.0 7.1 0.3 5.7 3.4 1.1 0.9 1.1 6.6 10.6 36.6 21.4

294 18 37 17 14 20 2 3 11 1 3 10 22 29 128 51
100.0 6.1 12.6 5.8 4.8 6.8 0.7 1.0 3.7 0.3 1.0 3.4 7.5 9.9 43.5 17.3

59 9 11 5 2 2 - 2 1 - - - 3 12 28 1
100.0 15.3 18.6 8.5 3.4 3.4 - 3.4 1.7 - - - 5.1 20.3 47.5 1.7

78 11 14 5 1 4 2 6 5 3 2 1 2 10 38 5
100.0 14.1 17.9 6.4 1.3 5.1 2.6 7.7 6.4 3.8 2.6 1.3 2.6 12.8 48.7 6.4

111 11 19 12 7 6 - 4 6 1 2 5 5 8 59 8
100.0 9.9 17.1 10.8 6.3 5.4 - 3.6 5.4 0.9 1.8 4.5 4.5 7.2 53.2 7.2

136 7 18 17 7 16 - 9 3 1 2 4 10 14 64 8
100.0 5.1 13.2 12.5 5.1 11.8 - 6.6 2.2 0.7 1.5 2.9 7.4 10.3 47.1 5.9

95 4 11 4 2 12 - 3 7 - - 1 13 10 35 11
100.0 4.2 11.6 4.2 2.1 12.6 - 3.2 7.4 - - 1.1 13.7 10.5 36.8 11.6

171 1 9 4 3 7 1 - 3 - - 3 12 13 34 93
100.0 0.6 5.3 2.3 1.8 4.1 0.6 - 1.8 - - 1.8 7.0 7.6 19.9 54.4

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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問 46（配偶者やパートナーから受けた行為）関連 

仮説 
「行為を受けたことがあるが、詳しく答えたくない」を含めると、前回

調査よりも被害者は多いのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 何らかの被害を受けたという回答者の割合（回答者全体－「被害を受けたことがない」

－「無回答」で算出）を見ると、前回調査 14.6％、今回調査 18.3％であり、今回調査の

被害経験者の割合は前回調査を上回っている。 

⚫ なお、今回調査の「行為を受けたことがあるが、詳しく答えたくない」は 1.4％。 

 

（単位：％） 

選択肢等 今回 前回 

何らかの被害を受けたという回答 18.3 14.6 

被害を受けたことがない 60.3 65.6 

無回答 21.4 19.8 
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問 46-1（相談先）関連 

仮説 
「行為を受けたことがあるが、詳しく答えたくない」人は相談していな

いのではないか。 

 

結論 仮説のとおりとは言えない。 

 

⚫ 「誰にも相談しなかった」の割合をみると、被害内容を具体的に回答した人と、被害を

受けたが具体的な回答をしなかった人の割合はいずれも 55％前後であり、傾向に違いは

見られない。 

 

 

 

 

 

  

問46-１．相談先   【９つまでの複数回答】

全
体

家
族
・
親

族

友
人
・
知

人

同
じ

よ
う
な
経
験

を
し
た
人

家

庭
裁
判
所
、

弁
護
士

警
察

市
役
所
の

相
談
窓
口
（

「

い
な
ぎ

女
性

の

悩
み
相
談
」

な
ど
）

配
偶
者

暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

医
師
、

カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

な
ど

そ
の
他

誰
に
も
相

談
し
な
か
っ

た

無
回
答

120 31 26 2 5 6 4 1 4 - 65 2

100.0 25.8 21.7 1.7 4.2 5.0 3.3 0.8 3.3 - 54.2 1.7
9 1 2 1 - - - - 1 - 5 -

100.0 11.1 22.2 11.1 - - - - 11.1 - 55.6 -
111 30 24 1 5 6 4 1 3 - 60 2

100.0 27.0 21.6 0.9 4.5 5.4 3.6 0.9 2.7 - 54.1 1.8
- - - - - - - - - - - -
* * * * * * * * * * * *

全体

D
V
被
害

受けたことがあるが、詳
しく答えたくない
身体的、精神的、経済
的、性的暴力を受けた

無回答
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問 46-2（相談しなかった理由）関連 

仮説 受けた暴力により、相談しなかった理由が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 身体的暴力を受けた回答者では、「相談しても無駄だと思った」が 34.4％であり、精神的

暴力を受けた回答者の割合を５ポイント上回っている。また、精神的暴力を受けた回答

者では、「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思った」が 28.8％であ

り、身体的暴力を受けた回答者の割合を 10ポイント上回っている。 

⚫ なお、問 46（配偶者やパートナーから受けた行為）は複数回答が可能な設問であること

から、身体的暴力と精神的暴力の両方を受けたことがある回答者については、「身体的暴

力を受けた」「精神的暴力を受けた」の双方に重複計上していることに留意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問46-2．相談しなかった理由   【複数回答】

全
体

ど
こ
（

誰
）

に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
か
っ

た

相
談
す
る
人
が
い
な
か
っ

た

恥
ず
か
し
く
て
誰
に
も
言
え
な
か
っ

た

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ

た

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、

仕
返
し

や
も
っ

と
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と

思
っ

た

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、

な
ん
と
か
こ

の
ま
ま
や
っ

て
い
け
る
と
思
っ

た

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ

た

子
ど
も
に
危
害
が
及
ぶ
と
思
っ

た

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ

た

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ

た

そ
の
他

無
回
答

65 1 7 6 19 - 17 6 - 18 30 4 -
100.0 1.5 10.8 9.2 29.2 - 26.2 9.2 - 27.7 46.2 6.2 -

32 1 3 3 11 - 6 2 - 8 13 2 -
100.0 3.1 9.4 9.4 34.4 - 18.8 6.3 - 25.0 40.6 6.3 -

52 1 6 5 15 - 15 6 - 13 21 4 -
100.0 1.9 11.5 9.6 28.8 - 28.8 11.5 - 25.0 40.4 7.7 -

2 - - - 1 - 1 - - - - - -
100.0 - - - 50.0 - 50.0 - - - - - -

8 - - 2 3 - 1 3 - 1 1 - -
100.0 - - 25.0 37.5 - 12.5 37.5 - 12.5 12.5 - -

5 - - 1 2 - 1 - - 2 4 - -
100.0 - - 20.0 40.0 - 20.0 - - 40.0 80.0 - -

- - - - - - - - - - - - -
* * * * * * * * * * * * *

D

V

被

害

身体的暴力を受けた

精神的暴力を受けた

経済的暴力を受けた

性的暴力を受けた

受けたことがあるが、詳
しく答えたくない

無回答

全体
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問 47（団体などへの活動参加の有無）関連 

仮説① 男女や年代によって傾向が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 男女別にみると、女性は「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA活動」が、男性は「参

加していない」が最も多い。第２位の回答は、男女とも「自治会や町内会、商店会などの

地域活動」となっている。 

⚫ 年代別にみると、29歳以下と 30歳代では「参加していない」が最も多く、40歳代と 50

歳代では「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA活動」が最も多く、60歳代と 70歳以

上では「自治会や町内会、商店会などの地域活動」が最も多い。「参加していない」はお

おむね年代とともに割合が低下しており、年代が高いほど地域活動の参加経験があると

言える。 

 

属性 第１位の回答 第２位の回答 

女性 
保育園・幼稚園の保護者会、学校

の PTA活動（40.3％） 

自治会や町内会、商店会などの地域

活動（35.4％） 

男性 参加していない（42.2％） 
自治会や町内会、商店会などの地域

活動（30.6％） 

29歳以下 参加していない（62.7％） 趣味やスポーツなどの活動（27.1％） 

30歳代 参加していない（66.7％） 
保育園・幼稚園の保護者会、学校の

PTA活動（21.8％） 

40歳代 
保育園・幼稚園の保護者会、学校

の PTA活動（41.4％） 
参加していない（36.9％） 

50歳代 
保育園・幼稚園の保護者会、学校

の PTA活動（38.2％） 
参加していない（33.1％） 

60歳代 
自治会や町内会、商店会などの

地域活動（46.3％） 

保育園・幼稚園の保護者会、学校の

PTA活動（35.8％） 

70歳以上 
自治会や町内会、商店会などの

地域活動（50.9％） 
趣味やスポーツなどの活動（40.9％） 
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仮説② 
働いているか否か、ワーク・ライフ・バランスの意識の違い（問 40）と

で傾向が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 就労している回答者の「保育園・幼稚園の保護者会、学校の PTA活動」は 30.6％であり、

就労していない回答者の割合（24.3％）を６ポイント上回っている。「参加していない」

についても、就労している回答者で 42.1％であり、就労していない回答者を 16 ポイン

ト上回っている。 

⚫ 就労していない回答者では、「趣味やスポーツなどの活動」「自治会や町内会、商店会な

どの地域活動」が４割強であり、就労している回答者の割合を 11ポイント以上上回って

いる。このほか、「地域の仲間同士集まって行う研究会や勉強会」「高齢者や障害のある

人の介護などのボランティア活動」でも、就労してない回答者の割合が就労している回

答者を７ポイント以上上回っている。 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ ワーク・ライフ・バランスの意識との関連をみると、理想の生活・実際の生活として『仕

事』『家庭生活』『地域・個人の生活』の３つのうち１つだけを選択していたり、仕事と家

庭生活もしくは地域・個人の生活のいずれかを選択している場合の多くは、地域活動に

「参加していない」が第１位の回答となっている。 

⚫ 一方、理想の生活・実際の生活として『家庭生活と地域・個人の生活』『全部』を選択し

ている場合、何らかの地域活動に参加している人の割合が７割台と高く、地域活動に参

加していないという回答は上位３項目に入っていない。 

⚫ 自身の生活の中での仕事の存在が大きい人では、地域活動に参加したことがあるという

人は多くないことがわかる。 

 

 

全

体

自
治

会

や
町

内
会
、

商
店

会
な

ど
の

地

域

活

動

保
育

園

・
幼

稚
園

の

保
護

者
会
、

学

校

の

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動

子
ど

も

会
や

青
少

年

ス
ポ
ー

ツ

チ
ー

ム

な

ど

の
活

動
や

世

話

趣

味
や

ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

活

動

地
域

の

仲
間

同
士

集

ま
っ

て
行

う
研

究

会
や

勉

強
会

環
境

問

題
・

消
費

者

問
題

や
リ

サ
イ

ク

ル

な

ど
の

市
民

活

動

高
齢

者

や
障

害
の

あ

る
人

の
介

護
な

ど

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

活
動

そ

の

他

参

加
し

て

い
な

い

無

回

答

全体 100.0 33.1 28.1 17.5 28.1 6.4 2.7 4.9 1.7 36.5 3.2

就労している 100.0 29.2 30.6 19.1 20.5 3.1 1.9 2.4 0.9 42.1 2.1

就労していない 100.0 41.0 24.3 15.3 41.4 12.6 4.1 9.9 3.2 26.1 4.5
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理想 第１位の回答 
何らかの地域活動に 

参加している人の割合 

全体 参加していない（36.5％） ６０．３％ 

仕事 参加していない（53.8％） ４６．２％ 

家庭 参加していない（41.4％） ５７．９％ 

地域・個人 参加していない（50.0％） ４６．７％ 

仕事と家庭 参加していない（44.6％） ５４．２％ 

仕事と地域・個人 参加していない（38.7％） ５４．８％ 

家庭と地域・個人 趣味やスポーツなどの活動（47.3％） ７０．９％ 

全部 
自治会や町内会、商店会などの地域活動

（40.7％） 
７０．０％ 

 

実際 第１位の回答 
何らかの地域活動に 

参加している人の割合 

全体 参加していない（36.5％） ６０．３％ 

仕事 参加していない（44.4％） ５１．６％ 

家庭 
自治会や町内会、商店会などの地域活動

（36.4％） 
６６．９％ 

地域・個人 参加していない（45.0％） ５５．０％ 

仕事と家庭 参加していない（38.9％） ６０．６％ 

仕事と地域・個人 参加していない（55.6％） ４４．４％ 

家庭と地域・個人 趣味やスポーツなどの活動（55.2％） ７９．３％ 

全部 
自治会や町内会、商店会などの地域活動

（42.3％） 
７６．９％ 
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仮説③ 問 24、25（近所づきあい等）と関係しているのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 問 24（近所付き合いの程度）との関連を見ると、「高齢者や障害のある人の介護などのボ

ランティア活動」を除く各活動とも、付き合いが親密な人ほど活動に参加したことがあ

るという傾向がある。一方、付き合いが乏しい人ほど「参加していない」の割合が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 問 25（地域の団体・組織への参加意向）との関連を見ると、現在地域の団体・組織に参

加している人は「自治会や町内会、商店会などの地域活動」が６割台と多くなっている。

また、現在地域の団体・組織に参加しており活動の継続意向がある人では、「趣味やスポ

ーツなどの活動」が 59.0％で多くなっている。 

⚫ 一方、現在地域の団体・組織に参加しておらず、今後の参加意向がない人では、「参加し

ていない」が 58.4％で多い。 

 

 

  

全
体

自
治
会
や

町
内
会
、

商
店
会
な
ど
の
地

域
活
動

保
育
園
・

幼
稚
園
の
保
護
者
会
、

学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

子
ど
も
会

や
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー

ム

な
ど
の
活
動
や
世

話

趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の

活
動

地
域
の
仲

間
同
士
集
ま
っ

て
行
う
研
究

会
や
勉
強
会

環
境
問
題

・
消
費
者
問
題
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
市
民
活

動

高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
の
介
護
な
ど

の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

658 218 185 115 185 42 18 32 11 240 21
100.0 33.1 28.1 17.5 28.1 6.4 2.7 4.9 1.7 36.5 3.2

43 24 15 9 20 6 2 2 3 7 1
100.0 55.8 34.9 20.9 46.5 14.0 4.7 4.7 7.0 16.3 2.3
241 109 78 48 94 26 7 17 3 59 8

100.0 45.2 32.4 19.9 39.0 10.8 2.9 7.1 1.2 24.5 3.3
185 58 56 34 36 9 5 5 4 70 5

100.0 31.4 30.3 18.4 19.5 4.9 2.7 2.7 2.2 37.8 2.7
184 24 35 22 34 1 3 8 1 104 5

100.0 13.0 19.0 12.0 18.5 0.5 1.6 4.3 0.5 56.5 2.7
5 3 1 2 1 - 1 - - - 2

100.0 60.0 20.0 40.0 20.0 - 20.0 - - - 40.0

全体

近
所
づ
き

あ
い
の
程
度

親密なつきあいがある

どちらかといえばつきあ
いがある
どちらかといえばつきあ
いがない

ほとんどつきあいがない

無回答

全
体

自
治
会
や

町
内
会
、

商
店
会
な
ど
の
地

域
活
動

保
育
園
・

幼
稚
園
の
保
護
者
会
、

学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

子
ど
も
会

や
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー

ム

な
ど
の
活
動
や
世

話

趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の

活
動

地
域
の
仲

間
同
士
集
ま
っ

て
行
う
研
究

会
や
勉
強
会

環
境
問
題

・
消
費
者
問
題
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
市
民
活

動

高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
の
介
護
な
ど

の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

658 218 185 115 185 42 18 32 11 240 21
100.0 33.1 28.1 17.5 28.1 6.4 2.7 4.9 1.7 36.5 3.2
139 91 59 39 82 22 10 18 4 5 3

100.0 65.5 42.4 28.1 59.0 15.8 7.2 12.9 2.9 3.6 2.2
167 51 52 33 51 8 6 8 1 51 4

100.0 30.5 31.1 19.8 30.5 4.8 3.6 4.8 0.6 30.5 2.4
32 20 12 7 8 3 - 1 2 4 3

100.0 62.5 37.5 21.9 25.0 9.4 - 3.1 6.3 12.5 9.4
308 48 61 35 42 8 2 5 4 180 8

100.0 15.6 19.8 11.4 13.6 2.6 0.6 1.6 1.3 58.4 2.6
12 8 1 1 2 1 - - - - 3

100.0 66.7 8.3 8.3 16.7 8.3 - - - - 25.0

全体

地

域

の

団

体

や

組

織

へ

の

参

加

意

向

現在参加しており、今後
も続けたい
現在は参加していない
が、今後は参加したい
現在参加しているが、今
後はやめたい
現在参加しておらず、今
後も参加したくない

無回答
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問 47-1（活動団体での男女差）関連 

仮説① 年代により傾向が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりとは言えない。 

 

⚫ 各年代とも「特にない」が最も多く、40歳代から 70歳以上にかけて「男性の参加が少な

い」が、30歳代では「女性が役職に就きたがらない」「男性の参加が少ない」が続いてい

る。29 歳以下では「団体の長には男性が就き、女性は補助的役職に就く慣行がある」

（14.3％）が２番目に多い。 

⚫ 29歳以下の回答者数が 21人と少数であることに留意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
体

団
体
の
長
に
は
男
性
が
就
き
、

女
性
は

補
助
的
役
職
に
就
く
慣
行
が
あ
る

女
性
が
役
職
に
就
き
た
が
ら
な
い

活
動
の
準
備
や
後
片
付
け
な
ど
は
女
性

が
行
う
慣
行
が
あ
る

女
性
の
参
加
が
少
な
い

男
性
の
参
加
が
少
な
い

女
性
が
表
に
出
る
べ
き
で
な
い
と
い
う

雰
囲
気
が
あ
る

男
性
が
女
性
を
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー

と

し
て
見
て
い
な
い

女
性
の
意
見
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

397 36 27 23 27 62 4 11 1 10 226 24
100.0 9.1 6.8 5.8 6.8 15.6 1.0 2.8 0.3 2.5 56.9 6.0
230 14 16 17 9 50 4 8 1 5 122 19

100.0 6.1 7.0 7.4 3.9 21.7 1.7 3.5 0.4 2.2 53.0 8.3
160 22 11 5 16 11 - 3 - 5 101 5

100.0 13.8 6.9 3.1 10.0 6.9 - 1.9 - 3.1 63.1 3.1
21 3 - 1 2 2 - - - 1 13 -

100.0 14.3 - 4.8 9.5 9.5 - - - 4.8 61.9 -
25 3 4 1 2 4 - - - 1 13 -

100.0 12.0 16.0 4.0 8.0 16.0 - - - 4.0 52.0 -
69 6 4 3 3 13 1 4 - 2 43 1

100.0 8.7 5.8 4.3 4.3 18.8 1.4 5.8 - 2.9 62.3 1.4
87 2 2 3 3 13 1 2 1 1 59 4

100.0 2.3 2.3 3.4 3.4 14.9 1.1 2.3 1.1 1.1 67.8 4.6
65 6 6 7 4 9 2 2 - - 38 3

100.0 9.2 9.2 10.8 6.2 13.8 3.1 3.1 - - 58.5 4.6
126 16 11 8 11 21 - 3 - 5 58 16

100.0 12.7 8.7 6.3 8.7 16.7 - 2.4 - 4.0 46.0 12.7

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男
女
別

女性

男性
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問 48（男女共同参画に関わる言葉の認知）関連 

仮説① 年代、働いているか否かによって傾向が異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 「ストーカー規制法」は各年代とも６割以上となっている。 

⚫ 「ジェンダー」は 29歳以下から 60歳代で８割台だが、70歳以上では 52.0％にとどまっ

ている。「LGBTQ」は 29歳以下から 40歳代にかけて７割以上だが、70歳以上では 25.1％

にとどまっている。 

⚫ 29歳以下では「男女共同参画社会」「男女雇用機会均等法」「ワーク・ライフ・バランス」

など、16個の言葉のうち５個で８割台の回答となっており、他の年代に比べて言葉の理

解度が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
体

男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

女
子
差
別
撤
廃
条
約

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

女
性
活
躍
推
進
法
（

女
性
の
職
業
生

活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

法
律
）

Ｄ
Ｖ
防
止
法
（

配
偶
者
か
ら
の
暴
力

の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関

す
る
法
律
）

ス
ト
ー

カ
ー

規
制
法
（

ス
ト
ー

カ
ー

行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
）

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支

援
に
関
す
る
法
律

ジ
ェ

ン
ダ
ー
（

社
会
的
・
文
化
的
に

形
成
さ
れ
た
性
別
）

ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
（

積
極

的
改
善
措
置
）

ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

仕

事
と
生
活
の
調
和
）

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
（

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と

権
利
）

658 355 193 118 491 166 408 505 32 491 57 368 32
100.0 54.0 29.3 17.9 74.6 25.2 62.0 76.7 4.9 74.6 8.7 55.9 4.9

350 181 98 66 257 81 219 272 15 265 24 190 18
100.0 51.7 28.0 18.9 73.4 23.1 62.6 77.7 4.3 75.7 6.9 54.3 5.1

294 168 94 49 226 81 184 225 16 218 32 172 14
100.0 57.1 32.0 16.7 76.9 27.6 62.6 76.5 5.4 74.1 10.9 58.5 4.8

59 51 45 26 51 16 29 42 4 52 10 49 6
100.0 86.4 76.3 44.1 86.4 27.1 49.2 71.2 6.8 88.1 16.9 83.1 10.2

78 53 33 16 58 29 50 58 3 65 10 60 3
100.0 67.9 42.3 20.5 74.4 37.2 64.1 74.4 3.8 83.3 12.8 76.9 3.8

111 59 37 26 89 40 74 93 9 92 11 81 7
100.0 53.2 33.3 23.4 80.2 36.0 66.7 83.8 8.1 82.9 9.9 73.0 6.3

136 63 30 11 103 38 96 113 8 112 10 85 11
100.0 46.3 22.1 8.1 75.7 27.9 70.6 83.1 5.9 82.4 7.4 62.5 8.1

95 53 21 11 75 20 65 82 2 78 5 52 3
100.0 55.8 22.1 11.6 78.9 21.1 68.4 86.3 2.1 82.1 5.3 54.7 3.2

171 73 27 26 112 21 92 113 5 89 10 40 2
100.0 42.7 15.8 15.2 65.5 12.3 53.8 66.1 2.9 52.0 5.8 23.4 1.2

ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア

ス
（

無
意
識
の
思
い
込
み
）

W
e
l
l
-
b
e
i
n
g

デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の

は
な
い

無
回
答

96 134 160 399 25 39
14.6 20.4 24.3 60.6 3.8 5.9

36 68 98 214 11 22
10.3 19.4 28.0 61.1 3.1 6.3

58 63 60 178 13 15
19.7 21.4 20.4 60.5 4.4 5.1

12 18 23 53 1 -
20.3 30.5 39.0 89.8 1.7 -

14 27 21 62 2 3
17.9 34.6 26.9 79.5 2.6 3.8

22 34 36 81 3 1
19.8 30.6 32.4 73.0 2.7 0.9

30 36 45 91 4 5
22.1 26.5 33.1 66.9 2.9 3.7

16 14 19 66 5 2
16.8 14.7 20.0 69.5 5.3 2.1

2 5 16 43 9 26
1.2 2.9 9.4 25.1 5.3 15.2

性
別

女性

男性

男
女
別

女性

男性

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

年
齢
別

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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⚫ 就労状況との関係をみると、「女子差別撤廃条約」を除く各用語とも、就労している回答

者の割合が就労していない回答者の割合を上回っている。特に「ワーク・ライフ・バラ

ンス」「LGBTQ」「ジェンダー」ではその差がほぼ 20ポイント以上となっている。 

 

（単位：％） 

選択肢等 就労して

いる 

就労して

いない 

男女共同参画社会 55.1 52.3 

男女共同参画社会基本法 30.4 27.9 

女子差別撤廃条約 17.4 18.9 

男女雇用機会均等法 77.6 70.3 

女性活躍推進法 28.9 17.6 

ＤＶ防止法 64.9 57.7 

ストーカー規制法 80.5 70.3 

困難な問題を抱える女性への支援に関する法律 5.9 2.3 

ジェンダー 82.1 62.2 

ポジティブ・アクション 9.2 7.2 

ワーク・ライフ・バランス 64.5 41.4 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ 5.2 4.5 

アンコンシャス・バイアス 18.8 7.2 

Well-being 26.4 9.9 

デートＤＶ 27.5 18.9 

ＬＧＢＴＱ 68.9 45.9 

見たり聞いたりしたものはない 3.8 3.6 

無回答 3.3 10.4 
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仮説② 
言葉を知っている人は、意識（問 41 家庭生活の平等）が高い（相関す

る）のではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 問 41 の（ア）～（キ）の大半について、知っている言葉が多い回答者ほど、“意見に賛

成（または反対）”の割合が多くなっている。 

 

意見 
問 48の知っている言葉の数 

10個以上 ５～９個 １～４個 ０個 

（ア）に反対 76.9％ 66.3％ 54.3％ 40.0％ 

（イ）に反対 76.9％ 68.1％ 50.3％ 36.0％ 

（ウ）に賛成 93.2％ 94.2％ 84.8％ 60.0％ 

（エ）に反対 88.9％ 84.4％ 69.5％ 52.0％ 

（オ）に賛成 79.5％ 75.5％ 65.6％ 40.0％ 

（カ）に賛成 78.6％ 68.4％ 58.9％ 40.0％ 

（キ）に賛成 80.3％ 72.1％ 56.3％ 40.0％ 
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問 49（男女平等になるために重要なこと）関連 

仮説 
性別や年代以外に「働いている人」「DV被害経験がある人」「職場が不平

等だと感じている人」等で重要だと思うことが異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 多くの項目について、就労していない回答者の割合が就労している回答者の割合を上回

っており、「働きやすくなるように保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護

サービスを充実すること」「各自治体で男女平等に関する条例を制定すること」ではその

差が 10ポイント以上となっている。 

 

（単位：％） 

選択肢等 
就労して

いる 

就労して

いない 

女性が自身の経済力を向上させること 40.9 41.4 

男性が家事・育児・介護に積極的に関わること 56.9 60.4 

「女だから」「男だから」という偏見、固定的な社会通念や慣習・し

きたりを改めること  
60.7 59.5 

子どもの時から男女平等教育を行うこと 45.2 50.0 

男女平等・男女共同参画のための様々な法律や制度を整備すること 21.6 28.8 

各自治体で男女平等に関する条例を制定すること 7.8 18.0 

企業・官庁などで、女性管理職が多く登用されること 24.5 28.4 

働きやすくなるように保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施

設や介護サービスを充実すること 
47.1 59.5 

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直し

を進めること 
50.1 48.2 

その他 5.9 2.3 

わからない 4.5 5.4 

無回答 1.6 5.0 

 

⚫ DV被害を受けたことがある回答者では、「「女だから」「男だから」という偏見、固定的な

社会通念や慣習・しきたりを改めること」が 65.8％であり、被害を受けたことがない回

答者の割合を７ポイント上回っている。 

⚫ 一方、「働きやすくなるように保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サー

ビスを充実すること」「男性が家事・育児・介護に積極的に関わること」では、被害を受

けたことがない回答者の割合を６ポイント以上下回っている。 
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（単位：％） 

選択肢等 
DV被害
あり 

DV被害 
なし 

女性が自身の経済力を向上させること 38.3 42.8 

男性が家事・育児・介護に積極的に関わること 53.3 59.9 

「女だから」「男だから」という偏見、固定的な社会通念や慣習・し

きたりを改めること  
65.8 58.7 

子どもの時から男女平等教育を行うこと 52.5 47.9 

男女平等・男女共同参画のための様々な法律や制度を整備すること 25.8 24.4 

各自治体で男女平等に関する条例を制定すること 9.2 11.3 

企業・官庁などで、女性管理職が多く登用されること 25.8 25.7 

働きやすくなるように保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設

や介護サービスを充実すること 
47.5 55.7 

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直しを

進めること 
50.0 52.4 

その他 5.8 4.8 

わからない 5.0 5.0 

無回答 2.5 1.5 

 

⚫ 職場での男女差があると考えている回答者では、「男性が家事・育児・介護に積極的に関

わること」「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直しを進めるこ

と」「企業・官庁などで、女性管理職が多く登用されること」「男女平等・男女共同参画の

ための様々な法律や制度を整備すること」「各自治体で男女平等に関する条例を制定する

こと」で男女差がないと考えている回答者の割合を５ポイント以上上回っている。 

⚫ 一方、「「女だから」「男だから」という偏見、固定的な社会通念や慣習・しきたりを改め

ること」では、男女差があると考えている回答者の割合が、男女差がないと考えている

回答者の割合を７ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
体

女
性
が
自

身
の
経
済
力
を
向

上
さ
せ
る
こ

と

男
性
が
家

事
・
育
児
・
介
護

に
積
極
的
に

関

わ
る
こ
と

「

女
だ
か

ら
」
「

男
だ
か
ら
」

と
い
う
偏

見
、

固
定

的
な
社
会
通
念
や

慣
習
・
し
き

た
り
を
改
め
る
こ

と

子
ど
も
の

時
か
ら
男
女
平
等

教
育
を
行
う

こ
と

男
女
平
等
・
男

女
共
同
参
画
の
た

め
の

様
々
な
法
律
や

制
度
を
整
備
す
る

こ
と

各
自
治
体

で
男
女
平
等
に
関

す
る
条
例
を

制
定
す
る
こ
と

企
業
・
官

庁
な
ど
で
、

女
性

管
理
職
が
多

く
登
用
さ
れ
る
こ

と

働
き
や
す

く
な
る
よ
う
に
保

育
の
施
設
・

サ
ー

ビ
ス

や
、

高
齢
者
や
病

人
の
施
設
や

介
護
サ
ー

ビ

ス
を
充
実
す
る
こ

と

労
働
時
間

の
短
縮
や
在
宅
勤

務
の
普
及
な

ど
男
女
と

も
に
働
き
方
の
見

直
し
を
進
め

る
こ
と

そ
の
他

わ

か
ら
な
い

無
回
答

658 269 378 394 309 158 75 169 336 324 30 33 20
100.0 40.9 57.4 59.9 47.0 24.0 11.4 25.7 51.1 49.2 4.6 5.0 3.0

194 74 119 111 89 51 23 54 93 103 15 7 3
100.0 38.1 61.3 57.2 45.9 26.3 11.9 27.8 47.9 53.1 7.7 3.6 1.5

177 73 98 114 79 35 8 38 80 84 7 7 2
100.0 41.2 55.4 64.4 44.6 19.8 4.5 21.5 45.2 47.5 4.0 4.0 1.1

48 21 22 27 20 7 4 8 19 19 2 5 1
100.0 43.8 45.8 56.3 41.7 14.6 8.3 16.7 39.6 39.6 4.2 10.4 2.1

239 101 139 142 121 65 40 69 144 118 6 14 14
100.0 42.3 58.2 59.4 50.6 27.2 16.7 28.9 60.3 49.4 2.5 5.9 5.9

全体

職
場
で

の
男
女
差

男女差がある

男女差がない

わからない

無回答
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問 50（市が行っている事業の認知）関連 

仮説 市の事業を知らないが、男女平等意識が高い人もいるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言える。 

 

⚫ 問 41（結婚に関する考え方）の回答結果を、市の事業の認知状況（問 50で「１～５のい

ずれかを選択」「無回答」の２区分）でクロス集計した結果は次のとおり。 

 

意見 問 50でいずれかを選択 問 50が無回答 

（ア） “意見に反対”66.5％ “意見に反対”60.1％ 

（イ） “意見に反対”68.7％ “意見に反対”51.0％ 

（ウ） “意見に賛成”94.3％ “意見に賛成”84.2％ 

（エ） “意見に反対”81.9％ “意見に反対”75.2％ 

（オ） “意見に賛成”73.6％ “意見に賛成”67.7％ 

（カ） “意見に賛成”69.6％ “意見に賛成”61.9％ 

（キ） “意見に賛成”67.0％ “意見に賛成”65.7％ 

 

⚫ （キ）を除く各意見とも、市の事業を知っている回答者の割合が無回答の人の割合を５

ポイント以上上回っており、市の事業を知っている人ほど男女平等意識が高い傾向を示

しているが、市の事業を知らない回答者であっても“意見に反対（賛成）”が半数以上と

なっている。 

⚫ 以上のことから、市の事業を知らない回答者は男女平等意識が低いとは言えず、市の事

業を知らない人で男女平等意識が高い人々が相当規模で存在することがわかる。 
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問 51（「男女共同参画社会の実現」に向けた施策）関連 

仮説 
性別や年代以外に「働いている人」「DV被害経験がある人」「職場が不平

等だと感じている人」等で重要だと思うことが異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりと言えるものと、言えないものがある。 

 

⚫ 就労している回答者と就労していない回答者との間で、回答傾向に顕著な差はみられな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ DV 被害を受けたことがある回答者では、「女性や男性の生き方や悩みに関する相談窓口

を充実する」が 18.3％であり、被害を受けたことがない回答者の割合を６ポイント上回

っている。 

⚫ 一方、「企業などが男女共同参画の推進に積極的に取り組むよう働きかける」では、被害

を受けたことがない回答者の割合を５ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全

体

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す
る

た
め

の
セ

ミ

ナ
ー

や

講
座

を
実
施

す
る

学
校

に
お

け
る

男
女

平
等
・

男
女

共
同

参

画
教

育
を

推
進
す

る

女
性

や
男

性
の

生
き

方
や
悩

み
に

関
す

る

相
談

窓
口

を
充

実
す

る

仕
事

と
家

庭
生

活
を

両
立
で

き
る

よ
う

な

支
援

策
と

し
て

保
育

・
介
護

な
ど

の
サ
ー

ビ

ス
を

充
実

す
る

ド

メ

ス

テ
ィ

ッ

ク

・

バ

イ

オ

レ

ン

ス
（

Ｄ

Ｖ
）

や

セ

ク

シ
ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

な

ど

の

暴

力

を

な

く

す

た

め

の

取

り

組

み

を

す

る

女
性

が
政

策
決

定
の

場
に
積

極
的

に
関

わ

る
よ

う
取

り
組

む
（

女
性
の

管
理

職
を

増

や

す
）

企
業

な
ど

が
男

女
共

同
参
画

の
推

進
に

積

極
的

に
取
り

組
む

よ
う

に
働

き
か

け
る

広
報

誌
や

パ
ン

フ
レ
ッ

ト
な

ど
で
、

男

女

平

等
に

つ
い

て
Ｐ
Ｒ

す
る

そ

の
他

特
に

な
い

無

回
答

全体 100.0 8.4 29.3 14.7 43.0 17.6 16.4 12.9 9.6 1.5 16.7 9.4

就労している 100.0 7.1 28.2 15.1 42.4 17.9 16.7 12.7 11.1 2.1 18.1 5.2

就労していない 100.0 11.3 31.5 14.9 45.0 17.1 15.8 13.1 6.8 0.5 14.0 16.2

全
体

男
女
共
同

参
画
を

推
進
す

る
た
め

の
セ

ミ
ナ
ー

や
講

座
を
実

施
す
る

学
校
に
お

け
る
男

女
平
等

・
男
女

共
同

参

画
教
育

を
推
進

す
る

女
性
や
男

性
の
生

き
方
や

悩
み
に

関
す

る
相
談

窓
口
を

充
実
す

る

仕
事
と
家

庭
生
活

を
両
立

で
き
る

よ
う

な
支
援
策

と
し
て

保
育
・

介
護
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

を
充
実

す
る

ド

メ

ス

テ
ィ

ッ

ク

・

バ

イ

オ

レ

ン

ス
（

Ｄ

Ｖ
）

や

セ

ク

シ
ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

な

ど

の

暴

力

を

な

く

す

た

め

の

取

り

組

み

を

す

る

女
性
が
政

策
決
定

の
場
に

積
極
的

に
関

わ
る
よ
う

取
り
組

む
（

女

性
の
管

理
職

を
増

や
す
）

企
業
な
ど

が
男
女

共
同
参

画
の
推

進
に

積
極
的
に

取
り
組

む
よ
う

に
働
き

か
け

る

広
報
誌
や

パ
ン
フ

レ
ッ

ト

な
ど
で
、

男

女
平

等
に
つ

い
て
Ｐ

Ｒ
す
る

そ

の
他

特
に
な

い

無

回
答

658 55 193 97 283 116 108 85 63 10 110 62
100.0 8.4 29.3 14.7 43.0 17.6 16.4 12.9 9.6 1.5 16.7 9.4
120 9 33 22 54 23 22 10 10 3 18 12

100.0 7.5 27.5 18.3 45.0 19.2 18.3 8.3 8.3 2.5 15.0 10.0
397 35 117 48 188 64 67 56 44 7 64 28

100.0 8.8 29.5 12.1 47.4 16.1 16.9 14.1 11.1 1.8 16.1 7.1
141 11 43 27 41 29 19 19 9 - 28 22

100.0 7.8 30.5 19.1 29.1 20.6 13.5 13.5 6.4 - 19.9 15.6

全体

D

V

被

害

受けたことがある

受けたことがない

無回答
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⚫ 職場での男女差があると考えている回答者は、「広報誌やパンフレットなどで、男女平等

について PRする」を除く各項目について、男女差がないと考えている回答者の割合を上

回っている。特に、「仕事と家庭生活を両立できるような支援策として保育・介護などの

サービスを充実する」「学校における男女平等・男女共同参画教育を推進する」「女性が

政策決定の場に積極的に関わるよう取り組む（女性の管理職を増やす）」「企業などが男

女共同参画の推進に積極的に取り組むように働きかける」では、男女差がないと考えて

いる回答者の割合を５ポイント以上上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
体

男
女

共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー

や
講
座

を
実
施
す
る

学
校

に
お
け
る
男
女

平
等
・
男
女
共
同

参
画
教
育
を

推
進
す
る

女
性

や
男
性
の
生
き

方
や
悩
み
に
関
す

る
相

談
窓
口
を
充
実
す

る

仕
事

と
家
庭
生
活
を

両
立
で
き
る
よ
う

な
支

援
策
と
し
て
保

育
・
介
護
な
ど
の

サ
ー

ビ
ス
を

充
実
す
る

ド

メ

ス

テ
ィ

ッ

ク

・

バ

イ

オ

レ

ン

ス
（

Ｄ

Ｖ
）

や

セ

ク

シ
ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

な

ど

の

暴

力

を

な

く

す

た

め

の

取

り

組

み

を

す

る

女
性

が
政
策
決
定
の

場
に
積
極
的
に
関

わ
る

よ
う
取
り
組
む
（

女
性
の
管
理
職

を
増
や

す
）

企
業

な
ど
が
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に

積
極

的
に
取
り
組
む

よ
う
に
働
き
か
け

る

広
報

誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
、

男

女
平
等
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
す
る

そ
の

他

特
に
な
い

無
回

答

658 55 193 97 283 116 108 85 63 10 110 62
100.0 8.4 29.3 14.7 43.0 17.6 16.4 12.9 9.6 1.5 16.7 9.4
194 14 58 31 90 39 40 36 21 5 28 7

100.0 7.2 29.9 16.0 46.4 20.1 20.6 18.6 10.8 2.6 14.4 3.6

177 11 44 23 66 29 24 14 22 4 40 9
100.0 6.2 24.9 13.0 37.3 16.4 13.6 7.9 12.4 2.3 22.6 5.1

48 4 11 7 12 6 5 5 5 - 12 6
100.0 8.3 22.9 14.6 25.0 12.5 10.4 10.4 10.4 - 25.0 12.5
239 26 80 36 115 42 39 30 15 1 30 40

100.0 10.9 33.5 15.1 48.1 17.6 16.3 12.6 6.3 0.4 12.6 16.7

全体

職
場
で
の
男

女
差

男女差がある

男女差がない

わからない

無回答
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その他 

仮説① 
「DV 被害経験がある人」「職場が不平等だと感じている人」等が求める

市の将来像（問 8、9等）は、そうでない人と異なるのではないか。 

 

結論 仮説のとおりとは言い切れない。 

 

【DV被害について】 

⚫ 問８の回答を問 46 の回答結果（DV 被害を受けたことがあるかどうか）でクロス集計し

た結果は、次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ DV被害経験者、DV被害がない回答者とも、上位３項目は「水と緑の豊かな田園都市」「道

路や公園など生活環境が充実した都市」「健康・福祉に力を入れた都市」の順で変わらな

い。 

⚫ DV被害経験者では、「水と緑の豊かな田園都市」「道路や公園など生活環境が充実した都

市」が６割～７割弱であり、DV被害がない回答者の割合を６ポイント以上上回っている。

一方、DV被害がない回答者では「教育・文化に力を入れた都市」が 35.8％であり、DV被

害経験者の割合を 14ポイント上回っている。 

  

問８．市の将来像のイメージ   【３つまでの複数回答】

全
体

水

と

緑

の
豊

か

な

田

園

都
市

教

育

・

文
化

に

力

を

入

れ

た
都

市

健

康

・

福
祉

に

力

を

入

れ

た
都

市

職

場

と

住
居

が

近

接

し

た

活

力
あ

る

都

市

道

路

や

公
園

な

ど

生

活

環

境

が
充

実

し

た

都
市

商

業

の

盛
ん

な

に

ぎ

わ

い

の

あ
る

都

市

地

域

の

ふ
れ

あ

い

の

あ

る
都

市

そ
の

他

無
回

答

658 402 202 297 55 352 127 133 29 19
100.0 61.1 30.7 45.1 8.4 53.5 19.3 20.2 4.4 2.9

120 79 26 54 10 72 20 25 6 2

100.0 65.8 21.7 45.0 8.3 60.0 16.7 20.8 5.0 1.7

397 237 142 183 34 212 69 86 16 8

100.0 59.7 35.8 46.1 8.6 53.4 17.4 21.7 4.0 2.0
141 86 34 60 11 68 38 22 7 9

100.0 61.0 24.1 42.6 7.8 48.2 27.0 15.6 5.0 6.4

全体

受けたことがある

受けたことがない

無回答

D

V

被

害
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⚫ 問９の回答を問 46 の回答結果（DV 被害を受けたことがあるかどうか）でクロス集計し

た結果は、次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ DV被害経験者、DV被害がない回答者とも、回答の多い順に違いは見られない。 

⚫ DV被害経験者では、「安全でだれもが安心して快適に暮らせるまち」について DV被害が

ない回答者の割合を６ポイント上回っている。一方、DV被害がない回答者では「育ち・

学びを通じて誰もが輝けるまち」が 35.3％であり、DV 被害経験者の割合を 12 ポイント

上回っている。 

 

【職場の不平等について】 

⚫ 問８の回答を問 34（イ）の回答結果（職場が男女平等かどうか）でクロス集計した結果

は、次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９．進めるべきまちづくり   【３つまでの複数回答】

全
体

育

ち

・

学
び

を

通

じ

て

だ

れ

も
が

輝

け

る

ま
ち

だ

れ

も

が
地

域

で

健

や

か

に

暮
ら

せ

る

ま

ち

水

と

緑

に
つ

つ

ま

れ

活

力

あ

ふ
れ

る

賑

わ

い

の
ま

ち

安

全

で

だ
れ

も

が

安

心

し

て

快
適

に

暮

ら

せ

る
ま

ち

み

ん

な

で
つ

く

る

持

続

可

能

な
市

民

の

ま

ち

そ
の

他

わ

か
ら

な

い

無
回

答

658 205 379 373 503 125 20 11 8
100.0 31.2 57.6 56.7 76.4 19.0 3.0 1.7 1.2

120 27 72 68 99 27 5 1 1

100.0 22.5 60.0 56.7 82.5 22.5 4.2 0.8 0.8

397 140 234 218 303 71 8 7 3

100.0 35.3 58.9 54.9 76.3 17.9 2.0 1.8 0.8
141 38 73 87 101 27 7 3 4

100.0 27.0 51.8 61.7 71.6 19.1 5.0 2.1 2.8

受けたことがある

受けたことがない

無回答

D

V

被

害

全体

問８．市の将来像のイメージ   【３つまでの複数回答】

全
体

水
と

緑
の
豊
か
な

田

園
都

市

教
育

・
文
化
に
力

を

入
れ
た

都
市

健
康

・
福
祉
に
力

を

入
れ
た

都
市

職
場

と
住
居
が
近

接

し
た

活
力
あ
る
都

市

道
路

や
公
園
な
ど

生

活
環

境
が
充
実
し

た

都
市

商
業

の
盛
ん
な
に

ぎ

わ
い
の
あ

る
都
市

地
域

の
ふ
れ
あ
い

の

あ
る
都
市

そ
の

他

無
回

答

658 402 202 297 55 352 127 133 29 19

100.0 61.1 30.7 45.1 8.4 53.5 19.3 20.2 4.4 2.9
66 35 18 30 3 33 13 12 8 1

100.0 53.0 27.3 45.5 4.5 50.0 19.7 18.2 12.1 1.5
204 132 64 93 14 122 41 41 6 3

100.0 64.7 31.4 45.6 6.9 59.8 20.1 20.1 2.9 1.5
170 110 58 64 22 95 31 34 5 5

100.0 64.7 34.1 37.6 12.9 55.9 18.2 20.0 2.9 2.9
25 15 3 7 2 11 3 8 2 1

100.0 60.0 12.0 28.0 8.0 44.0 12.0 32.0 8.0 4.0
13 5 5 5 2 5 2 - 2 1

100.0 38.5 38.5 38.5 15.4 38.5 15.4 - 15.4 7.7
141 82 45 74 9 65 29 29 4 5

100.0 58.2 31.9 52.5 6.4 46.1 20.6 20.6 2.8 3.5

39 23 9 24 3 21 8 9 2 3
100.0 59.0 23.1 61.5 7.7 53.8 20.5 23.1 5.1 7.7

わからない・判断できな
い

無回答

男
女
平

等
意
識

(

イ

)

職
場

全体

男性の方が優遇されてい

る
どちらかといえば男性の

方が優遇されている

平等になっている

どちらかといえば女性の

方が優遇されている

女性の方が優遇されてい
る
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⚫ 職場が“男性優遇”（男性の方が優遇されている、どちらかといえば男性の方が優遇され

ている）と考える回答者、男女平等と考える回答者のいずれも、上位３項目は「水と緑

の豊かな田園都市」「道路や公園など生活環境が充実した都市」「健康・福祉に力を入れ

た都市」の順で変わらない。 

⚫ 職場が“男性優遇”と考える回答者では、「健康・福祉に力を入れた都市」が４割台半ば

であり、男女平等と考える回答者の割合を８ポイント上回っている。一方、職場が男女

平等と考える回答者では「職場と住居が近接した活力ある都市」が 12.9％であり、“男性

優遇”と考える回答者の割合を６ポイント上回っている。 

 

⚫ 問９の回答を問 34（イ）の回答結果（職場が男女平等かどうか）でクロス集計した結果

は、次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 職場がどちらかといえば男性優遇と考える回答者では、「水と緑につつまれ活力あふれる

賑わいのまち」が「安全でだれもが安心して快適に暮らせるまち」（77.5％）に次ぐ 63.2％

となっている。 

⚫ ただし、職場が男性優遇と考える回答者の「水と緑につつまれ活力あふれる賑わいのま

ち」は 47.0％であり、男性優遇という意識が強い人ほど「水と緑につつまれ活力あふれ

る賑わいのまち」の割合が高いというわけではない。職場が平等と考えている人で、重

視する将来像が異なるという傾向は見られない。 

  

問９．進めるべきまちづくり   【３つまでの複数回答】

全
体

育
ち

・
学
び
を

通
じ

て
だ

れ
も
が
輝

け
る

ま
ち

だ
れ

も
が
地
域

で
健

や
か

に
暮
ら
せ

る
ま

ち

水
と

緑
に
つ
つ

ま
れ

活
力

あ
ふ
れ
る

賑
わ

い
の
ま
ち

安
全

で
だ
れ
も

が
安

心
し

て
快
適
に

暮
ら

せ
る
ま
ち

み
ん

な
で
つ
く

る
持

続
可

能
な
市
民

の
ま

ち

そ
の

他

わ
か
ら

な
い

無
回

答

658 205 379 373 503 125 20 11 8
100.0 31.2 57.6 56.7 76.4 19.0 3.0 1.7 1.2

66 21 33 31 50 13 3 1 1

100.0 31.8 50.0 47.0 75.8 19.7 4.5 1.5 1.5
204 68 117 129 158 42 5 1 -

100.0 33.3 57.4 63.2 77.5 20.6 2.5 0.5 -
170 54 101 100 130 34 2 3 3

100.0 31.8 59.4 58.8 76.5 20.0 1.2 1.8 1.8

25 7 13 14 17 3 3 - -
100.0 28.0 52.0 56.0 68.0 12.0 12.0 - -

13 4 4 7 11 - 2 - -
100.0 30.8 30.8 53.8 84.6 - 15.4 - -

141 40 87 79 105 24 5 6 1
100.0 28.4 61.7 56.0 74.5 17.0 3.5 4.3 0.7

39 11 24 13 32 9 - - 3
100.0 28.2 61.5 33.3 82.1 23.1 - - 7.7

わからない・判断できな
い

無回答

男
女

平
等
意
識

(
イ

)

職
場

全体

男性の方が優遇されてい

る
どちらかといえば男性の

方が優遇されている

平等になっている

どちらかといえば女性の

方が優遇されている

女性の方が優遇されてい
る
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仮説② 
広報いなぎを読むなど情報収集に熱心な人は、男女共同参画関連用語に

も詳しく、市政運営にも協力的で男女平等意識も高いのではないか。そ

うでない人の特徴は、どのようなことか。 

 

結論 仮説のとおりとは言い切れない。 

 

⚫ 「広報いなぎ」の精読度別に、回答者が知っている男女共同参画関連用語の個数の平均

値をみると次のとおり。広報いなぎをよく読んでいる人が知っている男女共同参画用語

は平均 5.42個だが、広報いなぎをほとんど読まない人が知っている男女共同参画用語は

平均 6.98個である。広報いなぎをよく読む人が、男女共同参画用語に詳しいということ

はない。 

 

精読度 知っている男女共同参画用語数の平均値 

よく読んでいる 5.42個 

必要なところだけ読む 6.39個 

ざっと目を通す 6.44個 

ほとんど読まない 6.98個 

読んだことがない 5.66個 

 

⚫ 「広報いなぎ」の精読度別に見た市政運営への参画度合いは次のとおり。広報いなぎを

読んでいない人ほど、市の行政活動へ「参加したくない・できない」が多い傾向があり、

広報いなぎを読む人ほど市政運営に協力的であると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31．行政活動への参加方法   【３つまでの複数回答】

全
体

市
が
主
催
す
る
各
種
行
事
の
運
営
委
員
や

実
行
委
員
と
し
て
参
加

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（

民
間
非
営
利
団
体
）

や
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
な
ど
の
幅
広
い
活
動
に
よ
っ

て
参

加

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
、

行

政
に
対
す
る
意
見
や
提
案
を
行
う
こ
と
に

よ
り
参
加

市
の
計
画
や
方
針
を
決
め
る
審
議
会
や
各

種
委
員
会
な
ど
の
委
員
と
し
て
参
加

そ
の
他

参
加
し
た
く
な
い
・
で
き
な
い

無
回
答

658 38 86 153 44 19 383 25
100.0 5.8 13.1 23.3 6.7 2.9 58.2 3.8

209 19 38 45 22 7 109 11
100.0 9.1 18.2 21.5 10.5 3.3 52.2 5.3

174 9 18 46 8 6 99 7
100.0 5.2 10.3 26.4 4.6 3.4 56.9 4.0

197 8 25 52 10 6 119 2
100.0 4.1 12.7 26.4 5.1 3.0 60.4 1.0

45 1 2 7 3 0 34 1
100.0 2.2 4.4 15.6 6.7 0.0 75.6 2.2

29 1 2 3 1 0 21 2
100.0 3.4 6.9 10.3 3.4 0.0 72.4 6.9

4 - 1 - - - 1 2
100.0 - 25.0 - - - 25.0 50.0

全体

「

広
報
い
な
ぎ
」

の
精
読
度

よく読んでいる

必要なところだけ
読む

ざっと目を通す

ほとんど読まない

読んだことがない

無回答
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⚫ なお、市の行政施策に関心が高い人（問 26）ほど、広報いなぎをよく読んでいることが

わかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 結婚についての意識（問 41）を「広報いなぎ」の精読度別に見ると次のとおり。「広報い

なぎ」をよく読む人ほど男女共同参画意識が高い（柔軟な考え方をしている）とは言い

切れず、（オ）（カ）では広報いなぎを読んだことがない人ほど“意見に賛成”が多い。 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ ここで、問 41の（ア）～（キ）について、各回答者の回答を以下の要領で点数に換算し

て、その合計点を算出した場合の得点の分布状況をみると、次のとおりとなる。回答者

問29．「広報いなぎ」の精読度   

全
体

よ

く
読

ん
で

い
る

必
要

な
と
こ

ろ
だ

け

読
む

ざ
っ

と

目
を

通
す

ほ
と

ん
ど
読

ま
な

い

読
ん

だ
こ
と

が
な

い

無

回
答

658 209 174 197 45 29 4

100.0 31.8 26.4 29.9 6.8 4.4 0.6
116 64 27 23 1 1 -

100.0 55.2 23.3 19.8 0.9 0.9 -
337 108 100 115 10 3 1

100.0 32.0 29.7 34.1 3.0 0.9 0.3

165 29 39 52 28 16 1
100.0 17.6 23.6 31.5 17.0 9.7 0.6

30 4 5 6 6 9 -
100.0 13.3 16.7 20.0 20.0 30.0 -

10 4 3 1 - - 2
100.0 40.0 30.0 10.0 - - 20.0

全体

行
政
施

策
関

心
度

別

大いに関心がある

やや関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

無回答

よく読んで
いる

必要なとこ
ろだけ読む

ざっと目を
通す

ほとんど読
まない

読んだこと
がない

“意見に賛成” 19.6 24.4 17.8 16.2 15.6 20.7

“意見に反対” 62.3 57.9 66.1 67.0 60.0 51.7

“意見に賛成” 23.9 29.2 22.4 19.3 22.2 24.1
“意見に反対” 61.7 59.3 64.4 67.0 55.6 44.8

“意見に賛成” 87.7 87.6 91.4 87.3 84.4 79.3
“意見に反対” 2.7 1.9 2.3 3.6 4.4 3.4

“意見に賛成” 8.1 11.0 7.5 6.6 6.7 0.0
“意見に反対” 77.5 73.7 82.2 79.7 75.6 75.9

“意見に賛成” 69.8 65.1 66.7 74.1 80.0 82.8
“意見に反対” 17.0 21.5 19.0 15.2 6.7 0.0

“意見に賛成” 64.6 58.9 59.8 70.1 80.0 82.8
“意見に反対” 19.8 24.9 23.0 16.8 4.4 3.4

“意見に賛成” 66.1 64.6 60.3 74.1 64.4 65.5
“意見に反対” 14.3 15.8 19.5 10.2 11.1 3.4

（カ）

（キ）

全体
「広報いなぎ」の精読度

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）

（オ）
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全体の６割弱が７点満点中の５～６点に集中している。 

 

 《点数の換算要領》 

意見 １点 ０点 

（ア） 
「賛成」 

「どちらかといえば賛成」 

「反対」「どちらかといえば反対」 

「わからない」 

（イ） 
「反対」 

「どちらかといえば反対」 

「賛成」「どちらかといえば賛成」 

「わからない」 

（ウ） 
「賛成」 

「どちらかといえば賛成」 

「反対」「どちらかといえば反対」「 

わからない」 

（エ） 
「反対」 

「どちらかといえば反対」 

「賛成」「どちらかといえば賛成」 

「わからない」 

（オ） 
「賛成」 

「どちらかといえば賛成」 

「反対」「どちらかといえば反対」「 

わからない」 

（カ） 
「賛成」 

「どちらかといえば賛成」 

「反対」「どちらかといえば反対」 

「わからない」 

（キ） 
「賛成」 

「どちらかといえば賛成」 

「反対」「どちらかといえば反対」「 

わからない」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目名 集計値 構成比（％）

全体 658 100.0

０点 15 2.3
１点 11 1.7

２点 37 5.6
３点 68 10.3

４点 86 13.1

５点 140 21.3
６点 243 36.9

７点 13 2.0
無回答 45 6.8
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⚫ 問 51（「男女共同参画社会の実現」に向けた施策）について、上記の点数による傾向をみ

ると、２、３、５、７点の回答者では「仕事と家庭生活を両立できるような支援策として

保育・介護などのサービスを充実する」が５割弱から６割強となっているのに対し、０

点及び１点の回答者では「特にない」が５割前後を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 以上のことから言えるのは次のとおり。 

(1)広報いなぎをよく読む人は、市政運営に協力的であるが、男女共同参画に詳しいわけで

はなく、結婚についてより柔軟な意識を持っているわけではない。 

(2)回答者の多くが結婚について固定的な考え方にとらわれず、柔軟な考え方を持っている。

固定的な考え方を持っている人では、男女共同参画の実現に向けて市が重点を置くべき

施策が「特にない」とする割合が高い。 

問51．「男女共同参画社会の実現」に向けた施策   【３つまでの複数回答】

全
体

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー

や
講
座
を
実
施
す
る

学
校
に
お
け
る
男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画

教
育
を
推
進
す
る

女
性
や
男
性
の
生
き
方
や
悩
み
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
充
実
す
る

仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立
で
き
る
よ
う
な
支

援
策
と
し
て
保
育
・
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス

を
充
実
す
る

ド

メ

ス

テ
ィ

ッ

ク

・

バ

イ

オ

レ

ン

ス
（

Ｄ

Ｖ
）

や

セ

ク

シ
ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

な

ど

の

暴

力

を

な

く

す

た

め

の

取

り

組

み

を

す

る

女
性
が
政
策
決
定
の
場
に
積
極
的
に
関
わ
る

よ
う
取
り
組
む
（

女
性
の
管
理
職
を
増
や

す
）

企
業
な
ど
が
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
に
働
き
か
け
る

広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
、

男
女
平

等
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

658 55 193 97 283 116 108 85 63 10 110 62
100.0 8.4 29.3 14.7 43.0 17.6 16.4 12.9 9.6 1.5 16.7 9.4

15 - 2 1 1 2 - - - - 8 4
100.0 - 13.3 6.7 6.7 13.3 - - - - 53.3 26.7

11 1 1 1 1 1 1 - - - 5 3
100.0 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 - - - 45.5 27.3

37 3 9 3 18 2 4 4 4 - 6 6
100.0 8.1 24.3 8.1 48.6 5.4 10.8 10.8 10.8 - 16.2 16.2

68 7 23 11 33 8 10 7 7 1 12 6
100.0 10.3 33.8 16.2 48.5 11.8 14.7 10.3 10.3 1.5 17.6 8.8

86 6 18 14 36 14 11 16 11 1 18 6
100.0 7.0 20.9 16.3 41.9 16.3 12.8 18.6 12.8 1.2 20.9 7.0
140 15 52 20 66 34 26 22 14 2 22 4

100.0 10.7 37.1 14.3 47.1 24.3 18.6 15.7 10.0 1.4 15.7 2.9
243 17 78 36 109 44 51 35 22 5 29 18

100.0 7.0 32.1 14.8 44.9 18.1 21.0 14.4 9.1 2.1 11.9 7.4
13 2 5 6 8 5 - - - 1 1 -

100.0 15.4 38.5 46.2 61.5 38.5 - - - 7.7 7.7 -
45 4 5 5 11 6 5 1 5 - 9 15

100.0 8.9 11.1 11.1 24.4 13.3 11.1 2.2 11.1 - 20.0 33.3

３点

４点

５点

６点

７点

無回答

全体

０点

１点

２点

結
婚
に
対
す
る
考
え
方
の
点
数
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Ⅲ 調査結果概要  
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Ⅳ 稲城市男女共同参画計画推進協議会での検討経緯  
 

本調査及び結果報告書は、稲城市男女共同参画計画推進協議会で議論し、作成しました。 

 

１ 検討経緯 

 

日程 協議会 調査に関する議論内容 

令和５年 12 月 11 日 第Ⅳ期第９回協議会 調査の目的や調査項目案 

令和６年２月 26日 第Ⅳ期第10回協議会 調査項目案の確定 

令和６年５月 24日 第Ⅴ期第１回協議会 調査項目の確認、文言修正 

令和６年７月 30日 第Ⅴ期第２回協議会 調査の分析の視点やクロス集計方法、仮説案 

令和６年 10 月９日 第Ⅴ期第３回協議会 単純集計結果等に基づく議論 

令和６年 12 月 13 日 第Ⅴ期第４回協議会 調査結果報告書案に基づく議論、修正意見 

令和７年２月 21日 第Ⅴ期第５回協議会 調査結果報告書案の修正案の確認 

 

２ 検討に関わった第Ⅳ期及び第Ⅴ期稲城市男女共同参画計画推進協議会委員 

 

氏名 
稲城市男女共同参画計画推進協議会 

設置要綱第３条における構成 

第Ⅳ期 

（令和４、５年度） 

第Ⅴ期 

（令和６、７年度） 

大貫 恵佳 学識経験者 ○ ○ 

関川 雅代 学識経験者 ○ ○ 

堀内 愛子 学識経験者 ○ ○ 

江口 浩子 公募市民 ○ ○ 

嶋宮 啓次 公募市民 ○ ○ 

髙橋 佳代 公募市民 ○  

田中 学 公募市民 ○  

棚原 佳代 公募市民 ○  

藤後 玄徳 公募市民 ○  

浜田 有里恵 公募市民 ◎ ◎ 

浅沼 智子 公募市民  ○ 

安重 千夏子 公募市民  ○ 

坪内 美幸 公募市民  ○ 

中村 智恵 公募市民  ○ 

◎は会長 
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